















































幸運なバカたちが学園を回す 1




～豪運ザコとカワイイ幼馴染～








藍藤遊





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　contents









プロローグ

第一章「上回られて見下されました」

第二章「これが僕らのバカデミックシティ（五月の納涼編）」

第三章「バカどもの準備運動セットアップ」

第四章「うどん屋でイケメンが愛を囁こうとして出禁」

第五章「球技大会イベント開催中！


　　　ＵＲ優待ガチャチケットを手に入れよう！

　　　５月16日５限目～５月16日６限目まで」



第六章「ドキドキ飯倉大作戦」

エピローグ「三箱目ワースト５」












　ふと。小学生の……まだ俺と幼おさな馴な染じみの仲がよかった頃を思い出した。

　彼女は、幼馴染である俺の目から見ても、贔ひい屓き目抜きにかわいらしい女の子だった。

　華きや奢しやで、どこか小動物然とした大人しさ。俺以外の男子からも人気は高く、それでまあ、あの年頃の子どもは、気になる子にはちょっかいをかけてしまいたくなるもので。

「お、幸運Ｅ倉じゃん」

「やーいやーい疫病神ー」

　彼女──飯いい倉くらレナは、致命的に不運だった。

　明確な弱点に対する無邪気な悪口を背に受けて、毎日のように鳥の糞ふんを落とされるランドセルを背負い、沈ちん鬱うつそうに俯うつむいてとぼとぼ歩く、そんな日々。

　ただ俺は、彼女と同じように、人とは違う運の持ち主だったというか。

　共感できる部分があったから、彼女のことをフラットに見ることが出来ていた。

　だからこそ、とぼとぼと帰路を歩むあの子と連れ立って歩けていたのだろうし。

　あの頃の彼女は、俺によく笑顔を向けてくれていたと思う。

　たまに見せる微笑ほほえみがとても可愛かわいかったことも覚えている。

「どうしたら、みんなに嫌なことされずに済むのかな……」

　その日は確か、近所の河川の花火大会で。あの子は着慣れない浴衣で恥ずかしそうに俺の家にやってきて、一緒に行こ、と視線を泳がせながら誘ってくれて。

　屋台のイベントを二人で次々こなす楽しい祭りの中、彼女はぽつりとそう漏らしたんだ。

　精一杯の弱音に対し、射的に夢中だった俺は特に何も考えずにこう答えた。

「強気になったり周りを突き放す感じになればいじめられなくなるんじゃね？　勉強とか運動であいつらを上回って見下せば？」

　的を撃ち落とし、よく分からない首飾りを景品に貰もらって彼女の方を振り向くと。

　彼女は、「勉強を、がんばる。運動を、がんばる。それで、みんなより上になる」

　と一ひと頻しきり自分なりにかみ砕くだいていたようで。

　……うぬぼれでなければ、頼もしいと思ってくれてそうな、そんな表情とともに、

「うん、わかった。ありがとね、そーりゅーくん」

　その笑顔が可愛くて、照れ臭くなって。

　俺は、ぽんとその首飾りを彼女に押し付けて顔を背けた。

「くれるの？」

　おう、と俺が頷うなずくと。彼女は嬉うれしそうにその首飾りを抱きしめながら、滅めつ多たに見せない大輪の華のような笑みを浮かべて、「ありがと」ともう一度呟つぶやいた。

　努力家で、何事も一生懸命だった小さくてかわいい幼馴染のことだ。

　きっとこれで心配ないだろうと、俺も笑い返して。

　二人で、打ち上がる綺き麗れいな花火を見上げていた。







　そして今日、私立底てい月げつ学園高校の入学式。俺は別の中学だった幼おさな馴な染じみと数年ぶりの再会を果たした。




「あれ、久しぶりー！」




「死ね」




「ひぇ」




　え、あれ？　……あれぇ!?












　俺の高校はおかしい。

　登校して席に荷物を置いた俺は、教室のホワイトボード横にあるターミナル──映画館の券売機のような未来的デザインの機械を前にして腕を組んでいた。

「やあ総そう流りゆう、みじめなお前の時間割六連結果を見せてくれよ」

「開口一番爽さわやかに罵ば倒とうしてくるお前に乾杯」

　立ち尽くしていた俺の肩にぽんと置かれた手の主あるじは、いつもながら無駄な甘いフェイスにロン毛と外道のハッピーセットでとびきりな朝のご挨あい拶さつ。

「そう言うなよ。僕は毎朝、総流の悲惨な時間割が楽しみで仕方がないんだ」

「ならお前から見せたらどうだ、和かず光みつ」

「うん、いいよ。ひれ伏すといい」

　顎あごでターミナルを示せば、和光はターミナルに己の携帯端末ＰＧＴをさらりとかざす。

『出席ログインボーナスッ！』と、バカみたいに明るい電脳ボイスと共に彼の端末の画面が変化して──現れたのは本日の時間割だ。

【幸こう田だ和光　時間割六連ガチャ結果】


　　　ＳＲ『自習』

　　　　Ｃ『国語』

　　　ＳＲ『自習』

　　　　Ｒ『図書』

　　　ＳＲ『自習』

　　　ＵＣ『家庭科』



「は!?　自習三積み!?　そして図書!?　なんなのお前の極楽エヴリデイ!?」

「ま、僕ってば欲しいものはだいたい狙ねらい通りに引けるからね。ざっとこんなもんよ」

「肩竦すくめてんじゃねえよ気取んな顔だけ野郎」

「で、総流。お前の最高に面白いガチャ結果を見せてくれよ」

　急せかされ、仕方なくも和光と同じように携帯端末ＰＧＴをターミナルにかざす。

　携帯端末ＰＧＴの画面が切り替わり、眩まばゆい光と共に現れる俺の今日の時間割。

【矢や内ない総流　時間割六連ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『腹筋』

　　ＳＳＲ『腹筋』

　　ＳＳＲ『腹筋』

　　ＳＳＲ『腹筋』

　　ＳＳＲ『腹筋』

　　ＳＳＲ『腹筋』



「なぁんで自習よりレアリティ高たけぇんだよ腹筋!!」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　楽しませてくれてありがとう！　じゃあ、今日も最高の一日にしよう！」

「そりゃ自習ガン積みのお前は良い気分だろうよ！」

　地団駄を踏む俺を無視して意気揚々と自分の席に戻っていく和かず光みつ。

　俺の端末液晶には相も変わらず六連腹筋の時間割が躍る。

「噓うそでしょ……？」

　がっくりと肩を落とす俺の声は、朝の喧けん騒そうに巻き込まれて蕩とろけて消えた。

　──ここは私立底てい月げつ学園高校。

〝運命を探求する〟をスローガンに、一人の男が足立区をまるまる東京都から買い取って作った特区──通称ガチャ特区の南東に位置する学園だ。運を過剰に絡めた学園生活を送らせて、俺たちの幸運をデータ化して資料にしているらしいが……携帯端末でガチャを回せばその場に品が現れるなんて超常現象を〝運〟で片づけているあたり、研究者たちは運のことしか興味がないのかとツッコミたい。すげえことだぞこれ。

『すべてが運で決まる学園生活を送ってもらう』

　入学式の日に理事長からそう聞いてはいたが、まさかその日の時間割すら運任せの生活を送ることになるとは思ってもいなかった。

　なんで入ったかって？　いや、この学園全寮制で都心でおまけに給料しようがくきん貰もらえるんですよ。

　厚こう遇ぐうっちゃ厚遇なわけだが、それにしたって時間割がガチャで決まるってなんだ。一日中腹筋してろってなんだ。そもそもそれで許されるのか高校の単位。

「どうした、もう始業の時間だぞ矢や内ない総流」

「漆うるし原はら教諭……この学校おかしいっすよ……」

　後ろからの声に振り向けば、出席簿を肩にかけたクールビューティが立っていた。

　漆原イブキ。俺のクラスの担任である。

「五月にも入って何を言ってるんだお前は。そんなに時間割が悲惨だったの……あ、ごめん、席につくといいよ。今日はご飯おごってやろうか？」

「露骨に生暖かくならないで貰えます!?」

「でも腹が痛くて食べられないかもな。ははっ、どんまい」

「腹筋を!!　授業内容から撤廃しろっつってるんですよ!!」

「恨むなら、学年どころか全校で一限ごとに一人しか引けないはずのＳＳＲエスエスレアを総なめした自分を恨め。しかしそうか、今日のＳＳＲ授業は腹筋だったか」

　ふっ、とクールに笑ってすたすた教壇の方に向かう漆原教諭。

　俺の運っていったい……。

「はいみんなおはよう。全員席に着いたな。そこの怪異・腹筋男も座れ」

「人をＢ級ホラー扱いしやがって！　あとクラス全員に授業内容バラすんじゃねえよ！」

　仕方なく自分の席に戻る間にくすくす聞こえる笑い声。おのれ。

「えー、さて。ゴールデンウィークが明けて最初の授業日だ。いい加減、このとっぴな学園のルールにも慣れてきた頃だろうと思うが、どうだ？」

「先生、質問です」

「どうした幸こう田だ和かず光みつ」

「腹筋で一日埋まるようなことはよくあるんですか？」

「あれはＵＲウルトラレアを引くくらい稀まれだ、安心しろ」

「いい加減に腹筋から離れろよぉ!?」

　ＵＲウルトラレアとは、この学園で入学時に自身の携帯端末ＰＧＴに実装できる、〝己の最大の欲望〟だ。卒業までにガチャから排出されれば欲望が叶かなう。

「その運でそのままお前のＵＲが引けるといいな、矢や内ない総そう流りゆう」

「なに煽あおってんだこの教師!?」

　俺の怨えん嗟さの声もどこ吹く風。漆うるし原はら教諭は耳をほじりながら話を続ける。

「場も和やかになった所で話の続きだ。運でこの世の全すべてが決まる、と提言しているこの学園だが、だからと言って自らの鍛錬を怠ってはならない。今週末に予定されている球技大会も、その先の期末試験も、きっちり結果を出すように。特に球技大会だが──」

　言葉を切った教諭は一度俺たち全員を見渡して、咳せき払ばらい。

「──我々は他学年や他の箱クラスからクズの集まりと呼ばれているんだ。その汚名を雪すすごうじゃないか。正々堂々、どんな汚い手を使ってでも優勝するぞ」

　言葉が前後で矛盾してんだよあんた。

「おう！　いざとなったら罰則ガチャを引くことも辞さない！」

「任せて先生！　入学直後のレクリエーションでも私たちは盤外戦を制したわ！」

　どうしようツッコミが追い付かない。なんでノリノリなのクラスメイツ。盤外戦ってあれだよ、試合とは全く関係ないところで精神ダメージ与えたりする戦いのことだよ？

　優勝しても絶対クズの汚名は雪げないよこれ。だからクズって言われんだよ他箱クラスから。

　生徒たちの歓迎に気分をよくしたのか、教諭は鷹おう揚ように頷うなずくと。

「よし。せっかくの連休明けだ。気分を一新するためにも、ここで席替えをしてしまおう。……まあ席替えなんかしたところで、時間割ガチャからの移動教室っていうのが恒例のこの学校じゃホームルームくらいしか意味はないがな」

　じゃあやる意味もないんじゃ……。

「全員、携帯端末ＰＧＴを出せ。席替えガチャを実装した。好きに単発を引くといい」

　こういう時は便利な学校だよなあと思いつつ、俺も自分の携帯端末ＰＧＴから一年三箱目（クラス名なのだ、これでも）の画面を選び、席替え単発ガチャを回す。

　出来れば視力的に前寄りの席が望ましいのだが、俺ってヤツは大概こういう時──

「……案の定──」

　画面が虹にじ色に染まる。確定演出と呼ばれる現象だ。

　排出物に付けられたランクは五段階。

　この虹色を見ることが出来ると、排出物は最高レアリティのＳＳＲスペシヤルスーパーレア確定となる。

　ただし前方の席でＳＳＲ相当の場所はない。つまり俺ってば腹筋同様、また欲しくもない高レアを引いてしまったに違いないわけで。

【矢や内ない総そう流りゆう　席替えガチャ結果】


　　ＳＳＲ『Ａ５』



　Ａ列ってことは窓際、五番目、一番後ろ。なにこのサボりのベストポジション。

　周りを見れば殆ほとんどの生徒が移動を開始している。

　俺は隣の席にある荷物を背負い、机を抱えてそそくさと一番後ろを通って窓際へ。

　よっこいしょと前の席に荷物を置いてから自分も新たな席に着いた。

　そこでやけに視線が突き刺ささっていることに気が付く。

　なんだろう、羨せん望ぼう？　狙ねらってそいつの欲しいものを引いてやった時は気分が最高に良いんだが、今はそんな目を向けられる理由が思いつかず……ああ、席が羨うらやましいってことか？

「ねえ、もっとそっち行ってくれない？」

「あ？」












　真横から、刺とげのある高いソプラノ。俺に刺のある視線を向ける少女が一人。

　……噓うそでしょ？

　とてつもなく不機嫌な表情を引っ提げて、俺を睨にらむ学年のアイドルがそこに居た。

　あーなるほど、あーみんなの羨せん望ぼうって、あーそういう。あーはいはい、分かりましたよ。

　──要らない幸運ばかりをもぎ取る俺らしい、実に俺らしい結果だ。

「なに？　ウザいからじろじろ見ないでよ」

　露骨なため息に気がついたのか、無機質な瞳ひとみで睥へい睨げいするなりこいつ──学年で二人しかいないＳＳＲスペシヤルスーパーレアランクの少女、飯いい倉くらレナは一言そう呟つぶやいた。

　え？　幼おさな馴な染じみと名前一緒ですね？　いやーそうですねー凄すごい偶然だなーあはは。

　……はーあ。





　†　†






「俺、矢や内ない総そう流りゆうって言うんだ。特技ってほどのことはあんまりなくてさ、勉強も運動も、中の上がいいとこ。強いて言うなら、欲しくもない幸運を沢山呼び寄せるってのが特徴かな。そんな俺だけど、今まで付き合ってきてくれてることにはすげえ感謝してるんだぜ？　お前はすごいよ。こんな俺にも精一杯の成果を返してくれてる。だから俺も今日くらい、お前をめいっぱい鍛えてあげようってさ、そう思ったんだ。いつもありがとな、腹筋」

「あいつとうとうイッちまった……腹筋に話しかけてるぞ……」

「無理もねえ。みんなが一時間ごとに切り替えて何かをしている間、ひたすら腹筋なんて……拷問だよ、ＳＳＲエスエスレアなんて嬉うれしくもなんともねえや……」

　へへっ……腹筋……お前だけが俺の唯一の友達だよ……へへっ……照れんなって……。

「哀れだなァ。なんというか……本当に哀れだなァ」

　ふと腹筋と俺の二人きりだった世界に影が差した。見上げれば、学年はおろかこの学園でも類をみないほどの巨漢が一人。幅も高さもぶっちぎりの大男が立っていた。

「なんの用だよ、徳とく盛もり」

「おいどんだけじゃねえぞ」

　その背後からひょっこり顔を出すもう一人の男子生徒。

「ゲラゲラ大爆笑だよ総流クン！　本当に午前中ひたすら腹筋をしていたのかい！」

　こちらは朝も最高に爽さわやかな煽あおりをかましてくれた外道の策士。

　遠山徳盛巨漢と幸田和光イケメン。二人は言わば箱クラスの悪友だった。

「人様が腹痛に苦しんでいるっつーのに、別の意味で腹を抱えてこちらを指さす和かず光みつにはマジで処刑というか私刑が必要だと思うんだがその辺どうよ」

「食事の邪魔だァ、黙れ総流」

「なに勝手に飯食い始めてんだよお前はよォ！」

　ごぼうを生で齧かじる徳とく盛もりは俺の腹筋が痛もうが和かず光みつの腹が捩よじれようがどうでもいいらしかった。あとオンリー野菜。なんで生で食ってんだよ。

「で、何の用だって聞いてんだよ」

「何の用も何も、」

　俺の問いに答えようとした和光に続けるように徳盛が自身のでかい腹を叩たたいた。

「お昼でごわす！」

　気づけばもう昼休み。

　クラスメイトたちもお弁当広げたり、教室内の人数がまばらになっている。ごぼうを丸まる嚙かじりしていた徳盛はすでに飯の気分のようだし、仕方ないと割り切って俺も立ち上がる。

　前の席の荷物を背負い、悪友二人を追って廊下に出た。クソ、腹筋が痛ぇ。

「今日のガチャポイントってなんだっけか」

「とりあえず恒常開いて確認すればいいじゃない」

　食券を買うにも食券ガチャを回さなければならないこのクレイジーガチャデミア。

　毎朝必ひつ須すの時間割ガチャを除くと今日は何も回していなかった俺は、まだ本日のガチャポイントが何なのかを知らずにいた。

　携帯端末ＰＧＴを起動し、和光に言われたように〝恒常ガチャ〟を開くと、そこには。

【二〇二〇年五月一じゆう一いち日恒常ガチャ　本日のガチャポイントは「口座引き落とし」】

「あー、今日は現金だわ。口座引き落とし」

「リアルマネーかよ。……道理でなんか今日は屍しかばねが多いと……」

「屍って言ってやるなよ……」

　食堂に向かう廊下は絶望に倒れ伏す生徒たちの山で、死し屍し累々たる惨状だった。

「盛大にドブったんだろうなあ。可哀かわいそうにぃ……」

「和光、口元が歪ゆがんでるぞ」

　屍と化した生徒を見る和光の目が怖い。

　ちなみにこの学園では、どのようなガチャであってもＲレア以上のレアリティを引けない悲惨な結果をドブと呼ぶ。引いたものをすべてドブに捨てても惜しくない状態、というところに起因しているようだ。

　そうこうしている間に辿たどり着ついた学食前。

　徳盛が当たり前のように食券専用ガチャターミナルの前に立ち、キメ顔で言い放つ。

「ちょっと下ろしてくる」

「ＡＴＭ感覚かよ」

　とりあえず十連なんだなァ、と徳盛がターミナルに携帯端末ＰＧＴをかざし、ガチャを回した。

　十連って二千円なんだけど。

　十個かつ丼どんだったらどうすんだよ食えるのかよ。……お前ならいけそうだけども。

【遠とお山やま徳とく盛もり　食券十連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『ライス』

　　　ＵＣ『アイスコーヒー』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　ＵＣ『赤だし味み噌そ汁しる』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　　Ｃ『ライス』



「圧倒的ドブライス。味噌汁かけて猫まんまにする……のも無理があるね」

「もはや味噌汁がソース感覚にしかならねえ」

「待て総そう流りゆう、徳盛はもう一つソースを引いたじゃないか」

「山盛りライスのコーヒー＆味噌汁ダブルソースとか地獄めいてる」

　俺と和かず光みつが後ろで好き勝手言っていると、徳盛はきょとんとした顔で振り向いた。

「おかずはこれからだが？」

「噓うそだろお前」

【遠山徳盛　食券十連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『ライス』

　　　　Ｃ『野菜炒いため』

　　　ＵＣ『塩ラーメン』

　　　　Ｃ『ライス』

　　　ＳＲ『比ひ内ない地じ鶏どり玉子の焼きプリン』

　　　ＵＣ『かつ丼』

　　　　Ｃ『キャロットラペ』

　　　　Ｃ『シーフードサラダ』

　　　　Ｒ『山菜炊き込みご飯』

　　　ＵＣ『ミックスとじ定食』



　炭水化物のオンパレードすぎる。

「ちっ」

　悔しそうな徳盛の舌打ち。

「どうしたどうした」

「腹の足しにならないものが混ざった」

「もう向こう行って食ってろ」

「ああ、流石さすがに一食四千円以上はおいどんの財布に響く……！」

「その露骨に歪ゆがんだ顔やめろ。本当にドブった連中に申し訳ないだろ」

　二十枚の食券を握りしめて食堂へ入っていく徳とく盛もりを見送った。……っつか二十枚全部出すのかよあいつ。うち十枚ライスだぞ。

「んじゃ僕も引くかな」

「十連？」

「食堂のごはんは飲み物じゃない」

　食堂内へ向かったデブをナチュラルな微笑ほほえみと共に小バカにする外道。

【幸こう田だ和かず光みつ　食券単発ガチャ結果】


　　　ＳＲ『喫茶Ｍ＆Ｍ監修　ＢＬＴサンド』



　……なんの躊躇ためらいもなく一番うまそうなものを狙ねらい撃うちしやがって。

「はい、次どうぞ～」

「お前ほんと腹立つな、ほんとな」

【矢や内ない総そう流りゆう　食券単発ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『極上キャラメルマキアート』



「これはご飯ですか？」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総流クン！　悲しいなあ、お前の運というヤツは」

　こんなに最高レア連発出来るなんて噓うそみたいでしょ？　確率１％だよ？

　希少なものにことごとく価値があるわけじゃないんだな……本当に……。

「良かったら交換しませんか？」

　精神的なものからくる頭痛に、思わず額に片手を当てた俺の背後から、声。

　振り向けば、見覚えのある少女がすっと一枚の食券を取り出している。

　確か四月からのクラスメイトの一人だったはずだが、俺は殆ほとんど話したことがなかった。

「えっと、確かきみは──」

「あ、私の名前ですか？　私はですねっ」

　と、胸に手を当てて名乗ろうとする彼女に被かぶせるように和光の声が入る。

「こいつは霞かすみヶが浦うら華か恋れんだよ」

「お、おう」

　なんでわざわざ被せた。案の定、むすっとした表情で霞ヶ浦は唇を尖とがらせる。

「自己紹介取らなくてもいいじゃないですか！　うう……ご紹介に与あずかりました、霞ヶ浦華恋です。苗みよう字じ長いので、華恋でいいですよ」

　和光がなんで横よこ槍やり突っ込んだのかは謎なぞだが、そんなに自己紹介したかったのだろうか。

「んじゃ、まあ宜よろしく──華か恋れん、でいいのか？　ほい、マキアート」

「はい！　ありがとうございます！」

　にこやかに頷うなずく彼女の印象はなんだかぽわぽわとしていて、良心を感じるね。

　さらばだ名ばかりのＳＳＲスペシヤルスーパーレア商品よ。

　キャラメルマキアートを手渡し、代わりに一枚の食券をもらったところでふと気づく。

「華恋は和かず光みつとは知り合いだったの？」

「んー、まあ色々とね。関係として分かりやすいのは、そうだなあ」

「君主と参謀ですかね！」

　ん？

「まあ、一緒に何かを考えることが多いくらいかな。中学からの知り合いでさ」

「お、おう。参謀っていうのは」

「気にしなくていいよ」

　気にしなくていいと言われてもな……。

　ずり落ちそうな荷物を背負いなおしながら、なんの気なしに華恋を見る。

「参謀──いいですよね。はかりごとを持って参るというあの字がもう素晴らしいといいますか、ああいえ幕僚や文官も捨てがたいのですが、ここはやはり目指すべきは戦える軍師……ああ皆々様、私の薙刀なぎなた術に一片の衰えもありませぬ……」

　……おい和光。

「気にしなくていいよ」

「無理だよ！　あれスルー出来るほど俺の周囲は面白きことに満みち溢あふれてねえよ！」

　ツッコミついでに食券を地面に叩たたきつければ、そこに書かれていたのは。


　　　ＵＣ『兵糧丸』



「携帯食料!?」

「華恋は華恋で運が偏っていてね。将来の夢は魏ぎの丞じよう相しようらしい」

「三国志！」

　俺と和光の会話が聞こえていたのか、華恋は満面の笑みを湛たたえて、

「私のＵＲウルトラレアは『三国時代の再来』です！　絶対引きます！」

「引かれたら戦乱真まっ只ただ中なか！」

「武将として散れるなら本望じゃないですか。策謀を巡らせ、他国を叩たたき潰つぶし領土や資産を奪い合う。あの時代の直接的な戦いくさにある趣と風情。それを一身に味わえれば、私はそれだけで幸せです！　姓は霞かすみ、名は浦うら。字あざなは華恋。人中の武士もののふをどうぞ宜しく」

「濃すぎるんだよお前！」

　はうう、と頰ほおを赤らめて胸を押さえる仕草は確かに可愛かわいらしいが、口から飛び出すあれこれが物騒過ぎて絶句だよ。なんでこの学園こんなクレイジーなヤツだらけなの。

　誰だよこれに良心を感じるとか言ったの。──俺だよ。

　もしかしてさっき華か恋れんが自己紹介で残念そうにしてたのって、この名乗りを上げたかったからか？　勘弁してくれ。ツッコミが追い付かねえ。

「ま、三国志だの戦いくさだのに関連するワードさえ口にしなければ基本的には良いヤツだよ」

「なんでこんな濃いヤツを俺は知らなかったんだ」

「コイツがいつも飯いい倉くらとワンセットだからじゃない？」

「……ああ、道理で」

　納得した。高校で再会して早々やたらに当たりが強い元幼おさな馴な染じみ殿と、この子。そしてもう一人加えた女子三人が仲良しグループを形成していたことを思い出す。

　……って。

「い、飯倉と仲が良いから俺と絡んでないってどういうことかな和かず光みつくんよ」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　お前とあいつの不仲に僕らが気づかないとでも思ったのかい！　──まあ、決定的だったのは今日の席替えだけどね」

　和光はそのパスタみたいな髪を無駄に爽さわやかに搔かき上げた。

　不仲というか、一方的に嫌われてるだけだけども。

　和光はそのまま華恋に視線を投げて、

「で、華恋はその用事で総流に絡んだんだろう？」

　我に返ったらしい華恋が俺のことをずびしと指さした。

「そうです矢や内ないくん！　どうしてレナちゃんと仲悪いんですか矢内くん！」

「ぐいぐいくるな！　いや、なんでだろうな……心あたりはあるっちゃあるが」

　果てしなく自業自得な感じの心あたりが。

『強気になったり周りを突き放す感じになればいじめられなくなるんじゃね？　勉強とか運動であいつらを上回って見下せば？』

　小学校の頃のこれである。冷静に考えたら運動神経もそこそこで学力も高くない俺が見下されるのは当たり前でした、てへっ！　みたいな？

「そこまで嫌な子じゃないですよレナちゃん……」

　その辺のことを話したら華恋にじとっと湿った半眼で見られた。

「ゲラゲラ大爆笑だよ総流クン！　大方お前の無神経さで何かしら言ったから疎遠になったんじゃないのかい？」

「お前が俺の何を知ってるってんだよ和光う！」

「本人に聞いてみたんですけど……無神経に嫌なこと言われたって言ってましたよ？」

「お前は俺の何かを知っていたのか和光う！」

　え、噓うそでしょ……？　俺あいつになんか言ったの……？

　膝ひざから崩れ落ちる俺を見て、「ね、こいつ超面白いでしょう？」とか指さして笑う和光は後で徳とく盛もりにホットプレスさせるとして。

　冷静に脳内で記憶を検索してみると、心あたりはもう一件あった。

「その顔は心当たりのある顔だね」

「なんなの、エスパーなの？」

「いえ、誰でもわかると思いますよ矢や内ないくん……」

　マジか。そんなに顔には出ないはずなのに。

「ポーカーではイージーマークの矢内とカッコイイ二つ名まで付いたこの俺が……」

「それカモって意味ですけど」

「騙だまされてた!?」

　おのれ過去のポーカー仲間共！

「でもまあ、心当たりがあるなら話は簡単だね総そう流りゆう」

「そうですね、謝ってきましょう！」

「え、お、おう。え？　なんでお前らがそんなに積極的なの」

　なんか物もの凄すごいとんとん拍子に話を進められて困惑しかないんだけど。

「仲直りしたくないんですか？」

「あんな可愛かわいい幼おさな馴な染じみと険悪なままでいいのかい？」

　異口同音に二人は言う。

「や、そりゃ仲直りはしたいけども」

　心あたりがあるとはいえ、確信もないのに謝るのはちょいと不義理では。

　それに。

「挨あい拶さつすらシカトされるのに、話なんて聞いてくれねえよ。あいつ再会して以来、大好物のうどん食ってる時ですら俺を見ると死ぬほど苦い顔すんだぞ」

　行きつけのうどん屋で遭遇するたんびにあの顔される俺の身にもなってくれ。

　すると華か恋れんは和かず光みつと顔を見合わせてから、満面の笑みを浮かべて──俺の足元に片かた膝ひざを突いた。え、なんですう!?

「我が策を、貴君に献じたく思いまする」

「ええ……？」

　策って。策って何よ。なんで偶然食券売り場で絡んできただけの女の子の脳内で策なんて物騒なもんが出来上がっちゃってるんですかね？　……まさか。

　和光の方を見れば──案の定何かをやらかす時特有の歪ゆがんだ笑みを湛たたえていた。

　あ、これは間違いなく最初から仕組まれていましたね。

　そもそも華恋が昼休みに接触してきたところからヤツの手のひらの上かチクショウ。

「えー、策とやらはお断りします」

「まあまあそう言わずに」

「和かず光みつと何かを企たくらんでるやつの言うことなんか聞けると思いますぅ!?」

「いえ、むしろですね……」

　と、華か恋れんは和光の方を一いち瞥べつした。

「華恋は総そう流りゆうのことを過大評価していてね。まあ聞いてやってくれ」

「お前が俺を過小評価してるんじゃなくて？」

「僕はいたって等身大のお前を知ってるつもりだよ低レアコモン野郎」

「やんのかコルァ！」

「私は、矢や内ないくんならこれでレナちゃんと仲直りできると信じてますよ！」

　和光に飛びかかろうとした俺に、背後から華恋の声。つまりなんだ、華恋の策じゃ俺は飯いい倉くらと仲直りなんかできないと、和光は踏んでいるわけだな。

「もしこれで仲直りできたら、そうだね。十回はお前のためにガチャを引いてやろう」

「……大きく出たな、和光」

〝引きたいものが引ける〟あいつの極上の幸運を、十回も俺のために使えるなんてすばらしい条件なら。喜んで引き受けてやろうじゃねえか。

　しかもそれが、飯倉の親友が作った策での成否にかかってるなんて、勝ったも同然だろ。

「聞こうじゃねえか、華恋！　ヤツの鼻を明かしてやる！」

「はっ、あり難がたき幸せ！　あ、ちなみに今の設定では、矢内くんは成り上がる気も野心もない小国の明君で、私はそんな貴方あなたにもっと大きな成果を収めて欲しい軍師です」

「設定!?　ま、まあ、明君と言われて悪い気はしないな。賢い君主という意味だからな」

　俺が頷うなずくと、華恋は「それでは」と一呼吸入れて、可愛かわいらしく拳こぶしを掲げて言った。

「名付けて、レナちゃんと矢内くんに仲直りして貰もらおう作戦です！　さっそくですが、もし二人きりになることがあったら、すぐに謝ろうとせず軽く話から入りましょう」

「いや……まず二人きりになんてなってくれないし、なったとしても聞いてくれねえよ」

　しかし華恋は食い下がる。

「運次第ですよ、そこは。で、まずはニヒルに『二人きりに、なっちまったな』」

「本当にそれでいいの!?」

「いいんです。で、多分レナちゃんのことですから、嚙かみついてくると思います。そうしたら、『この状況は誰のせいでもないんだからそう怒ってくれるなよ』」

「……まあ、二人きりになっちまったなら仕方ないか」

「さすがのレナちゃんもそう言われたら窮すると思います。あの子、基本的にいい子なので。そうなったら『俺が悪かった』とバシっと言うわけですよ差し込むわけですよ」

「おお……！」

「酷ひどいこと言われたっていうのも多分、誤解が重なった結果だと思うので。『本当は違ったんだ』と正直に言いましょう。そして、あの頃の幼おさな馴な染じみという関係が良かったことをきちんと伝えましょう。悪意なんてなかったんでしょう？」

「なんか色々見透かされてる感じはするが、ありがとうな……。実際、その通りだ」

　ちょっと華か恋れんを見直した。最初はぽわぽわした良心的な女の子と見せかけての温厚な過激派武装勢力としか思ってなかったが。

「それだけ言えば、きっとレナちゃんもひとまず怒りを収めてくれると思います。そうしたら、お菓子タイムにでも誘ってあげればいいじゃないですか」

　こんな感じに。

　と華恋はおそらく恒常ガチャで引いたであろう饅まん頭じゆうをつまみながら笑った。

「なるほど、ようしやってやるぜ！」

「期限は──そうだな、明日の放課後までだ。いいね」

「丸一日あるなら問題ねえ！」

　意気込んだは良いものの。

　あいつらが何を考えて俺と飯いい倉くらを仲直りさせようとしているのか、そしてそもそも俺がどういう態度で飯倉に向き合えばいいのか。それを分からないまま、筋が通らねえ状態のまま乗せられて突貫したことを、このあと後悔することになる。

「ここまでは順調だね」

　突っ走る俺の後方で和かず光みつの声が聞こえた気がした。





　†　†






　ジャージに着替えて園庭のど真ん中。着替えさせた荷物と共にボケっと突っ立っている俺のほかにも、同じ授業を受ける連中がそこかしこにたむろしている。

　翌日。俺の六時間目は体育の授業だった。そう、翌日である。時の流れは残酷だ。結局、ことここに至るまでの間に一度も飯倉とまともに会話できるタイミングに恵まれなかった。

　席、隣なのに。

『お、おはよう！』

『……は？』

『ひぇ』

　朝の挨あい拶さつがあんな空気になるとは。入学早々を思い出してしまって話が続けられなかった。ついでに授業も一つも被かぶってなくて、以降まともにあいつに声をかけられていない。

「はーい、じゃあ二人組作って準備運動ー」

　教師の号令で、準備体操のペアが作られ始める。いわゆる『二人組を作ってー』というところなのだが、この学園では当然、ペアの相手もガチャで決まる。

　みな思い思いに回しているが、結構な確率で制服姿の生徒が「授業中なのにー」とぼやきながら体操を始めていた。引いた相手がこの授業を受けているとは限らないクソ仕様だ。

　──ん？　なんか、単発ガチャが虹にじ色演出したんですけど。

　ちょっとまって。人を呼ぶ単発ガチャで、虹色ＳＳＲ確定演出？

【矢や内ない総そう流りゆう　体育二人組単発ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『飯いい倉くらレナ』



「げっ」

「それこっちの台詞せりふなんだけど」

　視線で人が殺せるなら俺が五人くらい殺害されていたレベルの鋭い眼光。気づけば背後に立っていた彼女は、一年三箱目唯一のＳＳＲスペシヤルスーパーレア──飯倉レナ。巷ちまたでは運がなさすぎてドブ姫なんて呼ばれてる、しかし他のスペックが他たの追随を許さない学年のアイドル的存在。

　が、なんか制服の上からエプロンと三角巾装備でこちらを睨にらんでいた。

　……家庭科の授業中でいらっしゃいましたか。

「また矢内がドブ姫引いてるよ」

「俺にもＳＳＲエスエスレア女子と密着する権利をよこせ」

「あいつ殺せばその運は血と一緒に浴びれるんじゃ」

　などなど、周囲から羨せん望ぼうと怨えん嗟さの声が聞こえる。

　その羨うらやましがる声は大変気分が良いんだが、目の前の少女のフラストレーションの溜たまり具合を見るに俺はそんな余裕をぶっこいているヒマはなさそうだった。

　悪態を隠そうともせずに軽く伸びをする彼女に、まあ、一応。

「あー、なんか悪い」

「べっつに。あたしがドブって一番引きたくない矢内を引くことだって多いんだし。いいからさっさと終わらせて帰らせてくれる？」

「あ、はい」

　取り付く島も言葉を挟む隙すきもなかった。

　いや、待てよ。ここは、絶好の機会なのではなかろうか。確かに、周囲に人はいる。

　全員が準備運動中でこちらを見てなどいない状況だ。

　荷物も気づいたら俺の背中から消えているし、飯倉は逃げる様子もない。

　これは華か恋れんからの指令をこなす最後のチャンスなのでは!?

　焦りすぎと言うなかれ、試してみないことには分からないものもある。

　よし、思い出せ、華恋の言葉を。まずは、そう。

「二人きりに……なっちまったな」

「いや生徒わんさか居るけど」

「この状況は誰のせいでもないんだからそう怒ってくれるなよ」

「違うけど。あんたがあたしを引いたからだけど」

「俺が悪かった」

「そうだよね。どう考えてもそうだよね」

　ん？　あれ？　なんかおかしくない？　ええっと、次は。

『なので、『本当は違ったんだ』と正直に言いましょう。そして、あの頃の幼おさな馴な染じみという関係が良かったことをきちんと伝えましょう。悪意なんてなかったんでしょう？』

　そう、本当は違ったんだ。あの頃が良かったんだ。邪よこしまな想おもいなんてないんだ。

「本当は、違ったんだよ」

「は？　え、なにガチャ結果でもバグったの？」

「幼い頃のお前が良かったんだ」

「なに言ってんの!?」

「邪な想いなんてなかったんだ！」

　よし、言い切った！　その瞬間待っていたのは、眼前に迫った石ころだった。

「知ったことかあ！」

「うおおおおおおおおおおおおお!?」

　ものすごい速度で投げてますね!?　なんですか一体！

　石ころ以外にも、ちり紙、一円玉、ビニール袋、苔こけ、シュガースティック、輪ゴム、寿す司し弁当とかに入ってる緑のアレ、食パン買ったときに付いてる留め具みたいなアレ、新品の靴下留めてるちっちゃいアレ、って名前知らないもん多すぎるだろ！

　どこから出てきてるんですかねこの虚むなしさにワビサビすら感じる諸もろ々もろは。

　見れば飯いい倉くらの手元には携帯端末ＰＧＴ。ちらりと見えた画面には、

【飯倉レナ　恒常十連ガチャ結果】

　……噓うそでしょ。今の全部恒常から出てきたの？　なんだこの悲しい十連は。この世のものなら何でも出るんだぞ恒常ガチャ。

「避よけんな！　この期に及んでさらに距離を取りたくなる発言とかどんだけだ！」

　顔を赤くしてぽいぽいぽいぽいドブ十連を投げつけてくる飯倉レナ氏。通称ドブ姫。

　あの、攻撃方法それでいいんですか。

　ちり紙くらいならまあ、今ぺちって当たりましたけども。

「人の！　過去で！　性癖暴露とか！　何がしたいんだ！」

「せ、性癖!?　え、いや、何がしたいってそりゃ、あやま──」

　あ、なんか小石掠かすって頰ほおに……

「血が」

「過ちがしたいの!?　もう無理、なんだこの幼馴染！」

「あれ、なんか勘違いされてる!?」

「どこからが勘違いなのか聞くのも嫌なんだけど！」

「いや、だから、えっと、なんだっけ」

　華か恋れん、俺こんな事態想定してない。

　いや、頑張れ俺、華恋の言葉を思い出せ、そうだ！

『それだけ言えば、きっとレナちゃんもひとまず怒りを収めてくれると思います。そうしたら、お菓子タイムにでも誘ってあげればいいじゃないですか』

　まだ全然溜りゆう飲いん下がってないっぽいし顔真っ赤だけど背に腹は代えられねえ！

「そう、お前を！」

「あたしを、なに！」

「おかしたい──」

「もぉやだあああああああああああ！」

　ぽいぽいぽいぽいぽいぽいぽーい！

　最後まで言わせてくれない感じで被かぶせてきた飯いい倉くらの声。

　ちょっと待て、何かがおかしい。何かがおかしいんだ！

　俺はただちょっと、もっかい仲良くなろうよって言いたいだけだったのに！

　どうしようかと思った俺の脳内会議。

　冷静だったらもっと違う答えも出たんだろうが、今の俺はおかしかった。

　キレられてはいるけど、シカトはされてないんだから素直に言えばいいんじゃないか。

　その発想ついでに、俺は叫んだ。

「飯倉！」

「なに！」

「ごめん！」

「は!?」

「また仲良くしてください！」

「絶ッッッッッ対嫌！」





　†　†






「ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　そらそうなるわ！　キミはなんて期待を裏切らない男なんだ！　予想を裏切り期待に応こたえる！　面白いことの基本だね！　素晴らしいよ！」

「言われたことを忠実にやったはずなんですー！」

「いやはや、今日も総流のお蔭かげで最高の一日になったよ！」

「矢や内ないくん、ひょっとしてバカですか」

「言わないでください」

　底てい月げつ学園からの帰り道。見事に作戦を失敗した俺は、背中に夕日と散々な罵ば倒とうを受けながら、とぼとぼと並木の綺き麗れいな学園街道を歩んでいた。

　横には煽あおるように拍手喝かつ采さいのクソ外道。正面に回りこんできたのは、じとっとした目を向けてくる三国志バカ。背中の荷物の重さもあって、俺は肩を落とした。

　飯いい倉くらから明確な拒絶を食らったのが思いのほかこたえたようだ。

「レナちゃん、『あのロリコンほんとキモい』って言ってましたよ」

「ロリコン!?　なんで俺がロリコンに!?」

「幼い頃が良かった、過ちがしたい、犯したい、などなど変態的な発言の数々をレナちゃんから聞き及んでいますが何か」

「誤解だ！　全部誤解なんだ！」

　信じてくれえ！　と華か恋れんや隣の和かず光みつに目をやれば。

「総そう流りゆうは回りくどい発言や格好つけた発言が多いからね。誤解されるのは当たり前だよ」

「まあ、私は幸こう田だくんから色々聞いていますからロリコンは撤回しましょう」

「そうか、信じてくれたか。……ちょい。華恋さん、色々ってなに」

「え、矢や内ないくんはただ幼い頃の思い出を拗こじらせたタイプの変態──」

「和光くぅうううううううん!?」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総流クン！　なんて面白いくぺっ!?」

　首を勢いよく百八十度回しておいた。

「違うんだ華恋。俺は幼おさな馴な染じみマイスターなどでは決してない」

「じゃあ幼馴染ミニスターですか？」

「幼馴染大臣ミニスター!?」

　と、華恋と押し問答していると、ずるずると麵めんか何かをすする音と、のしのしと重圧感ある足音が背後から聞こえてきた。

「お、徳とく盛もりか。来たね」

「うむ。すまんな、少し遅れた」

　首を押さえながら、待っていたよとばかりに和光が手を挙げる。つゆまで綺麗に飲み干したラーメンどんぶりをカバンの中に仕し舞まって、徳盛は俺たちに並んで歩きだした。

「帰り一緒の仲間が増えるのは良いけどよ、待ち合わせでもしてたのか？」

　徳盛にしろ華恋にしろ、帰りを共にするのは殆ほとんど初めてと言っていい。

　華恋は今日の作戦があったからまだ分かるが、徳盛は部活があるはず。

「うむ、部長が体育館使用権抽選に負けてな。今日は自由参加の外練習だったのだが……和光に呼びつけられたのでサボった」

「和光に？」

　どういうことかと目をやれば、和光は軽く俺の視線を流して並木通りの横道を指した。

「ちょっと寄り道していい？」

「そりゃまあ断る理由はないが」

　早く帰らないといけないわけでもなし。

　てくてくと脇道にそれていく。一年になって早々、ガチャ特区の殆ほとんどは男三人で練り歩いたと言っていい。もう殆ど、どこに何があるのかは網羅済みだ。

　その上で考えるとこっちの広い二車線道路には、和かず光みつが反応しそうな面白いものなんて空き地ガチャくらいしかなかった気がするけれど。

　と、華か恋れんが俺を──正確には俺の背中を見て、

「そうそう。今のうちにみらいちゃんにも起きて貰もらっていいですか？」

「ん？　ああ、分かった」

　ずるり。

　抱きつくような形でずっと背負われていた荷物の腕を動かすと、それはどろどろとアスファルトの地面にへたり込み。自身がよりどころを失なくしたことに気づいた荷物はゆっくりと顔をあげた。……よだれが垂れていたのでこしこしハンカチで拭ふいてやる。

「……んぇ？」

「はいおはよう。華恋が用事だって」

「んぅー……眠いよお兄ちゃん……」

　元荷物はそう言うとうだうだ言いながらも寝ぼけ眼まなこをこすってよたよた歩き始めた。

「なんで当たり前のように毎日ずっと背負ってるんだろう総流こいつ」

「一応、妹だし。普通だろ」

　前を歩く和光が奇妙なものを見るような目で俺を見てきたが、それはともかく。

　だらけきった姿を隠そうともしない彼女は……うん、俺の妹です。一応。一応妹。

　一応妹、という言い方にはきちんと意味がある。別に妹が恥ずかしいわけではない。何なら存在的に恥ずかしいのは俺のほうって何を言わせるんだ和光のクソ野郎。

「おはようございます、みらいちゃん」

「あい……ごよーけんは」

「一緒に帰りましょう！」

「うぇーい」

　朗らかに笑う華恋と妹──みらいのやり取り。飯いい倉くらを加えれば仲良し三人娘の出来上がりか。間近で仲良くしているのを見るのは初めてだな。俺が背負ってると飯倉も華恋も寄り付かないからなんだが。はは、悲しくなってきた。

「飯倉も呼んでるのか？」

「呼んでませんよ。レナちゃん、今日は運の鍛錬があるって言ってたので」

　仲良しグループの一人だけ仲間はずれはどうかと思ったんだが──なんか今おかしなこと言ってなかったか？　運の鍛錬？

「んで、わざわざみらいまで起こして何をする気なんだよ」

「そうだね、そろそろ話そうか」

　和かず光みつが足を止めたのは、案の定空き地ガチャの前だった。

　底てい月げつ学園の園庭くらい広い、ラグビーが出来そうなほどの規模の空き地。道路に面した箇所にぽつんと、食券専用ガチャや時間割専用ガチャと同型のターミナルが置いてある。

　空き地ガチャ──一度回すのに大量のポイントを使うこの空き地ガチャは、ガチャ特区の不人気名所の一つだ。ガチャを引いた翌日に限り、この場所に〝ガチャで引いたイベント会場が現れる〟というこれまた奇怪なガチャ。たった一日だけ、しかも何に変わるかもわからないものに誰がポイントを使うこともなく。

　研究資料の一つとして特区が残しているその場所で、和光は何をしようというのか。

　車の一つも通らない静かな夕暮れの中、和光は仰々しく両手を広げて言い放った。

「ではここに、ドキドキ飯いい倉くら大作戦の作戦開始を宣言する！」

　最高に不穏なセリフだった。

「ど、ドキドキ飯倉大作戦？　え、まだやんの？」

「やらなくてもいいけど、そうすると飯倉のお前に対する心象は、嫌いな上にロリコンの変態まで追加だぜ？　それでもいいの？」

　ぐぅの音も出なかった。

「で、まあ華か恋れんと僕だけじゃ限界を感じたからね。メンバーを二人増やすことにしたよ！」

　ば、と和光が腕を向けた先には、どこからともなく二杯目のラーメンを取り出して食べ始めている徳とく盛もりと、華恋に寄りかかってうつらうつらしているみらいの姿。

「何の作戦か知らねえが物もの凄すごい役に立たなそう！」

「そんなことはない」

　静かに首を振る和光が華恋にアイコンタクトすると。

「みらいちゃんの成績は学年十じゆう一いち位。箱クラスにも三人といないＳＲスーパーレア判定を受けた得え難がたいスペックの人材です！　遠とお山やまくんは代えの利かないその体格と、冷静な性格。そして電子工学にも造ぞう詣けいが深いという、これまた得難い人材です！」

「そういうことだよ」

「だからなんだよ！　何をする気なのドキドキ飯倉大作戦！」

　イカれたメンバーのご紹介ありがとう。でも肝心のドキドキ飯倉大作戦とやらが分からない以上、二人のスペックとやらがどれだけ重要なのかなんて分かったもんじゃなかった。

「そりゃあドキドキ飯倉大作戦なんだから」

「レナちゃんと総そう流りゆうくんの仲直りを応援する作戦ですよ」

「何がお前らをそこまで突き動かすんだ……」

　俺は頭を抱えた。

　別に俺と飯いい倉くらの仲がどうなろうと、二人には関係ないだろうに。特に和かず光みつ。

「私はこの作戦を通して、レナちゃんに元気になって貰もらいたいなって。外では活発で悪戯いたずらっ子こなのに学園だとピリピリしてて、その原因はやっぱり矢や内ないくんなのかなって！」

「活発……？　悪戯っ子……？」

　俺の知ってる飯倉ではないのでは。いやもう既に割と学園に居る飯倉さんも俺の知る幼おさな馴な染じみとは乖かい離りが激しいんだけども。

「なるほどなるほど、活発で悪戯っ子」

「なんでメモってんだよ」

「素の自分を出せないって、特にレナちゃんみたいな子には苦しいんじゃないかと思ってて。だから、その。矢内くん、頑張って！」

「いや頑張れって言われてもな」

「よし、これでドキドキ飯倉大作戦の策が仕上がりそうだ」

「本当ですか!!　是非この霞かすみヶが浦うら華か恋れんに先陣を!!」

「仕上げんな！　切るな切るな！」

　とはいったものの。和光がただの友情程度で引き受けるはずがない。

「華恋は事情があるとして、だ。俺と飯倉のことにお前が執心する動機はあるのかよ」

　まっすぐ、和光を見据えた。するとこいつは華恋と目配せを交わして。

　夕日を背に、朗々と語り始めた。

「今週末の球技大会のためさ。種目や出場メンバーが当日にガチャで決まる以上、どんな事態にも対応する必要がある。だというのに、仲が悪いなんていうのは良くないだろう？　……お前らだけなんだぜ？　うちの箱クラスで不仲晒さらしてんの」

「──噓うそでしょ？　え、マジで？」

「噓じゃないよ。……で、だ。球技大会で優勝した箱クラスにはＵＲウルトラレア優待ガチャのチケットが配布される。ＵＲを引ける確率が少しでも上がるならやるしかないだろう？」

　キメ顔で和光はそう言った。

　でも、ＵＲ優待チケット欲しさそんな理由で俺と飯倉を仲直りさせよう──なんていうのは。

　この享楽主義者の動機としては弱すぎる。なんか怪しいな。

「ってなわけでドキドキ飯倉大作戦その第一弾！」

　言うが早いか和光は自身の携帯端末ＰＧＴを空き地のターミナルに翳かざした。

【幸こう田だ和光　空き地単発ガチャ結果】


　　　ＳＲ『神社（納涼）』



「さあ、明日は盆踊り大会だ！」

　笑顔でサムズアップする和光に、俺は盛大にツッコんだ。

「五月！」



















「以上でホームルームを終了する。皆も知っているだろうが今日は納涼盆踊り大会だ。ハメを外し過ぎないようにな。この箱クラスの生徒が何かをやらかすと、担任の私が罰則ガチャを引かなきゃならなくなる。そんなのは御免だ。では解散！」

　そう言って漆うるし原はら教諭は教室をあとにした。

「ヒャッハー！　祭りと言えば賭と博ばくだ！　場所確保してカジノ屋台出そうぜ！」

「カジノも良いが……空き地ガチャを引いたのは幸こう田だなんだろ？　ここは俺たち三箱目が、全部の屋台を巡ってショバ代をいただくべきじゃねえか？」

「いえ、ここは冷静にくじ引きや射的屋台を出すべきよ。当たるとは言ってない」

　そしてうちの箱クラスはどいつもこいつもどうしようもないな！

　と、ぼんやりクラスメイトたちを眺めていると。中央でがやがや賑にぎわう生徒たちの間を抜けて、全すべての元凶が俺の席にやってきた。

「ふむ、今日も今日とて最高の一日になりそうだね。大変良いことだ」

「なんで昨日引いたばっかの盆踊り大会が周知の事実みたいな扱いなんですかね……」

「この特区の住民は、学生非学生問わずイベント好きだらけだからさ！」

「もうやだこの学校。……それで、俺はどうすりゃいいんだよ」

「ああ、作戦の話かい？　それは──」

　和かず光みつはそこで言葉を切って、俺の隣の席に目を向けた。

　雰囲気がいつもと違うお隣さんは顔を真っ赤にしてぷるぷる震えている。

「──いや、僕もここまで彼女が今日のイベントを楽しみにしているとは思わなかったから少し悩んでいる。想像の斜め上を行ってくれるヤツはみんな素晴らしいね！」

「言ってる場合か」

「予定を変更して、華か恋れんと矢や内ない妹、徳とく盛もりとみんなで会場まで行こうじゃないか。少し待っていよう。本当なら飯いい倉くらは華恋が一人で連れてくる予定だったんだけど」

　あれじゃあなあ、と俺のお隣さんを指して和光は肩を竦すくめた。

　ほどなくして身支度を終えた華恋が合流する。というか、件くだんのお隣さんに声をかけた。

「やっぱり楽しみだったんですね！　授業も全部、浴衣で受けるなんて！」

「うるさあああぁああぁあい！　か、華恋が相応の格好で来いって言うからっ、なのになんで自分はふっつーに制服なの!?　めちゃめちゃ注目の的だったんだけど！　あたし！」

「流石さすがに浴衣登校はちょっと私にはハードルが……」

「あたしが悪いの!?　あたしが悪いの!?　……ははっ、今日も安定してついてない……」

　肩を落とし、どんよりとした空気を漂わせる浴衣装備の飯倉さん。涼やかな水色の浴衣は大変似合ってらっしゃるのだけど……ていうかよく学園側が了承したなこの格好。

「れなちぃのことだし、制服ガチャでドブって浴衣とでも思われたんじゃない？」

「起きたかお荷物」

「失礼なー」

　髪がべちゃっと金色のペンキぶちまけたみたいになっていた前の席から、むくりと起き上がった我が妹。……制服ガチャなんてありましたっけ。

「さて、じゃあ羞しゆう恥ちに悶もだえる飯いい倉くらのためにも、華か恋れんと矢や内ない妹はさっさと着替えてきちゃってよ。その間に徳とく盛もりも学食から帰ってくるだろうし、そしたら神社に向かおうじゃないか」

「おー。れなちぃ、いこー」

「おのれ幸こう田だ、言いたい放題言ってくれる……！」

　拳こぶしを握りしめて威嚇する飯倉さん。怖い。

　てゆか俺ビビり過ぎじゃない？　頑張れ総そう流りゆうくん。負けるな総流くん。
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　ぴーひゃら祭まつり囃ばや子しが鳴り響き、あちこちに連なる提ちよう灯ちんの明かりで境内を彩った空き地ガチャ（即席神社納涼仕様）。日没間際のこの時間ですでに結構な賑にぎわいを見せていて、昨日の今日だというのに特区に住む人々の無駄なバイタリティには感心させられる。

「さて、じゃあそれぞれ好き勝手にお祭りを楽しもうじゃないか！　今日も今日とて、最高の一日にしよう！」

　神社の入り口である石造りの階段を前にして、和かず光みつはそう言い放つや否や颯さつ爽そうと飛び出していった。迷うことなく盆踊り勢をかき分け祭り櫓やぐらの上へ登りつめ、キレッキレのドラムビートを刻み始めた。和わ太だい鼓こ叩たたけよ。

　っつかドラムなんてどこから持ってきたんだ。櫓にガチャターミナルでもあったのか。

　和光のご機嫌なリズムに合わせ、無駄にロックな盆踊りを始めた踊り子さんたち。

　あんたらノリいいなと思ったら、いつの間にか華恋が混ざっていた。

　徳盛は屋台という屋台を巡るつもりなのか、既にやきそばを啜すすりながら綿菓子とリンゴ飴あめを嚥えん下かしつつたこ焼き屋台に並んでいるし、みらいは来賓テントで寝始めていた。

　全員行動が早はえぇよ行動が。やりたい放題だな。

　気づけば神社の入り口でぼうっとしているのは俺と飯倉だけ。

　横に目をやれば、飯倉は学校でのことがよほど恥ずかしかったのか、未いまだに頰ほおが赤い。

「あー……飯倉」

「なに？」

　若干普段よりも鋭さはないものの、相変わらず敵意の籠こもった瞳ひとみ。

　これを誘えと？　難易度高いっすね和光さん。

『何も恋人になれとかデートしろっつってんじゃないんだよ』

『お前のことを不愉快に思わないくらいになればいいんだ。聞いたところ飯倉はイベント大好きだし、それは今日はしゃぎすぎて浴衣で来ちゃった、なノリからも窺うかがえる』

『その大好きな催しに自然に付き添えればいいんだ。簡単だろ？』

　祭りに来る道中、和かず光みつに言われたことを思い返す。

　簡単だろ、じゃねえよマジで。

「よ、よかったら行きません？」

「は？　なんで矢や内ないと一緒に動く前提なの」

「ほら、その、みらいは寝てるし華か恋れんはスタイリッシュ盆踊り中だし」

「……あたし一人で回るより、あんたと二人のが楽しいとでも？」

「この特区に限っては、俺より面白いことを頻発出来るヤツはそう居ないね！」

　……不本意だけどな。

　飯いい倉くらはしばらく黙っていたが、鬱うつ陶とうしそうに俺を見上げて。

「しょーがないなぁ……」

　ものっそい面倒臭そうに一歩を踏み出した。

「一人で祭りを回るよりは少しだけマシってだけで、あたし矢内のこと嫌いだからね」

「あの、それは──」

　どうしてなんですかね、と聞くよりも早く。

「で、どこから回るの？」

　被かぶせるように飯倉の言葉が重なって、嫌われている原因は聞きそびれてしまった。

　っていうか、昨日の体育の時のことも謝らないとなあ。

　なんか、詫わびの品でも用意できれば話も切り出しやすいんだけど。

　そうでなきゃ、筋が通らないし。

「あー……おなかの具合は？」

「そこそこ」

　浴衣姿の飯倉と連れ立って境内へ。雑多な人ひと混ごみ具合だが、この程度なら許容範囲だ。

　上京直後の某魔境駅に比べればどうってことない。

　じゃあひとまず焼きそばにでもするか、ということで合意して。

　イケイケなドラムビートを背に二人で焼きそば屋台へ回る。

「いらっしゃいでごわす！」

「なんでだよ!!」

　焼きそば焼いてるのが徳とく盛もりだった。無駄に手際が良い。

「お前さっきまで屋台巡ってたよな!?」

「祭りが終わったら余った食材を全すべてくれるというのでな。ヘルプを受けたまでよ」

「まあいいや、二つくれ」

　一人で二つ食えるくらいには腹減ってるけど、流石さすがに飯倉に一つ渡して俺が二つ焼きそば食うのもあれだし。

「うむ、おいどんの取り分がまた二つ減った」

「嫌な言い方するなあ！」

　焼きそばパックを二つ、名残惜しそうな目で徳とく盛もりは手渡してきた。

　俺がパック三つ注文しなくて良かったな徳盛。

「総そう流りゆう！　頑張れよ！」

　これはつまり、ドキドキ飯いい倉くら大作戦とやらに対する激励だよな。

「なんで徳盛までノリノリなんだ」

　肩を落としつつ、飯倉に片方のパックを手渡す。

「なんの話？」

「いや、まあ、色々」

　焼きそば分の代金を受け取りつつ（ナチュラルに奢おごろうとしたら「彼氏でも気取ってんの？　死ねば？」という罵ば倒とうと共に五百円玉を投とう擲てきされた）、境内の空いている休憩所にまでやってきて白いパックを開くと。

「なにこれ」

　飯倉の焼きそばには紅ショウガで「凶」と書かれていた。

　徳盛の焼きそば屋台を振り返れば、暖の簾れんには「焼きそば占い」。どないやねん。

「まあ、いつものことだけど。……矢や内ないは？」

　聞かれて恐る恐るパックを開く。でかでかと紅ショウガで書かれた文字。

『大凶！　１／１０００！』

「うるせえ！　喜ぶとでも思ったか！」

　思わず焼きそばを地面に叩たたきつけそうになって、飯倉に止められた。

「落ち着け！　矢内！　ステイ！」

「あ、ああ、さんきゅー」

　べちゃ。

「……つかぬことをお聞きしますが飯倉さん。俺の手、両手でつかんでますよね」

「……」

「貴女あなたの持ってた焼きそばは──」

　俺がすべてを言い終わるよりも先に、彼女は地面にまき散らされた焼きそばをいそいそとパックに片付け始めた。

「……凶、か。うん、その通り。あたしってほんと凶」

「あ、あー。良かったら半分食べません？　割りばしは無事でしょう？」

　すさまじいどんよりオーラを感じて、慌てて俺もしゃがんで手伝い始める。

　しかし随分と手際が良い。こういうことに慣れて……あっ。これ言っちゃいけないヤツ。

「割りばしは無事だけど。……いいの？」

「実はそんなにおなか空すいてない」

「……そ。じゃあちょっとだけ。これから屋台全部回るし」

「全部!?」

「祭りの醍だい醐ご味みだろ！」

　ふっ、と挑発交じりの微笑ほほえみを浮かべて。

　飯いい倉くらはさっさと落ちた焼きそばを回収すると、俺の手元の大凶焼きそばから鮮やかな箸はし捌さばきで一片程度をつるりと啜すすって、そのまま嬉き々きとして近くの屋台へ向かっていった。

　手元に残った焼きそばの、彼女の食べた分だけ欠けた文字に目を落とす。と。

『大凶１０００！』

「すげえ不幸みたいになってる！」

　リンゴ飴あめの屋台に並んだ飯倉が、小バカにしたように俺を見て笑っていた。
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「ふぅ、あとは射的だけだ！」

「本当に全部回ったよおい……」

　神社に入って一時間ほど。ドラムを叩たたいていた和かず光みつがいつの間にかターンテーブル二台とＤＪミキサーを取り出してご機嫌に音源をスクラッチし出していたり、焼きそばが売り切れた徳とく盛もりが狩猟ゲームのドラゴンばりに咆ほう哮こうしていたり、華か恋れんが知らんおっさんと全力で殺た陣てをやり出していたり、みらいは寝返りを打ったりとやりたい放題だったのだが、俺と飯倉はと言えば屋台の全制覇をあと一つで達成できるところまでやってきていた。

「射的、か」

「ん？　どうかした？」

「べっつに」

　飯倉はそのまま店主にお代を払ってコルク銃を構えた。

　その姿がやけに様になっている。

「なんか似合うな……」

「一通りのスポーツは基礎出来てるからね」

　狩猟でもやったことあるんですか貴女あなた。

　体育の授業は見てるから運動が出来るのは知ってたけど、まさかそこまでだったとは。

「じゃ、お嬢ちゃん。三発までな」

「はい」

　おっちゃんの言葉に頷うなずいた飯倉は銃にコルクを詰め、一つ呼吸を入れて引き金を引いた。

　ぺすっ。

「……あれ？」

　不発。調子が悪いのかと飯いい倉くらが銃を持ち直すと。

「ちなみにこのコルク、まともに撃てないものも混ざってるから。合わせて三発ね」

「この店も運ゲーかよぉ！」

　思わず突っ込む俺の隣で、飯倉は諦あきらめたように適当なコルクを充じゆう塡てんし、

　ぺすっ。ぺすっ。

「……す、すげえ。三発とも不発だなんて。完全不発は二十個に一個だよ!?」

「おっちゃん、感動してる場合と違う。え、完全不発以外にもまだなんか変な弾たまあるの」

「いっぱいあるよ！」

　嫌なサムズアップだった。

　さて、明らかに自らの不幸を受け入れて沈んでいる飯倉さんに、問いかける。

「銃口の向きからして、欲しかったのはアレか？」

「へぁ!?　は、ハニーハンター・ブーなんかほしくないし！　欲しかったのは隣の、えーっと、ファミゲーだし！」

　さて、屋台の景品的には目玉賞品っぽいものが二つあった。

　一つはクマのぬいぐるみ。みらいが持ってるウサギのぬいぐるみの仲間だってことは知ってるが……ハニーハンター・ブーっていうのか。眼帯が渋いな。

　で、もう一つはプレイホーム５。略してプレーム。最新型の据え置きゲームハードだ。

　なおファミゲーは俺たちが生まれる前にあった古いレトロゲーム機である。

「あれプレーム５だけど」

「あ、うん、間違えただけ間違えただけ」

「そうか」

　基本的にこういった射的で狙ねらうべきは上辺の真ん中だ。三発も余裕があるのなら、左右の隅を打って崩してからでもいい。

「おっちゃん、俺もやる。銃は変な小細工してねえよな？」

「ああ、コルクだけだ。毎度」

　銃を受け取って、コルクをチョイスする。あからさまに彩色されたものや、見るからに穴が開いていて飛ばなそうなもの、斜めに削れているものと様々なコルクがあるが……無難そうなものを選んだ。一見、変な小細工はされていない。

「自分の欲しいもの取れば？」

「それでもいいんだけど、飯倉あれ欲しいんだろ？」

「だから彼氏でも気取ってんのかっての。やめろそういうの」

「あー……まあ、そう言わずにちょっと狙わせてくれよ。頼む」

「……なに、人にプレゼントとかするの好きなの」

「そういうことじゃねえけど、そう見える？」

「べっつに」

　引き金を、引く。ぽーん、と軽い音がして、まっすぐ飛んだコルク弾だまは。

　しかし途中で失速してぺと、っと地面に落ちた。

「フォークボール引いたかー」

「フォークボールとかあんの!?　コルクに!?」

　もう一発だ。今度は、なんか逆にあからさまに青色で塗られた弾を取る。

　ぽーん、と軽い音がして、うまくプレーム５の上辺に当たった。……が、倒れない。

「固定……してるわけじゃなさそうだな」

「このガチャ特区で、イカサマをするヤツはそうそういないよ」

「なるほど、見上げた幸運至上主義精神だ」

　ラスト！

　やはり露骨なものほどまともなようだ。今度はこの赤いコルクをチョイスするぜ！

　と、ちょんちょんと腰を突つつく感触。振り返れば飯いい倉くらが。

「……矢や内ない、構えるならもうちょい腰落とす」

「いえっさー。……悪いね」

「マムだろ。……まあ、さっきの言い方はよくなかったから」

「いえすまむ！　ちゃんと落としてやるぜ！　プレーム５！」

「……あー。うん、そだね」

　フォーム修正を加えて、狙ねらうはプレーム５のパッケージ……その上辺。

　ぽん、と結構良い音がして、狙いにまっすぐ突き進み──なんかスライダー宜よろしく斜め下に軌道を変えた。そのままハニーハンター・ブーの右手に当たり……ぐらり、と体勢を崩したブーがぽて、と地面に転がり落ちた。

　おっちゃんに「持っていきな、おめでとう」と爽さわやかな笑顔で渡されたものの。

　俺が、というか飯倉が欲しかったのはプレーム５なんだが……。また要らない幸運か。

「や、やった──こほん。惜しかったわね、矢内くん」

「誰だよその口く調ちよう。……と、すまん。結局取れなかったわ」

「要らない幸運を引く、っていうのが矢内だしね。いいよいいよ。あとあんたがぬいぐるみ持っててもちょっとアレだからあたしが貰もらってあげようか」

　微妙に励まされつつ、飯倉と連れ立って射的屋をあとにした。

　……あの、飯倉さん。なんか手がくいくいと手招きでもするように動いてるんですが。

「え、これ欲しいの？」

「べっつに」












「ひょっとしてこっちが本命だったり？」

「そんなわけないし」

「だよな。みらいが好きなぬいぐるみと同じシリーズだし、あいつにあげようっと」

「──待ちなさい」

　ぐい、と腕を摑つかまれた。

　やたら飯いい倉くらの目が真剣で……見つめ返していると、あきらめたように嘆息した。

「その……あたしが悪かったから！　あ、あたしもそのシリーズ好きなの。みらいと仲良くなったのもそれ関係からだから！　……譲ってください」

「え、あ、そうなん？」

「そうなんです」

「……そういうことならまあ。もともとプレーム５をあげようと思ってやったことだし。お前がこのクマで喜ぶんなら、それに越したことはないから」

　一抱えほどあるクマを飯倉に手渡す。一瞬めちゃめちゃ目が煌きらめいたのは黙っておこう。

「……ありがと」

　小さく、か細くもはっきりと聞こえたその声に、つい俺も嬉うれしくなってしまった。

　結果的にクマを当てられて良かった良かった。

「さっきさ。いいから狙ねらわせてくれ、って言ったじゃん。プレーム５は当てられなかったけど、結果的にお前の欲しいものを渡せたから、ちょっと聞いて欲しい」

「ん、なに？」

　だいぶ険のとれた飯いい倉くらの声。

「なんかこう、詫わびのしるしというか。あの時は、悪かったな」

　華か恋れんの作戦が悪かったとは言わないが。あれは俺がやらかしたわけだが。

　体育の二人組ガチャ、あの一件では飯倉に結構な迷惑をかけたのは間違いない。

　すまんかった、と頭を下げて、しばらく。

　恐る恐る顔をあげると。

「……」

「泣いてらっしゃる!?」

「ばっ、泣いてない！　泣いてない！」

　ごしごしと浴衣の袖そでで目をこすり、飯倉はクマの頭に顔を埋うずめて。

「あたしが、どれだけ傷ついたと思ってるんだよ」

「え!?　や、す、すみません」

「本当に……本当に……」

　そこまで傷つけてしまっていたとは。……や、ほんとすまん。

　確かにセクハラって言われてもおかしくない所業だったと……。

「最近、妙に絡んできてたと思ったら……そっか……」

「ちょ、お前本当に大丈夫か？　目、真っ赤だけど」

「大丈夫だから！　……もう、大丈夫」

「お、おう」

　うん、もう大丈夫。と自分に言い聞かせるように飯倉はそう言って。

「……みんなと合流しよっか」

「そう、だな。もうそろそろ連中もやることやっただろうし」

　みらいあたりはどうせ寝てるだろうが。

　まあでも、なんだ。

　ちらりと隣に目をやると。

「どうしたの？」

　……なんだかものっそい丸くなったというか、刺とげが消えたというか。

　これもしかして、ドキドキ飯倉大作戦、早くも大成功？



















「そうか……今日はそういう日か……」

　朝。男子トイレの入り口に仕掛けられたラプチャーを見て、俺の心は憂鬱だった。

　正式名称ランダムポップガチャターミナル。特区のさまざまな場所に勝手にガチャを作る機械。玄関に置かれると自宅引くまで帰れなくなる玄関ガチャ、教室前に置かれると教室引くまで出席できない教室ガチャに変貌するこれは、学園では迷惑の代名詞であった。

　そして、トイレの前にあるということは、つまり。そういうことで。

「チクショウやってやらあオッラーン！」

　携帯端末ＰＧＴをかざす。今日のガチャポイントとか確認してなかったが尿意が限界だ。

【矢や内ない総そう流りゆう　男子トイレ単発ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『大草原』



　だ、大草原？

　フリーズしていてもしょうがないので、恐る恐る男子トイレの扉を開く。

　開いた瞬間、かんかんと照らす太陽と広がる青空。生命の息吹とも言えるこの爽そう快かい感。

「お、おお……え、いいの、こんな開放感あふれるところでトイレしていいの？」

　心地のいいマイナスイオン。地平線まで広がる緑の大地。

　迫りくるヌーの群れ。

　俺は静かに大自然の中にポツンとあった男子トイレの入り口に戻り、そっと扉を閉めた。どどどどど、と吊つり橋ばしを駆けた時のような地響きがまだ足元に感触として残っている。

　底てい月げつ学園の廊下に戻ってきた俺は叫んだ。

「出来るかああああああああ！」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総流クン！　今日も今日とて楽しそうで何よりだよ！」

　始業ぎりぎりになってやってきた和かず光みつが、目の端に涙をためながら俺を笑っていた。

　それを見て日常に帰ってきたと一瞬でも思ってしまった自分が悔しくてしょうがない。

「いつものこととは言え、お前の運ってなんなの。ネタに困らなくて羨うらやましい限りだ」

「欲しいものをドンピシャで当てるお前に羨まれても嫌いや味みにしか感じねえな」

「本当に羨ましいと思ってるんだぜ？　これでも」

　恒常ガチャでは筋トレやダイエットグッズしか引けない癖に己の欲望通り飯を貪むさぼる徳とく盛もりと、類たぐい稀まれな豪運によってすべてを思い通りに動かす和光。俺からすれば二人の方が羨ましいが、トラブル大好きお祭り大好きな和光にとっちゃ、本気で俺の運回りが欲しいらしい。

　と、そこで和光はそっと口元に手をやると。

「ところでその運、うまく解消したいとは思わないのかい？」

　そんな提案をしてきた。そりゃ出来るならどうにかしたいけども。

「出来るのか？」

「そうだね、まずは飯いい倉くらにポエムを書く」

「なるほど、ポエムを書く」

　メモをしようとしたところで色々おかしいことに気が付いて胸倉をつかんだ。

「おかしいね？」

「心の声を表に出すのは大事だよ？」

　和かず光みつはゲラゲラ笑いながら和光は目じりにたまった涙を拭ふいて、

「いやあ、作戦実行中でもないのにこんなに面白いと、良い意味で先が思いやられるよ」

　と、まるで何事もなかったかのように話を戻した。

「なら少し手加減してくれ」

「そうもいかないんだよね。ちょっと止めたい事案があって、ドキドキ飯いい倉くら大作戦と絡めて一石二鳥というかなんというか。簡単に言うと徳とく盛もりがやばい」

　トイレから教室は目の前だ。和光と共に教室前まで戻ってくるのに、ものの数秒も必要ない。その数秒の間に、不穏さは数倍に増したけれども。

　教室内はわいわいとした喧けん騒そうに包まれていた。

　っつかそのやばい徳盛いねえじゃん。

　思い思いの仲間と集まり、競馬の予想をする者、麻雀まーじやんを打つ者、ポーカーをやる者、様々な遊びに興じているクラスメイトたちが……って賭かけ事ばっかじゃねえかお前ら。

「で、次のドキドキ飯倉大作戦って具体的に何をやるんだ」

　なんか割と、飯倉のあたりは優しくなったんだけど。

「んー？　簡単に言えば飯倉の本性に働きかける策だ。……もう少し付き合って貰もらうよ」

　先に教室内に入った和光が、気だるげな雰囲気で振り返る。

「……本性ってーと、小動物的でおとなしくて可愛かわいい、みたいな？」

「れなちゃんじゅっさいの話はしてないよ矢や内ない拗こじらせ総そう流りゆう。活発で悪戯いたずらっ子こなほうだ」

「ナチュラルに傷つくから拗らせとか言うなマジで」

　にや、と口元を歪ゆがませて。和光はツッコミが追い付かない状況に立ち尽くしていた俺の肩を叩たたいてから、颯さつ爽そうと教壇に上っていく。

「さあ、今日も気張って、最高の一日にしようじゃないか。パーティの幕開けだ」

　……パーティ？

　俺がその意味を咀そ嚼しやくするよりも早く、和光は手を叩いてクラス中の注目を集めた。

「はいはい注目してくれ諸君クラスメイツ。さもないとお前らの大事なものをガチャで引くぞー」

　なんてひどい脅しを。

　ざわつく教室は一瞬にして鎮圧された。暴君だ。

「はい、みんなが静かになるまでに、僕は三人分の大事なものを引いてしまいました」

「独裁教師かよお前は！」

　三人が誰のことか分からず疑心暗鬼になるクラスメイトたち。そりゃまあそうだよな、和かず光みつなんかに大事なものを引かれたら何されるか分からねえ。

「こ、これが圧政者というモノなのですね！　憎むべきは腐敗した官軍、おのれ幸こう田だ和光、生かしてはおけません！　そうでしょう御大将！」

「誰が御大将だ誰が。いいからそのガチャで引いたとおぼしき薙刀なぎなたしまってくれる？」

　ぽんと肩を叩たたかれて振り向けば、救国の意志を瞳ひとみに宿して暴君を睨にらむ華か恋れんが居た。

「球技大会も二日後に迫った今日なんだけど、ちょっとまずいことになった。今日のガチャポイントが何の日か知ってる人はいるかな？」

　くるりと周囲を見渡し、誰も手を挙げないのを見て和光は嘆息すると。

「意識の低さが嘆かれるね。これは見せしめが必要だ。朝ごはんまだだったし」

【幸田和光　恒常単発ガチャ結果】


　　　ＵＣ『赤あか荻おぎ翔しよう太たが貰もらった彼女のお手製弁当』



　暴君の手元に現れる、可愛かわいらしい包みに入った弁当箱。ただの恒常ガチャだっていうのに、見事食べ物を引いたな……。

　一方、血相を変えたのは近くにいた男子の赤荻くん。今日の犠牲者だ。

「や、やめてくれ許してくれ！」

「じゃあ今日のガチャポイントは？」

「し、知らない……」

「そうか、さようならいただきます」

「愛まな華かの弁当おおおおおぉおお！」

　鬼だ……鬼が居る……。

「まったく、一日の始まりにガチャポイントが何かくらい把握しておこうよ。この学園に通う者として、恥ずかしくないのかい？」

　あいつ数日前、学食行く前に「今日のガチャポイントなんだっけー」とかなんとか言いながら爆死したヤツ嘲あざ笑わらってたよな……。

「うは、見てよ総そう流りゆう！　こののり弁ハート型なんだけど！」

「俺までお前の悪の片棒担いでるみたいになるから会話に混ぜるのやめてくれる!?」

「もぐもぐ……え？　お前が『赤荻に彼女いるから潰つぶそうぜ』って言ったんじゃん」

「言ってねえ！」

「矢や内ない……お前、お前ええええ！」

「違うから落ち着け赤荻くん！」

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃに顔を歪ゆがめた赤荻くんが俺に飛びかかってこようとして、隣に居た華恋が持っていた薙刀で叩たたき潰つぶした。

「はああああ！」

「くぺっ!?」

「華か恋れんさん!?　何をしてらっしゃるの!?」

「お怪け我がはありませんでしたか、軍師！」

「赤あか荻おぎくんが大惨事だよ！」

　そして俺は御大将なのか軍師なのかはっきりしてくれ。

　地面に倒れ伏した赤荻くんの顔に、そっとティッシュをかけておく。南無。

「ナチュラルにひどいねお兄ちゃん」

「起きてたのかよ。……ちなみにみらい、今日のポイントがなんなのか分かる？」

「分かるは分かるけど」

「ちょっと女の子には答えづらいですね……」

　問いかけても、俺の近くに居る二人の女子は曖あい昧まいに微笑ほほえむばかり。

　……そういえば、いつも華恋とみらいと一緒に居るはずの飯いい倉くらはどこだ？

「おはよ」

「おう、おはよう──」

　とん、と背中を叩たたく手のひらの感触。

　反射で挨あい拶さつを返した、その相手は。

「ちょっとまだ眠いね。みんな何してんの？」

「え、あ、いや」

　振り返れば、特に睨にらむでもなく不快そうな表情でもなく、フラットに接してくる一人の少女・飯倉レナ。……なに、この、すげえ自然な。……夢？

「うわあ……お兄ちゃんフリーズしてる」

「もうこれやっぱり作戦成功なんじゃないですかね」

　か、和かず光みつ。俺はどうすればいいんだ。

　普通に仲良くしていていいのか。それが許されるなら有あり難がたいんだが。

　と、俺がきょろきょろしていると改めて教壇の和光と目が合った。

「ふむ。……まあ総そう流りゆうのことは置いといて。さて、遅刻ギリギリでやってきたドブ姫は答えられるかな!?　今日のガチャポイントはなーんだ！」

　女の子には答えづらい、らしい問題をよく飯倉に振るなあいつは。

　和光から名指しを受けた飯倉はしかし、特に嫌がるでもなくさらりと言った。

「カロリー」

　……カロリー。え、カロリー消費してガチャ回すの今日!?

　和光の方を見れば、我が意を得たりと頷うなずいて。

「そう、カロリーだ。ガチャを回せば回すほどカロリーが消費される」

「で、それが何なわけ？　あとドブ姫言うな」

　胡乱うろんな視線を向ける飯倉。

　なんでこんなことを、とでも言いたげな彼女の雰囲気に、しかし和かず光みつは動じない。

「みんなこれからちゃんとガチャポイントには気を配っていこうな！　さて、カロリーが消費されるということは、あの存在感が失われるということだ！　明後日の球技大会の種目が分からない以上、あの替えの利かない肉体を持つあいつの存在は必要不可欠だ……そのアドバンテージが、一人の男の我わが儘ままによってなくなるとしたらどう思う？」

　一人の男の我儘？

　と、隣に居た華か恋れんが手を挙げた。

「一人の男っていうのは」

「この土壇場でただ一人、クラスのことを考えず瘦やせたいなどと願う不届き者だ」

　え、さっきの和光の〝徳とく盛もりがやばい〟発言といい、まさか瘦そう身しん願望の持ち主は。

「ＵＲウルトラレアを引ける可能性がぐっと近づくこの球技大会！　それを、あいつの我儘で潰つぶしていいはずがないだろう！　にも拘かかわらず、ヤツは一人で恒常ガチャを回し続けている！　それが許されるだろうか、いいや許される訳がない！」

　教壇バァン！

「僕は我慢ならない。ヤツ一人のせいで、三十九人が可能性を奪われる。きみたちの中にも、ＵＲを引きたくてこの学園に来た人間は居るだろう！　赤あか荻おぎ！　きみのＵＲは何だ！」

「ハーレムの合法化です！」

　飛び起きた赤荻くんが言い放つ。お前彼女いんのにそんなこと考えてんのかよ。

「青海おうみ！　きみはどうだ！」

「札束で大人を跪ひざまずかせる億万長者です！」

「萌もえ黄ぎ野の！　お前の望みはなんだ！」

「どんな法律違反も私だけ許される世界よ！」

「みんなのＵＲがよく分かった！　こんな崇高な願いを、ヤツの減量なんぞに付き合って潰されるなど言語道断！」

　こいつらの望みの方が言語道断では。

「このクラスがＵＲ優待ガチャチケットを獲得するために！　我々は遠とお山やま徳盛という男を止めなければならない！　そうだろう!?」

「そうだそうだ！　僕らの切なる願いを潰されてたまるか！」

「ああ、こんな淡い想おもいすら踏みにじられるなんて、あんまりだ！」

「そうよ、小学校の頃からの夢を、こんなところで諦あきらめられないわ！」

　クラスの想いが一つになっていく。なんだか熱のこもった一体感を感じる。

　もうちょっと、さっき発言したヤツ等のＵＲに思うところがあっても良いと思うんだけど、男女問わず特に不快に感じた様子はないようで。

「マジでこの箱ってクズしかいないな。球技大会で汚名返上とか無理だよ漆うるし原はら教諭」

　そういえばその教諭はどうしているんだろう、と周りを見渡してもその姿は見えない。

「先生なら職員会議中にお酒飲んで学園長にお説教されてるらしいよ」

「クズ教師かよ」

「自販機でお酒しか引けなかったんだって」

「もうやだこの学校」

　不ふ憫びんなのか何なのかよく分からない教諭の話はおいといて。朗々と演説をかます和かず光みつに目を戻せば、いつの間にか生徒の殆ほとんどを掌しよう握あくして、周囲からリーダー呼ばわりされていた。

　そしてそれを計算通りだと考えているであろうあのあくどい顔。

「それで、どうするんだリーダー！」

「ああ、強制アップデートの使用を考えている」

「強制アップデート？」

「簡単に言えば生徒がガチャを弄いじれる権利さ。今回使うのは箱クラスアップデート。クラスのメンバーの八割以上に承認を貰もらえれば行使できる、ランクは低いが手早いアップデートだ」

　和光は説明を嬉き々きとしてしながら、作戦を語る。

「いいか諸君。ヤツは、食べ物を粗末には出来ない男だ。出てきた食べ物は全すべて己の胃に入るべきだと考えている。なにせＵＲウルトラレアが『満腹という概念の抹消』というくらいだからな。そこで、強制アプデを使って今日の恒常ガチャを全て食券ガチャに変える」












　ひでえ。

「カロリーがどれだけ消費されようと、出された飯は全すべて食う以上……食券しか出てこなくなったら徳とく盛もりは間違いなく今日のガチャダイエットを諦あきらめる！」

　おお！　すげえ！　間違いねえ！　とどよめく群衆。

　歓声に対し鷹おう揚ように頷うなずくと。和かず光みつは言い放った。

「総意は決した！　これより我々一年三箱目は、強制アプデの使用を宣言する！」

　おおおお！　と鬨ときの声こえ。そして携帯端末ＰＧＴに「強制アップデートの使用を許可しますか？」というポップアップメッセージ。こうしてクラスのメンバーの承認を確認するらしい。

「どう思うよ華か恋れん」

「わが軍は一致団結せり！　討つべきは遠とお山やま徳盛！　戦いの義は、我らにあり！」

　あ、ダメだこの子は。そして討つな。あと間違いなく俺らに義は無ねぇよ。あるとすりゃ欺ぎ瞞まんの欺だよ。詐欺に等しいよ。

「……みらい、どうする」

「ＵＲが近づくんだったら、とーやまの犠牲もやむなし。承認っ」

「俺の周りってなんで自分の為ためなら人を犠牲にしても良い精神のヤツばっかなの……」

「あたしまで一緒にしないでくれる？」

　じと目で俺を見上げる少女が一人。

　そうか、そうだよな。お前が居た。心優しい俺の幼おさな馴な染じみは──

「おかしいな。お前の携帯端末ＰＧＴの画面、おもっくそ〝承認〟って文字が躍ってるんだが」

「だって……面白そうなんだもん……」

　──本当に昔と性格全然違ちげぇえええ！　っつか頰ほお染めんな！　唇尖とがらすな！

　ていうか結局お前ら全員クズじゃねえか！　面白そうだから参戦とか余計質たち悪いわ！

　徳盛が不ふ憫びんだと思わないのか！

　頭を抱える俺のもとに、ひょっこりやってきたのは全ての元凶。

「どうした、総そう流りゆう。低レアの分際で友情でも絆ほだされたのか？　いいから早く承認してよ」

「なんでお前そんな物語の黒幕みたいなキャラしてんの。俺は殺さつ戮りく機械か何かなの。そしてなんでこの流れでお前の要求が通ると思ってんの？」

「いや、僕の要求というか、むしろ総流は承認したくなると思うんだけどねえ」

「は？　お前、俺と徳盛の友情舐なめんなよ？」

「徳盛さあ、瘦やせたらあいつ絶対イケメンだよね」

　よし承認っと。

「で、このあとどうすんの？」

「哀れな徳盛の様子を見に行くよ。そのメンツだけど……」

　和光は俺を含めぐるりとメンバーを見渡した。

　と、さらりとみらいが手を挙げる。

「わたしは眠いからパスでー。あとで色々聞かせてね」

「あ、じゃあ私がみらいちゃん見てますから、矢や内ないくんは行っていいですよ。凄すごい行きたそうな顔してますし」

「まあ和かず光みつが来るなっつっても行くな、俺は」

「だろうね。もともと総そう流りゆうには来てもらうつもりだったよ。で、あとは」

　飯いい倉くらがぴくっ、と反応した。

　和光が俺に目配せする。……誘えと？　分かったよもう。

「……行く？」

「い、いや、べっつに、遠とお山やまとそんなに仲良くもないし……」

「……そうか。なら仕方ねえな。じゃあ俺と和光だけで」

「──待ちなさい」

　腕を摑つかまれた。なんかデジャヴ。めっちゃ輝かしい瞳ひとみは可愛かわいいけど。

「……やっぱり面白そうだから行く。行かせてください」

　マジですか。

「よしよしじゃあこの三人で行くとしよう！　さあ、徳とく盛もりのイケメンを阻止するぞー！」

　上機嫌の和光の音頭で、俺と飯倉は廊下に飛び出した。

　……これ、本当にドキドキ飯倉大作戦とやらに関係あるんだろうな？

　ちらりと悪友の方を見ても、そのあくどいにやけ面からは推測ができない。

　……まあ、徳盛で遊ぶのは面白いから、いっか！




「こーだ＆お兄ちゃんが仲良すぎて嫉しつ妬としそうだよー」

「あそこの男子三人も入学からずっと仲良しですからね。私たちと一緒ですよ！」

「……れなちぃ、楽しめるといいなー」

「それもきっと大丈夫ですよ！　レナちゃん、今日はとっても楽しそうですし！」





　†　†






　徳盛は朝のホームルームに出席することもなく、朝から一人学食に来ていたようだった。

「おほおおおお！　久々にこんなにガチャを回すことが出来るというのは、快感だなァ！　ガチャって楽しいなァ！　ガチャガチャガチャガチャ！」

　……すでにぶっ壊れていた。ついでに、なんか、心なしかすでに瘦やせてない？

「ちっ、遅すぎたか……」

「完全に言動が悪役だよ和光」

「……てゆか、凄すごい量のダイエットグッズとかサプリが地面に散らかってるんだけど」

　徳とく盛もりのガチャ運もやたら偏ってんだよな。世界があいつに瘦やせろと言っているようなあの感じ。筋トレグッズとかそういうのばっか出やがる。そんな様子を学食の外から三人で眺めつつ、メンテに入るのを待っていた。和かず光みつが携帯端末ＰＧＴを開いて時間をチェックする。

「そろそろサーバーメンテナンスに入るはずだけど……どうだろうね」

「早くしろよ漆うるし原はら教諭……！」

「いや、職員サーバーは意思決定までしか関与しない。サーバーメンテナンスをひいこらやってるのは下請けの生徒会運営チームだろうさ」

「早くしろよ生徒会運営チーム……！　徳盛にまでイケメンになられたら、本格的に立場がなくなる。『あの三人って仲良いけど、一人だけ残念だよねぷーくすくす』みたいな！」

「心配しなくても既に『なんでイケメンＳＲスーパーレアの幸こう田だくんはあんなのとつるんでるんですか』とは聞かれてるから安心しなよ」

「あんたらさあ……」

　呆あきれたようなソプラノ。うるせえ、美男美女には分からねえ悩みだよ！

　と、徳盛の指が止まった。生徒会運営チームの介入があったみたいだな。よしよし。

「んむっ!?　メンテ……何な故ぜこのようなときに……」

　和光のハンドサインに合わせて、決して不審に思われないように自然に学食へ突入する。

「よう徳盛！　朝のホームルームも出ないで何してんだ？」

「あいや、おいどんは別にさぼろうなんて考えていたわけではないぞ。……珍しい組み合わせだなァ。総そう流りゆうと和光に、飯いい倉くらか。……ほう？」

「あ、あたしはほら。三人が次の授業さぼらないか？　監督？　みたいな？」

「ふむ」

　徳盛はそれで得心がいったようで小さく顎あごを引くと。

「飯倉は意外とやらかすヤツだと華か恋れんから聞いている。そこにお祭り野郎が二人揃そろっているとなると……貴様ら、何をするつもりだァ？」

　相変わらず察しの良いヤツだ。

　や、やらかすヤツ……と一人でへこんでる女子一名はまあおいとくとして。

　俺と和光は笑顔で沈黙を貫く。だってもうやらかした後だしな。あとは食券に変わったガチャを見る徳盛のリアクションを楽しみに来ただけで。

　徳盛はしばらく疑わしげな視線を向けていたが、それも諦あきらめたようだった。

「お前らが何を企たくらんでいるか知らんが、まあいいだろう。おいどんには関係ない」

　そう言いながら、ダイエットサプリを口にする徳盛。

　別にこれ食えば瘦せるって訳じゃねえぞ。

「何か言いたそうだな、総流」

「え、あ、いや。よくもまあダイエット商品引くなあって」

「ふっ。今日に限っては望んで引いている」

　いい笑顔の徳とく盛もり。そういえば、普段は「どーせ瘦やせられないから諦あきらめて大好きな飯に全力投球するんだァ」って夢見心地で言ってたな。

　そう考えると今日は自分がほしいものを引けているのか。羨うらやましいことだ。

「そんな顔をするな。欲望に正直になれ。それはつまり、他を忘れるということだ。そうすれば、ガチャは応こたえてくれる」

「ほんとかよ」

「無論！」

　ふんぬっ！　と胸を張った徳盛。欲望に素直、ねえ。

　その言葉だけは妙に俺の胸に刺ささった。

　頷うなずいた徳盛の瞳ひとみはしかし、携帯端末ＰＧＴに映る画面を見た瞬間漫画みたいに飛び出した。

「ごわすぅ!?　メンテが明けたと思ったら、恒常ガチャに食券しか実装されていない！」

　驚きよう愕がくに表情を歪ゆがめる徳盛。その肩をぽんと叩たたく和かず光みつ。

「さあ、一緒に踊ろうぜ？」

「幸こう田だって悪魔だよね」

「飯いい倉くらはくれぐれもターゲットにされないようにな」












「遠い目しないでよ怖いから……」

　まあでも、今回のターゲットは俺じゃない。

「せ、背に腹は代えられぬ、仕方ない、回すでごわすうううぅぅぅぅ──！」

【遠とお山やま徳とく盛もり　恒常十連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『食券：ライス』

　　　　Ｃ『食券：バゲット』

　　　ＵＣ『食券：味み噌そ煮に込こみうどん』

　　　ＵＣ『食券：かつ丼どん』

　　　　Ｃ『食券：だし醬じよう油ゆ』

　　　　Ｃ『食券：ライス』

　　　　Ｃ『食券：ライス』

　　　ＵＣ『食券：ソーキそば』

　　　ＵＣ『食券：赤だし味み噌そ汁しる』

　　　　Ｒ『食券：ジェラート』



「これさ、十連一回につき消費するカロリーは幾らなんだ？」

「千キロカロリーだよ。十連七回で体重一キログラム分の消費、ってさっきクラスの女の子が必死で計算してた」

「それならまず間違いなく摂取カロリーの方が多いね」

【遠山徳盛　恒常十連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『食券：コンソメスープ』

　　　　Ｒ『食券：みかんゼリー』

　　　ＵＣ『食券：アイスコーヒー』

　　　　Ｃ『食券：ライス』

　　　ＵＣ『食券：チンジャオロース』

　　　ＳＲ『食券：山盛りポテト食べ放題』

　　　　Ｃ『食券：ライス』

　　　ＵＣ『食券：メロンソーダ』

　　　　Ｃ『食券：つけ麵めん』

　　　ＵＣ『食券：エビフライ定食』



　あいつとうとう食べ放題とか引いちゃったぞこのタイミングで。

「一時的に瘦やせようと、その分のご飯を食べれば元の木もく阿あ弥みよ……ククク……」

「幸こう田だはなんでそんな最終的に負けそうな黒幕ムーブなの」

【遠山徳盛　恒常十連ガチャ結果】

【遠山徳盛　恒常十連ガチャ結果】

【遠とお山やま徳とく盛もり　恒常十連ガチャ結果】

「おいおいおいおい」

「待て待て待て待て」

　和かず光みつと顔を見合わせた。ガチャが止まらねえぞ？　なんかみるみる瘦やせてってるぞ？

「と、徳盛？　お前、食券ガチャでこんなことをやり続けていいのか？」

「おいどんはここで瘦せるのでごわす！　おいどんはここで瘦せるのでごわす！」

「血ち眼まなこになってるぞ！　おい和光！　話が違う！」

「ば、ばかな……」

「だからなんでさっきっからやられ役みたいな台詞せりふしか吐けねえんだよお前はよぉ!!」

　おいバカ瘦せんな徳盛。既になんかちょっとかっこいい顔面が見え隠れしてるからおいお前のほっぺたはたゆんたゆんぐらいがちょうどいいんだよ落ち着けマジで。

「な？　もういいだろ？　お前のアイデンティティが崩壊するぞ？」

　既にだいぶ細くなってしまった肩をぽんと叩たたく。すると徳盛はゆらりと立ち上がって、振り向きざまにやたら渋カッコいい顔のまま、語りだした。

「『瘦せたらイケメンなんじゃない？』『圧迫感がなければなあ』『きっと瘦せたら彼女できるよっ』『もったいない気がするなあ、きみの体型』」

「え、な、なに」

「この歳としになるまで、おいどんが女子から言われた言葉の数々。それも、フラれる時に。おいどんは……おいどんは、その全すべてを記憶しているのでごわす」

「やめろその語り、クライマックスの主人公みてえなポーズなのに内容が虚むなしすぎる」

「悔しかった、悲しかった、辛つらかった……けれど、おいどんは食物に愛を捧ささげた身」

「食物に愛を捧げた身」

「ただただ愛をこの身に宿そうと、そうして食べて太ってきた、だが！　──気づいたのだ。食物は胃に入れたその時こそ喜んでくれるが、蓄えても何の意味もないのだと！」

　学食のテーブルバァン！

「食べるのは好きだ大好きだ！　だけどもおいどんは、瘦せることによって食欲も性欲も制覇することにこそ注力すべきだと思ったのでごわす！」

「良い顔で最低なこと言いだしたぞ」

「食べれば太る、当たり前だ！　だが今日に限ってはその楔くさびから解き放たれる！　なれば今日だけ、今日だけは耐え忍び、デブから足を洗って一から真っ当な人生を歩もうと」

「デブを勝手に罪人扱いすんじゃねえよ。お前そんなコンプレックス持ってたのかよ」

「な、お、お前、お前はまさか！」

　何かに気付いたらしい和光が叫んだ。しかしまあ完全にちゃちい黒幕である。震える指で徳盛を差して、まさかそんなとのたまいながら食券の一枚を握り占めた。

「くっ……これは僕のミスだっ……！　僕は、誤ったっ……！」

「なにがだよ」

　和かず光みつの背後からひょっこり顔を覗のぞかせる。ふつうの食券にしか見えないが。

『Ｃ　ライス　有効期限五月十じゆう一いち日～五月十七日』

　あ。

「あいつの目的ははっきりした、今のあいつにとって、食券ガチャかどうかなんて関係ないんだ……あいつが握りしめているのは全部食券！　間違っても食料なんかじゃない！　そうである以上、いつ使っても構わないんだ……！」

　してやられた！　と『食券：ライス』を地面に叩たたきつける和光。

　すると、汗だくでガチャを回す徳とく盛もりがにやりと笑った。

「総そう流りゆうにしろ、おいどんにしろ。和光よ、お前の思い通りにおいどんたちが動いたことが、今まで一度でもあったかァ？」

「……ないね。ほんと、やってくれる。──だから面白い！」

　面白いじゃねえよ。なんでこんなバトル漫画みたいなノリになってんだ。

　しかし、まずい。このままじゃ徳盛のダイエットが大成功してしまう。

「おい和光！　何か方法はねえのかよ！」

　振り向いても和光は小声でぶつぶつと何かを呟つぶやいている。聞こえねえよ。

「これはこれで面白いし作戦変更だ。飯いい倉くらはちょっとヒントやれば気づくだろうし……」

「和光？」

　何かぶつぶつ言っていた和光に再度問いかけると、わざとらしいくらいに悔しそうな顔で近くのテーブルを拳こぶしで叩き、ヤツは言った。

「あー、く、悔しいが、食券が食料そのものでない以上、ヤツの食欲を刺激することはできない！　ならどうすればいいだろう。ああ、どうすればいいんだろうなあ……！」

　クソ、和光でも想像つかねえのか。なんかちらちら俺と飯倉に目を向けているのが気になるが……。なら、もう、希望があるとすれば……！

「換えちゃえばいいじゃん」

　俺と和光の間に、天使が舞い降りた。邪か堕が付くけど。周囲にばらまかれた食券を回収していた飯倉は、和光に負けず劣らずの悪役面を引っ提げて食券を扇のように振るう。

「換えちゃえばいいってどういうことだよ」

「遠とお山やまの前に食事の形でサーブしちゃえばいい。食券を交換するだけの簡単な仕事だろ？」

「お前天才かよォ！」

「は？　べっつに。ふつうでしょ？」

　照れんな照れんな。

「ふっ、計画通げふんげふん。わーこれがＳＳＲエスエスレアの真骨頂かー。よし飯倉、指揮権をお前に預ける！　総そう流りゆうを存分に使って、徳とく盛もりのダイエットを阻止するんだ！」

　ノリノリで飯いい倉くらを指差す和かず光みつ。確かにあいつの発案ならそのまま任せてしまった方が。

　指名された飯倉はなんか目をそらしたまま、前髪を弄いじって呟つぶやいた。

「しょーがないなあ。そこまで言うなら？　まあ？　ちょっとした悪戯いたずらくらいの気持ちで？　やってあげなくもないというか？」

「マジか！　やったぜ頼むぞ飯倉！　まずはどうする！」

「とりあえず食券の交換からでしょ。目の前に配はい膳ぜんしてしまえば食べるっていうのならそうするしかない。あとは一応迎撃のフォローに──」

　指折り数え嬉き々きとして作戦を並べ始める飯倉さん。

「うっわ想像以上にちょっろ。マジか、作戦半分くらい要らなかったじゃん」

　和光がなんか言ったような気がしたが、今は関係ない。よし。

「サンキュー飯倉！　おい和光、そうと決まったら食券を交換しに行くぞ」

「うん、もちろんだ。いいねいいね、いつもお前らは本当に想定の斜め上を行く！」

「え、なにが？」

「わかってないならいいさ！　楽しくて仕方ないよ！」

　喜悦を滲にじませて並走する和光と共に、今も大量の食券を周囲に発現させている徳盛に近づき、そのありったけの食券を握りしめて受付に走る。

「すみまっせーん！」

「あらあらまあまあ可愛かわいらしい坊やが来たのね」

「おっふ、相変わらず濃い職場だなあ！」

　厨ちゆう房ぼうに到着。オカマバーかと見み紛まがうような食堂のおばちゃん（？）の濃さにやられて一瞬気け圧おされたが、しかし化粧濃いなほんと。厨房で匂においとか混じらないのか。

「匂い管理は万全よ。それでえ、坊ちゃんは何が欲しいの？」

「出たよオカマサイコメトリー。あ、これを全部」

「まあ欲しがりさんねえ！」

　助けて。

　と、隣に現れるは飯倉。彼女は食券窓口に数々の食券を突如並べ始めた。

「あら、バランちゃんも来たの？」

「食券ガチャでバランしか引けないからってそのあだ名やめて貰もらえます!?」

　バラン……って寿す司し弁当とかの緑のアレか！　あー思い出した思い出したはいはい。

　あーすっきりした。

　……え？

　食券ガチャでバランしか引けないのこの子？　噓うそでしょ？

　呆ぼう然ぜんと飯倉を見てみれば、俺のリアクションなんかガン無視で会話を続けていた。

「とりあえず調理順的にはこれが一番早いと思うので、この順番で出して貰もらえますか」

「あらあ、よくわかってるわねえ」

　ふむふむと食券を検分するおばちゃん（？）。しかしすげえな、ばら撒まかれてる食券見てすぐにそんなもん把握したのかこいつ。

「じゃあ調理に取り掛かりたいところだけど──」

　六十枚にも及ぶ食券を握って、しかしおばちゃん（？）は首を振った。

「で・もぉ～、この量はとっきーにしか出さないの。ごめんね？」

「とっきー」

「そぉ、とっきー。とおっっってもいっぱい食べる子なの。ほれぼれしちゃうわあ」

「あ、そいつに届けるヤツです間違いねえわ」

「あそぉ？　残したら……アナタの美お味いしそうなお尻、貰っちゃうわよ？」

「ひぃ!?」

　やたら眼力強い流し目で見られたよ今!?

　飯いい倉くらは俺から目をそらした。一瞬で見捨てられたなこれ。

「はい、じゃあとりあえずライスからね」

「あたし、ここで配はい膳ぜん回すから、遠とお山やまんとこには幸こう田だと矢や内ないで持っていきなよ」

「了解だ！」

　きびきび指示を出す飯倉のところに、俺と入れ違いで和かず光みつがやってくる。

　──「楽しそうじゃないか、飯倉」という和光の声と。

　それに対して「ま、やるからには？　みたいな？」という飯倉の声が聞こえた。

　活発な悪戯いたずらっ子こ、ねえ。

　この状況を楽しめるってもうそれ、活発とかいうレベルじゃねえと思うが。

　ひとまずライス五つをお盆に載せて、かつ丼どんとソーキそばをもう片方のお盆に載せて、両手に抱えてウェイター宜よろしく徳とく盛もりの前へと戻ってくる。

　近くまで来て、飯の匂においを漂わせてるってのに気付きすらしねえ。

「瘦やせるのでごわす！　瘦せるのでごわす！」

「失礼いたしまぁす、こちらライス五人前とかつ丼、ソーキそばでございまぁす」

「……!?」

　血ち眼まなこで、瘦せたイケメン徳盛が俺を見上げた。こっわ。

「横から失礼いたしまぁす、こちら右からチンジャオロース、味み噌そ煮に込こみうどん、エビフライ定食、つけ麵めんとなっておりまぁす」

「総そう流りゆう、和光……!!　貴様ら、なにを」

　恒常ガチャを回す徳盛の指が止まった。その代わり、俺と和光を親の仇かたきでも見るような眼めで睨にらんでいるのが最高にホラー。

　テーブルの上には既に、ライス五人前にかつ丼どんにソーキそば、チンジャオロースに味み噌そ煮に込こみうどん、エビフライ定食、つけ麵めん。あとこれ、メロンソーダとアイスコーヒー。

「考えたな、貴様ら……！」

　拳こぶしでテーブルを叩たたく徳とく盛もり。怒りでゆだっているようにすら見える。

「そうまでしておいどんを太らせたいのか！　おいどんの小さな願いを踏ふみ潰つぶして、人として正しい道を外れて、そうまでしておいどんを太らせたいと、そういうのかァ！」

　口角泡を飛ばして徳盛は叫ぶ。確かに瘦やせてると威圧感ねえなこいつ。

「何を言うんだい徳盛。きみがまき散らしたきみの食券を、僕たちがわざわざ回収して、忙しそうなきみの代わりに運んできてやったんじゃないか。感謝されこそすれ、そんな悪感情を向けられる筋合いはどこにぷげらっ!?」

　あ、グーパンで和かず光みつが吹っ飛ばされた。

「貴様もか、総そう流りゆう」

「いえ、全部和光がやれと言ったんです。仕方がなかったんです」

「清すが々すがしいほどに噓うそだということが分かった。貴様もぶっ飛ばして──」

　拙まずい、俺は殴られたくない。痛いのは嫌だ。何か、何か方法は……！

　は、そうだ！

「なんの真ま似ねだ総流。テーブルの反対側に隠れたところで、おいどんの蹴けりが一発入れば」

『わたし、ごはんのようせい！　とくもりくんとくもりくん、あったかいうちにたべないの？　おいしいよ？』

「卑ひ怯きようだぞ総流ううううぅうううぅうううぅううう！」

『効くのかよ。じゃねえや。おほん、さめちゃったらもったいないよ！　それはごはんがかわいそうだよ！　とくもりくんとくもりくん！　はやくたべて！　いつものきみのいっぱいたべるそのしせいが、わたしたちはとってもだいすきー』

「ぐ、うぉおおお！　やめろ、おいどんは瘦せるのだ！　これ以上惑わせるなぁあああ！」

　なんで敵側に洗脳されたバトル漫画のキャラみたいになってんだよお前もよ。

　頭抱えてぐるんぐるんうねり狂ってるのが愉快でしょうがない。

『とくもりくんとくもりくん！』

「喋しやべるなアアアア！　本当に、本当にごはんの妖よう精せいの声が聞こえてきてしまうだろう！　お前を通して、ごはんの気持ちが伝わってしまう！　やめろ総流うううううううううう！」

　ごはんの気持ちってなんだ。

『とくもりくんとくもりくん、さあさめないうちにたべようよ！』

　よしよし、この調子だ。この調子でぶくぶく太って貰もらえれば何より。くくく。

「総流……」

　ん？　あれ、なんか正気に戻ってない？

「貴様の邪念が伝わったぞ……？　貴様はご飯の妖よう精せいなどではない！」

　邪念!?　あとご飯の妖精じゃねえのは俺が一番よく知ってるよ！

「総そう流りゆう覚悟おおおおおお！」

「ぐえ!?」

　くるひ。くび、そのふとい手で首摑つかまれたら、しぬ。

「これで妖精の言葉は聞こえない。ははは、食事とて、お前たちが交換したのだからお前たちが食べるべきだ。そうだろう」

　いやー、あの量は俺たちには食えないっす。きついっす。そして厨ちゆう房ぼうのオカマに可愛かわいがられる（意味深長）のはいやっす。

「さあ和かず光みつ諸もろ共ともくたばれこの匹夫めがあああ！」

『とくもりくんとくもりくん、ごはん……さめちゃう、よ……？』

　え。

「なっ!?」

　めっちゃ驚いた顔で徳とく盛もりが俺を見るけど、いやいやいやいや俺じゃない俺じゃない。

　そして和光は大量のテーブルに埋もれて気絶してるからあいつでもない。

「まさか、本物のご飯の妖精さん……!?」

　んなわけあるかバカが。あとナチュラルに〝さん〟付けすんなよ。

『とくもりくんとくもりくん、ごはんたべてくれないと、さびしいな……』

「ぬ、ぬぐぐ……！」

　可愛らしいソプラノボイスが学食に響き渡る。しかしこの声、まさか……。

「お、おいどんは……おいどんは体型が理由でフラれるのはもう嫌だ」

　語り始めんな。

『わたしたちは、いっぱいたべるとくもりくんがだいすきだよ』

「ほ、本当に……本当でごわすか……？」

『ほんとうだよっ。ね、そーりゅーくん』

「ヴェ!?」

　ここで俺に振るのかよ！

「いっぱい食べていないお前が、ご飯の妖精さんに認知されている……？」

「ご飯の妖精さんが顕現する条件は〝一定量の飯を食う〟みたいな勝手な前提条件作るのやめろ。あと俺だって知らねえよこんな状況」

『そーりゅーくんはわたしたちのこえがきけるよ、しんじてあげて』

　やめろやめろご飯の妖精さん。変な設定を俺につけるな。同志を見るような目でこっちを見てる元デブの視線が痛い。

「分かったァ……信じよう。おいどんは、間違っていた。こんなことに頼って瘦やせようとするなんて。ごはんを粗末にするなんて、おいどんのすることでは、なかったんだ……」

　力なく膝ひざをつく徳とく盛もり。ちょうど日差しが差し込んでいて、太陽を崇あがめるようなポーズになってる……。

「ごはんの妖よう精せいさん……おいどん、これからもいっぱい食べるよ……」

『うん、ありがと！　じゃあ、ここにあるまだあったかいごはんを、たべてくれるかな!?』

「いいともおおおおぉおおおぉおおおぉおおおぉおおお！」

　涙ながらに徳盛がテーブルの上の飯を平らげ始めた。た、助かった。徳盛に殺されるところだったぜ。しかし……危なかった。

　がつがつと、うめえうめえと飯を食い始めた徳盛を放置して、周囲を見渡す。

　先ほどまで居たはずのカウンター窓口前には誰もおらず、代わりに吹っ飛ばされた和かず光みつとそのブレーキになったテーブル群に隠れるようにして、その子は居た。

「……助かったわマジで」

「ふ、ふふふ……ほ、ほんとに信じて……ふふ……」

「うわクズやんこいつ」

「あ？」

「なんでもないですぅ！」

　テーブルの陰に座り込んだ飯いい倉くらはやけに楽しそうで、それでいてなんだか満足そうだった。ねじ曲がっちゃいるが、なんだろう、遊び終えた子供と言うか何と言うか。

『レナちゃん、外では活発で悪戯いたずらっ子こなのに学園だとピリピリしてて、やっぱりその原因って矢や内ないくんなのかなって！』

　華か恋れんが言っていた通りの……これがこいつの今の〝地〟だとしたら。

　それは確かに俺の知ってる彼女ではないにしろ、でもやっぱり幼おさな馴な染じみなわけで。

　飯倉は楽しそうに髪を靡なびかせて振り向くと。

「それより矢内クン？　幸こう田だが居ないと面白いことできないとか言わないよね？　このあとどーすんの？」

「そうだな……」

　茶ちや化かしたような雰囲気で、彼女は笑う。

　なら、ひとまずは期待に応こたえるとしよう。

　気絶した和光を捕まえて、額に「こいつが残しました」という札を張り付ける。

「……なるほど」

　歪ゆがんだ笑みを携えて頷うなずいた飯倉はそそくさと落ちていた食券の一枚を拾って、ライスに交換してくると──そのまま返却口に置いた。俺はその前に和光を置いた。

「ま、せいぜい可愛かわいがられるといい」

「ほんとうに友情ってもんがないね」

　こうして飯いい倉くらと話せている。

　それはきっとこのバカな企画を作った和かず光みつのおかげだ。

　とはいえ、あのバカの言う「最高の一日」を演出するに当たって四月から被害も山ほど受けているわけで。だから容赦をする理由はねえ。あばよ和光。

「ふぅ」

　授業中ということもあってか、殆ほとんど生徒が居ない廊下に出てきた俺と飯倉。

　この時間に出歩いている生徒なんて『自習』を引いたか移動教室かくらいだから殆ど見受けられず、結果として俺は彼女と二人で教室に戻ることになっていた。

　気持ちよさそうに伸びをしている彼女を一いち瞥べつ。

　さっきまでのおふざけがよほど楽しかったのか、やたらと上機嫌だ。

　とはいったものの、食堂を出てから会話がない。えーっと、そうだな。

「……そういや、運の鍛錬とかしてるんだって？」

「……だ、誰から聞いたのそれ」

　ぴしり、と固まった彼女がさびた蝶ちよう番つがいのような音を立てつつ俺の方を振り向いた。

　頰ほおが朱に染まっているあたり、飯倉にとっては少々恥ずかしい事案なのかこれ。

「華か恋れんがこの前言ってた。っつっても、鍛錬でどうにか出来るもんなのか？」

「勉強も運動も頑張ったら上達したから。運もやり方次第なのかなって。ダメダメだけど」

　なるほどなあ。運の鍛錬、か。

「トイレいった後はいけるとか、一回引くごとに携帯端末の電源落とすとか──」

「ジンクス研究!?」

　う、うん、と飯倉は若干恥ずかしそうに頰を搔かいた。

　しかしなんというか。やっていることはどうあれ。

『勉強を、がんばる。運動を、がんばる。それで、みんなより上になる』

　そう誓っていたあの頃の彼女を思い出す。

「そっか。お前、昔言ってたもんな。勉強も運動も頑張るって」

「まあ、ね。……この話題はやめよう。ちょっと恥ずかしいし。……あ、そういえば」

　振り返った飯倉は、ちょっと照れ臭げに前髪を弄いじりながらはにかんで言葉を紡いだ。

「昨日は、ブーくんありがと」

「ブーく……ああ、あの渋いぬいぐるみか」

「でさ、あの時あたし、『人にプレゼントとかするの好きなの』って聞いたじゃん？」

「言ってた、かな」

「……夏祭りじゃなかったけど、あの時もあたしは浴衣を着ててプレゼント貰もらったな、って。思い出してさ。ごめんね、昨日はキツく当たって」

「あ、いや。いいけど……あの時ってもしかして花火大会？」

　確かに連想はしやすいか。子供の頃にあった花火大会の時も、そういや飯いい倉くらは浴衣姿で、射的で何かをプレゼントした覚えがある。偶然ではあるのだろうが、本当に偶然やら運っていうのは時折恐ろしいほどの符合を見せるもんなんだなあ。

「首飾りだったよな、あげたの」

「間違ってないけど、ロケットね。中に写真とか入れておけるアクセサリ」

「よく覚えてるなあ……」

「覚えてるよ……覚えてる……」

　久々に出してみようかなー、と朗らかに笑う飯倉は、もう俺のことを悪く思っていないのかもしれない。なんだか悪意よりも、若干好意すら感じるレベルだ。

　腹立たしいが和かず光みつには感謝するべきか。仲直りのきっかけ作って、今回も距離を縮めるためにこんなアホみたいなことをやらせたのだとしたら。相変わらずの策士ぶりだ。

　ここまで仲直りできたのなら、そろそろ聞いてもいいのかもしれない。なんであそこまで俺のことを嫌っていたのか。再会したとたんに悪意をぶつけられたのか。その理由を。

「なあ、飯倉──」

　そう、声をかけようとした瞬間だった。

「たぁすけてくれぇ……いいくられなぁ……やないぃ、そうりゅぅう……」

「ひぇ」

「きゃ、せ、先生!?」

　地べたをはいずるお化けのように、その漆黒の髪を振り乱しずるずる廊下を這はい寄よってきたのは、われらが担任の漆うるし原はら教諭だった。なにしてんだあんた。

「……か、かろりーの……使いすぎには注意するんだぞぉ……」

「ガチャ回し過ぎでそんなやつれてんのかよ」

「先生、そんなに瘦やせたかったんですか。スタイルいいのに」

　漆原教諭は飯倉の言葉に小さく首を振ると。

「先生な……ＵＲウルトラレアが引きたかったんだ……カロリーの日なら、引いても瘦せるだけだと思ってな……なんなら瘦せたり縮んだりするのなら大歓迎だったからな……」

　ああ、そういえば聞いたことがある。クールビューティーそのもののビジュアルをしている漆原教諭は、根っからの少女趣味というか、実は可愛かわいいもの大好きだと。

「先生な……幼児体型になりたいんだ……」

　知らんがな。





　†　†






　その日の夜。〝学生寮〟とは名ばかりの高層マンションに帰ってきた俺は、夕食後もぐうたらする駄妹を放置して後始末のまっ最中だった。

「ねえお兄ちゃん」

　カウンターキッチンで晩飯の洗い物をしている俺に、リビングの方から間延びした声がかかる。その主は、見てもいないテレビを点つけっぱなしにして、点けてもいないこたつに潜り込んで、天板に顔をべちゃっと乗せたみらいだった。

「お前もう五月なんだからこたつ布団仕し舞まえよ……何で仕舞っても朝起きたら復活してんだよホラーかよ……」

「ゲームでもほら、一定時間が経たつとリポップ──」

「お前が出してんのは分かり切ってんだよ！　もう、押し入れに鍵かぎかけんぞ！」

　両手でこたつを抱きしめる妹のダメさ加減に嘆息しつつ、ひとまず本日の食器洗いを終えた俺は無駄な光熱費のもとであるテレビの電源を落とした。

「音ないと寂しくない？」

「音楽でも流せばいいだろ」

「まあそーとも言う」

　みらいはのそのそと近くにあった蓄音機を──蓄音機。

「おいみらい、蓄音機なんて前時代の遺物、どこで手に入れてきた」

「ガチャ」

「もうやだあの学校」

　顔に手を当てて、俺はさめざめと泣いた。止める間もなく蓄音機から流れ出したクラシックに耳を傾けつつ、食後の一杯にと入れたお茶を飲んで一息。

「で、お兄ちゃん」

　顔をあげたみらいは、珍しく瞳ひとみに真剣な色を湛たたえていた。

　なんだろうかと、つい身構える。

「れなちぃとちゃんと仲直りできたの？」

「出来た……んじゃないかなあ？」

　どうだろう。首を傾かしげる俺に、みらいは一つ溜ため息いきをついて。

「わたしは盆踊りをＢＧＭに気持ちよく寝ちゃってたから詳しく知らないけどさー。れなちぃがなんでお兄ちゃんのこと嫌ってたのか、それをお兄ちゃんが分からないのに仲直り出来てるって状況はちょっと違うと思うんだよねー」

「珍しく饒じよう舌ぜつだな」

　みらいはこたつで１・５Ｌのコーラをラッパ飲みしながら、指を突き出して言う。

「仲直りってちゃんとお互いが分かりあわないとダメなんだよ？　なんか、お兄ちゃんもれなちぃも変。かられんはこれでいいんじゃないかとか言ってるけど、わたしはちょっとおかしいと思う」

　かられん……ああ、霞かすみヶが浦うら華か恋れんだからかられんか。なるほど。

　でも確かに、言われてみればなんかちょっとおかしいのかなあと思わなくはない。

　体育のこと謝っただけであれだけ態度が軟化するなら、再会した時からの喧けん嘩か腰ごしに説明がつかないしな……。それじゃあ、筋が通っているとは言えない。

「だから一度ちゃんと、再会した時かられなちぃのあたりが強かった理由を確認しなよ。……早くしないと、取返しがつかなくなるかもしれないから」

「取返し？」

「……わかんないけどさー」

　真剣だったみらいはどこへやら、ポテチをぽりぽりしながらみらいはごろんと横になった。……言わんとせんことは微妙に分かりそうなんだが、それよりも。

「俺は俺で自分の妹が心配だよ。運動してます？」

「してなーい」

　……ふと、気づいたことを口にしてみる。

「お前こそ、今日カロリーガチャ大量に引いておいた方が良かったんじゃ──」

「それはわたしが重いってことかー！」

「くぺっ!?」

　コーラのボトルが顔面に飛んできた。


























　翌日のお昼休みは、学園の外に出ていた。

　というのも、いま三箱目が学生食堂に迂う闊かつに近寄るとボロ雑ぞう巾きんにされるのだ。

『外道なりし一年三箱目は、仲間内のダイエットを妨害するためだけに強制アプデを使い恒常ガチャの排出物を全すべて食券に替えた！　我々のダイエットチャンスを、よくも！』

　という趣旨のデモが行われているらしい。赤荻雑巾あかおぎくんがその身をもって忠告してくれた。

　あとで聞いた話、カロリーがポイントになる日は一年に一度あるかないからしい。

　全徳とく盛もりが滂ぼう沱だの涙を流して慟どう哭こくした。全和かず光みつはゲラゲラ大爆笑した。

「だいたい、他箱の強制アップデートに文句を言うなら生徒会運営チームに泣きつくか、自力で全校アップデートでも仕掛けて上書きすればいいのにさ。あとから不満を漏らすだけなんて、本当につまらない連中だよ。……本当に、つまらない」

「雰囲気が怖こえぇよお前」

　そのゲラゲラ大爆笑した男は現在絶賛不機嫌中だ。理由は吐き出した通り、面白くない方法で面白くないことをしている面白くない連中が気に入らないらしい。

　和光を宥なだめながらガチャガチャ通り商店街を歩いていると、ちらほら同じ制服を着た連中とすれ違ったりもする。この通りには多くのレストランや喫茶店が店を構えており、食堂とはまた違った味を楽しめるからか、食堂を使わず昼休みに出歩く生徒も少なくない。

　唯一の難点は食堂と違って確実にお金を取られるところだろうか。

「うわ、一年三箱目だ……」

「食堂の出禁食らってこっち来たのか……何をやらかすか分からねえぞ……」

「喧けん嘩か売った二年五箱目が翌日全員『ぱんなこった』しか言えなくなったってマジかよ」

　……やたらと他の生徒から避けられているのは気のせいか。

「俺らってなんでこんなに悪名高いの」

「お前も片棒担いでる時あるんだぜ？　ちなみに他箱から一番避けられてるのは華か恋れん」

「……何が起きたのか想像もしたくないわ」

　一年三箱目＝クズみたいな方程式が出来上がっているのは分かっていたし、実際確かにクズが集められてる感じはあるんだが。そん中でも華恋はやばい人だよなあ。

「さて総そう流りゆう、お前はどうせうどんだろ？」

「香川県民なめんなよ」

　賑にぎわいを見せる商店街は、どっちを見ても人人人。客寄せの声なんかもあちこち飛び交っていてどの店にも惹ひかれるものはあるのだが、残念ながら俺の選択は一つだ。

　和光は軽く口元を緩めると、自身も好物である生パスタの店に悠々と入っていった。

　からんからんと鈴の鳴る引き戸を開いて、カウンター席しかない狭いうどん屋に入店。

　店主のおっちゃんの「らっしゃい！」と笑顔の応対に軽く会釈して応こたえつつ、入り口近くの食券ターミナルに５００円を投入。なお食券を選択するボタンなどはない。

　なんの食券が出てくるかは完全ランダムである。ほんともうこの特区やだ。

　ちーん、とレジが鳴るような音がして出てきた食券を見れば、


　　ＳＳＲ『深しん山ざんうどん（肉）』



「また讃岐さぬきうどん外した！」

　ホールの店員さんに食券を渡すと生暖かい目で見られた。ちくしょー。

「現在混こみあってまして、あちらの席しか空いていないのですが」

「あ、もう全然」

　カウンター席のど真ん中だったが仕方ない。ここのうどんはどのうどんも美う味まいのだ。狭いくらい文句は言うまいよ。さて、よいしょっと。

「んん!?」

「うぉっとびっくりした！　飯いい倉くらか」

　隣の席は見知った少女でした。ちゅるちゅるとうどんを啜すすりながら、仰天したようなまんまるおめめで俺のことを見据えている。

「あ……あー、よく会うね」

　あれ？　なんか昨日と違ってぎこちない。視線を合わせずうどんをすする飯倉さん。

「そりゃお互いうどんばっか食ってるしな……」

「ついでに言うと食堂だとまともなもの食べられないからね、あたし」

「バランちゃんか」

「今は〝かけ（小）〟ちゃん」

「涙拭ふけよ」

　かけうどんの小さいヤツしか引けねえのか……。

「はい、深山の肉うどんお待たせしましたー！」

　と、そこにホールの店員さんがやってきて、俺の前にトレーを置く。

　深山うどんはこしのしっかりした太ふと麵めんが特徴で、基本はつけ汁とセットでざるそばのように食べる。日本十大うどんの一つだが、讃岐うどんには勝てん。ふっ。

　さぁていただきま──そこで気づいた。隣の少女が放つ驚きよう愕がくと嫌悪の目に。

「う、裏切り者……！　埼玉に寝返ったのか……！」

「違う！　誤解だ！　讃岐うどんが引けなかっただけで！」

　香川県民の誇りにかけて、今この飯倉の侮ぶ蔑べつの視線だけはどうにかしなければ！

「でも、食べるんだろ……？」

「ぬ、ぐ……」

　うどんはうどんだ。俺の好物はうどんだ。深山うどんだって、大好きなんだ……。

　どうする、どうする俺。

「……なあ、かけ（小）ちゃん」

「ぶっころすぞ」

　やっぱりぎこちないのは気のせいですかね！　殺意凄すごい！　だがここは苦肉の策だ。讃岐さぬきの民から裏切り者の誹そしりを受けるくらいなら、食べる量を減らした方が傷は浅い……！

「ちょっと……食べないか……？」

「なん……だと……!?」

　飯いい倉くらは早くも頭を抱えてうなり始める。お前もうどんを愛する者だろう？　うどん、食べたいんだろう？　かけ（小）しか食べてないならまだちょっと小腹すいてんだろう……！

「あ、あたしは……さ、讃岐のうどんを愛してるの……！」

「じゃあ裏切り者の俺は一人で食べるわ」

　割りばしを割ったその右手を飯倉が摑つかむ。

「──待ちなさい」

「……なんでしょう」

「た、確かにかけ（小）だけだとこの後の授業に支障をきたすわけで。うん、まあ、ちょっとなら？　ちょっとくらいならあたしも裏切り者にはならないし？」

「俺は？」

「まるまる全部食べなければ裏切り者じゃないと思います！」

　……よし、筋は通った。カウンター席に用意されていた小鉢にうどんの束を小分けして、つけ汁を俺と飯倉の間に置く。……もはや、語る言葉はないはずだ。同じ讃岐の者よ。

「いっただきまーっす」

　めちゃめちゃ上機嫌で食べ始めた飯倉と、しばらくの間無言で箸はしを進めていた。

　うどんを嬉き々きとして食べている彼女は、やっぱり昔の面影があって。

　仲直りできて良かったと、心から思う。うん、これならもう大丈夫だろう。

　和かず光みつ、華か恋れん、ありがとよ。作戦は、大成功さ。間違いない。

「ごちそうさま……あっ」

　と。俺より早く食べ始めて、深しん山ざんうどんも少しだけだった飯倉の方が当然食べ終わるのは早く。そこで彼女は、まるで何かを思い出したようにバツが悪そうに顔を背けた。

「どした？」

「いや、べっつに……なんでもない、かな」

　うん？　そういや会った直後もテンション低かったけど。やっぱりなんか悩みでもあるんだろうか。これはもしや、解決すればさらに関係改善の兆しが見えるのでは？　幼おさな馴な染じみだったあの頃の関係までとは言わないけども、仲良く笑いあえるような、こう。

　──へっ、和光が居なくたってやってやるぜ。

「なんか問題があるなら、力になれると思うよ。どした？」

「……いや、いい。ちょっと申し訳ないから」

「申し訳ないっつったってな。前は俺の方が申し訳ねえことしたんだし、お互いさまと言えばお互いさまだよ。ほれ、さらっと言ってみれ？」

「……いいって。忘れて」

　どうしようか、と思案していると、影が差した表情のまま飯いい倉くらは立ち上がろうと──

「やあ、レナじゃないか。こんなところで偶然だね」

「あん？」

　聞き覚えのない声に振り向くと。気づけば隣に新たな客が席についていた。和かず光みつとはまた違ったベクトルで顔立ちの整った優男。制服から同い年であることは分かるが……爽さわやかな甘いフェイスと気取ったような身振り手振りがやけに濃いキャラを想像させる。

　エレガントに俺の隣に腰かけた彼に、飯倉は据わった目を向けて。

「……なに。また振られに来たの？」

「え、お前さん飯倉に振られたの。ドンマイ。気持ちは分かる」

「初手からなんでそんな喧けん嘩か腰ごしなんだよきみたちはァ！」

　一瞬でキャラが崩れた。

「ふ、ふん。せっかく声をかけてやったってのにずいぶんじゃないか。僕はね──」

「かけ（大）お待たせしましたー」

「──あ、どうも、すみません。……僕はね、むしろレナにチャンスをあげに来たんだよ」

　挙句にしまらないヤツだった。あと俺を挟んで会話しないでほしい。

「チャンス？　お前が？　あたしに？」

「そうだよ。……レナ、僕の女になれ」

　うどん屋でそんな決め台詞ぜりふ吐くなよ……。

　ていうか本当にこんなこと言うヤツ初めて見たわ。

「は？　意味わかんない」

「なぁ飯倉、結局こいつ誰？」

「中なか島じま。自称一箱目のリーダー格で、優秀な生徒会運営チームのＳＲスーパーレア生徒。実際は少女漫画のヒーローにでもなりたいのか、色んな女子にかっこつけて粉かけてる性格最悪のバカ」

「最高かよ」

　超面白い奴やつじゃん中島くん。なんで俺こいつの存在知らなかったんだろう。

「バカとはまた嫌われたね。ところで隣のコモン。会話の邪魔だから帰ってくれる？」

「お前が俺たちの食事を邪魔したんだろうが！　筋が通らねえよ！」

　前言撤回。そして性格最悪は否定しないのかなこの人。

　と、中島くんは本当に俺を無視して会話を始めた。

「レナ。ちょっと調べさせてもらったけど、元々はそんな強気なキャラじゃなかったんだって？　中学の頃から思ってたけど、もっと素直になりなよ。その方がきっと愛らしい」

「あたしの過去に触れんな。あんたにあたしの何が分かるわけ？　生徒会で権力持ってるからか顔よくて周りからちやほやされてるからか知らないけど調子乗るなよ。近寄るな」

「なっ……」

「ちょいちょいちょい、二人とも俺を挟んで会話すんな。あと飯いい倉くら落ち着け」

　拳こぶしでカウンターを殴りそうになっていた飯倉を宥なだめつつ、ちらりと中なか島じまくんを見る。

　なーんか、物もの凄すごい邪魔そうな顔してるなあ。ちょっと待ってください。

　俺が言葉を遮ったせいかやけにご立腹の様子で、中島くんは盛大に飯倉を煽あおる。

「ふ、ふん。お前がそういうつもりならいいよ。これが最後のチャンスだったんだけどね。あーあ残念だなあ。昔のきみみたいな、不運にびくびくしちゃうくらい臆病で可愛かわいらしい子だったら最高だったのに。もったいない」

　そしてその煽り方が、おそらくは飯倉にとっては最悪のものだったのだろう。

「うるさいなぁ！　中島に何が分かるんだよ！」

　さっきせっかく制したにも拘かかわらず、飯倉は盛大にカウンターを殴りつけた。

　周囲のお客さんたちに大変迷惑だからやめなさい。そう思って制止しようとしたのだけれど。……俺の選択も、また間違えていたらしかった。

「待てってば。こんなことで感情的になるなんて飯倉らしくもない。軽く中島くん煽り返して終わりにしようぜ、な？」

「……こんなこと？　らしくない？」

「へ？」

　冷え切ったような、飯倉の声。

「らしくないって何!?　矢や内ないにとってのあたしは、昔のあたしなの、今のあたしなの!?　今のあたしは、お前に〝らしさ〟を語られるほど仲良くなんてないはずなんだけど！」

「おい飯倉……そんなキレんなよ、昔の話されたくらいで」

　ぽろっと。たじろいだ俺はそう言った。

　それがどれだけ不ま味ずいセリフだったのか、この時は何も分からずに。

　冷氷のような寒々しい視線が、俺に向けられる。

「……昔の話くらいで？　お前が、お前がそれを言うの？　……じゃあ、謝ってくれたのは噓うそだったの!?　あれだけのことがあった昔のことを、お前がそんな風に扱うの!?」

「へ？　謝る……？」

　昔のことを？　いや、俺は何も、昔のことなんて。

「……え？」

　きょとんと。飯倉は、それはそれは呆ぼう然ぜんと、俺のことをしばらく見つめていた。

「……なら」

　声が震えていた。じわりと、目尻に涙さえ浮かんでいた。

　彼女にそうさせているのは、隣であわあわしている中なか島じまくんじゃない。俺だ。

　分かってはいる。分かってはいるけれど。──心当たりがない。

「……神社で、謝ってくれたのはなんだったの。お前は、あたしは、何を勘違いしてたの」

「え、いや、その、この前の体育の時は悪かったって──」

「死ね！」

　彼女は勢いよく立ち上がると、そのまま走って出ていってしまった。

　散るように見えた雫しずくが何を意味するのか、分からないまま。

　俺は最後の言葉も言い切れず。ついでに中島くんは。彼女の姿を見送ることしかできなかった。すると騒がしくしていたせいか、カウンター越しに店主のおっちゃんが。

「店内でこうして騒ぎ立てるのは本来なら出禁にするんだが……矢や内ないくんは常連だから多めに見よう。心は太く。うどんだけにな」

　顎あごを撫なでながらニカっと微笑ほほえみかけてくれた。

「今度来るときはまたあの子と一緒に来い。それで手打ちだ。うどんだけにな」

　おっちゃん、その語尾さえなければめっちゃいい人なんだけどな。

　と、おっちゃんはその流れで中島くんの方を見て。

「隣のイケメンは二度と来るな。切れたら切れる。うどんだけにな」

「えっ。うど、え？」

　中島くんは永久追放された。

　……直接悪いのはあいつじゃなくて俺なんだけど今はそれどころじゃない。

　二人して店をほっぽり出されて、

「……おのれ、きみみたいなコモンごときに、なんで」

　和かず光みつが嫌いそうなタイプの高レアだな。気を取り直したのか中島くんは俺を鼻で笑う。

「ふん、まあいい。もうレナに未練はないからね。高レアの面汚し、ドブ姫。あんなヤツに僕がわざわざアプローチしたのがそもそもの間違いだったのさ」

「お前、そんなに高レア至上主義とか人を見下したりとか、そんな筋の通らねえことばっかしてると、お母さん泣くぞ」

「僕の母ちゃんは関係ないだろォ!?」

　そんなことよりも俺はしなきゃならないことがあった。

　俺が仲直りできたと思ってたのは完全に勘違いで。みらいの忠告がまるまる正しくて。

　……結局、なんで再会した時にあれだけ敵意を持たれていたのかが分からない以上は。ちゃんと仲直りなんてできるはずもなかった、ということで。

　勘違いで仲直りしたつもりになった挙句、彼女の地雷を踏みぬいた。

「で、だ。おい、そこのコモン」

「あとにしてくれ、なかじー」

「変な渾あだ名なつけないでくれる!?」

「……」

「で、無視か。バカにしやがって……もういい」

　俺は、ガチャガチャ通り商店街の雑踏の中。呆ほうけたようにしばらくそこに立っていた。

　やっちまったなあ。

「……よう、どうした。そんな間抜けな面引っ提げて」

　昼休みもそろそろ終わる、といった頃。パスタ屋から出てきたパスタ頭に声をかけられて初めて、立ちぼうけしていたことに気が付いた。中なか島じまくんもいねえ。

「自分のあまりのダサさにショックを受けていた」

「ふぅん」

「なんだよ……いつもならゲラゲラ大爆笑するとこだろ」

「してほしいならするけど？」

「あまりの惨めさに泣く自信がある」

「そんな気持ちの悪いものは見たくないね」

　はっ、と和かず光みつは鼻で笑って。

「午後の授業が終わったら反省会だ。それまでにその情けない面どうにかしとけよ」

　……おう。
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　午後の授業が終わり、俺は一枚の紙片を握って廊下を歩いていた。というのも、俺の机の中に忍ばせてあった矢文が原因だった。矢に手紙を括くくり付つけて飛ばすアレだ。

　その時点で犯人は半ば分かったようなものだが、それにしたって机の中に矢文って。意味ねーじゃん。や、机に刺ささってたらそれはそれでどうかとは思うけども。

　内容は『放課後になったらサロンに集合です。来なかったら市中引きずり回しの上打ち首獄門です』という華か恋れんからの素敵なお誘いだった。

　行かないなんて選択肢はない。晒さらし首くびは嫌だ。

「そこ右ねー、サロン童貞のお兄ちゃん」

「ド辛しん辣らつ」

　サロンというのは、この学園の四号棟の五階にある広々としたフロアのことだ。

　テーブルとイスがまばらに置かれていて、生徒が自由に歓談を楽しむことが出来るようになっている。訪れるのはだいたいカップルか女子同士。魅力的なのは、壁が全部ガラス張りになっているところか。本当に見晴らしがいい。──ただちょっと俺には敷居が高い。

「こんちゃーっす」

「あ、矢や内ないくん、みらいちゃん。二人が最初です」

　席を勧める華か恋れんのほかには、今この場には誰もいないようだった。

　ちょうど華恋の取っていた席は俺たちの教室がある一号棟が見える場所。

「放課後はほとんど人が居ないので、ちょうどいいんですよ」

「素敵な穴場で何よりだ。教室は博ばく打ちしてるヤツらが邪魔だしな……」

　彼女の対面に腰かけて、隣の席にみらいを置いて、ほっと一息。

　ふとテーブルに目を落とす。……ん？

「これなに」

　なんかテーブルの上に木の板がおいてあった。

「なんでもないですよ」

　目にもとまらぬ速さで華恋はその板を叩たたき割った。

　ちらっと見えたその板には、筆で「この者、約束を違たがえた罪により打ち首」と書かれていた。不穏でしかない。来て良かった。ああ来て良かった！

「で、案の定ダメダメお兄ちゃん。申し開きは？」

「……みらいの忠告の通りだった。すまん」

「ん」

　頷うなずくと、みらいはべちゃっと顔をテーブルに押し付けて寝始めた。

　和かず光みつと徳とく盛もりが来るまで、俺も待つしかすることないか。

「矢内くん。私は、表面上仲良くなった二人を見てこれでいいんじゃないかと思ってました。ですが今のこの状況を鑑かんがみて、それは大変不誠実なことだったことに気づきました。なので、腹を切ります。今までありがとうございました」

「待て待て待て待て。それを言ったら一番腹を切るべきは俺だ」

「……じゃあ一緒に」

「違うそうじゃない」

　悲ひ愴そう感漂う表情で謝罪の言葉を口にしながら短刀を差し出す華恋を押おし止とどめ、思い返す。

　不誠実なのは俺だけだ。華恋は仲直りさせてくれようとしただけだ。

「そもそも、あいつに過去何をしたのか。それを思い出せない俺がダメなんだ」

「心当たりならあるんだろう、総そう流りゆう」

　エレベーターの方から声がした。振り向けば、和光と徳盛。

「遅れたね。ちょっと生徒会室に寄ってたんだ。留守だったけど」

　鍵かぎのようなナニカをくるくる弄もてあそびながら、俺の隣の席に腰かけた。徳盛はその隣。

　しかし何な故ぜ留守の生徒会室に入れた。

「こーだ、生徒会運営チームに喧けん嘩か売って罰則ガチャとか引かされたらどーすんのさー」

「いくらでも引いてあげるよ」

「そーだこいつはそうだったー……」

　いつの間に起きたのか、顔をあげたみらいが嘆息する。

　確かに罰則ガチャを引かされたところで、和かず光みつなら何度でも無罪放免になるだろうな。

「さて、ドキドキ飯いい倉くら大作戦の続きを始めようじゃないか。総そう流りゆうのテンションも最低限を下回ってしまっているわけだし。やっぱりいい加減〝心当たり〟を吐いて貰もらうべきかもね」

「そういえば、なんで今まで聞かずにいたんだァ？」

　積み上げたコンビニ弁当を次々消費しながら、徳とく盛もりが問いかける。

　言われてみれば、心当たりがあることを見抜かれていたっぽいにも拘かかわらず。

　和光からそれを聞き出されたことはなかったな。

「そっちのほうが面白そうだったかくぺっ!?」

　徳盛が和光の首をドアノブよろしく90度回した。

「華か恋れん。お前はその理由、何か知ってるのかァ？」

「幸こう田だくん曰いわく、何が何でも一度レナちゃんをこの輪に放ほうり込むことに意味があったとか」

「……なるほどなァ」

　鷹おう揚ように頷うなずいた徳盛。再起動した和光が背後から徳盛が座っている椅い子すを蹴けり飛ばした。達磨だるま落おとし宜よろしく尻もちをついた徳盛は無言で席を元に戻して座り直す。なんだこいつら。

「痛いなもう。──ま、それに総流が最初から過去のことを自覚してまともに動けるわけないじゃん。その前にある程度は頑張って貰わなきゃいけなかった。これでいいだろ」

「お前が俺の何を知ってるんだよ和光ゥ！」

「現にだだ凹へこみしてるヤツがよく言うよ」

　ぬぐ。

「……どのみちこの案件が一筋縄じゃ行かないことは百も承知なんだよ。心配しなくても、この状況は予定調和だよ総流」

「嬉うれしくなさすぎる」

「というわけで」

　パン、と手を打った和光が俺を指さして言い放った。

「潮時だ。そろそろ過去の心あたりとやらを教えてもらおうじゃないか。寸劇で」

「わかっ……えっ」

「寸劇で」

「えっ」
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「あたし、いいくられなじゅっさい！　ちょっと引っ込み思案だけど、とってもかわいい女の子！　でも今、幼おさな馴な染じみのそーりゅーくんと一緒に体育倉庫に閉じ込められちゃってとってもピンチなのー！」

「ふっ……ついてねえな。体育倉庫に好きな子と一緒に閉じこめられちまったぜ」

「おっほん。ええと。……ごめんね、そーりゅーくんっ」

「ま。こういう時、俺は望んでないラッキーが降りかかるから大丈夫だろ。歯ぁキラーン！」

「そーりゅーくん……おめめきらきらー」

「ああ、でも──お前と一緒だとダメか」





　†　†






　……決まった。

　まあ、この告白の返事なくてそのまま疎遠になっちゃったんですけどね。クラス替えで。

　一応、俺が覚えてる限り最後の会話だから心当たりっちゃこれが最有力の心当たりなんだけど、ただ振られただけと言いますか。まあなんかそういうわけで。

　と円卓の方を振り返ったら。

「矢や内ないくん、これを受け取ってください」

　つかつかと歩み寄ってきた華か恋れんが俺に短刀を手渡してきた。

　……ねえこれさっき切腹云うん々ぬん言ってた時に出してたヤツですよね。

「遠まわしに死ねと!?」

「いえ、この上なく単刀直入に」

「うまいこと言えてねえから！　……あれ、徳とく盛もりは？」

　華恋の奥……円卓から大柄な存在感がいつの間にか消えていることに気づいて、へらへらしている和かず光みつに問いかける。

「『呆あきれてものも食えんな』っつってご飯残して帰ったよ」

「それを言うなら〝ものも言えんな〟だし、あいつがご飯残すほど!?　ってよく見たらみらいも居ねえ！」

「『これは帰心矢内の如ごとしだよ』って捨すて台詞ぜりふを残して徒歩で帰った」

「それを言うなら〝帰心矢の如し〟だし、全員うまいこと言ったつもりかっ……徒歩!?　みらいが徒歩で帰った!?」

「やるな矢内兄妹きようだい。こんなマイナーな諺ことわざよく知ってるね。意味は早く帰りたい、だよ」

「言うてる場合か！」

　なんでみんなそんな辛しん辣らつなの!?　俺なんかした!?

「残ってると思わず首を狩りそうなので帰りますね。幸こう田だくん、後は宜よろしくお願いします」

「はいはーい」

「あ、あの、華か恋れんさん。この短刀はどうするんですかね」

「おへそにでも仕し舞まってください」

「刺させと!?」

　華恋は何も答えずにサロンをあとにした。──噓うそでしょ。

　残ったのは俺と和かず光みつただ二人。

「……和光」

「なんだい矢や内ない告白カッコつけダダ滑り総そう流りゆう」

「俺なんかしました……？」

「派手に」

「そうか……」

　静まり返ったサロンの中。何が悪かったんだろうとしばらく考えて。結局結論は出ず。

「和光。……助けてくれ」

「助けるのはいいけど、原因はお前のカッコつけた言動とアホみたいな運だ。お前がどうするべきか、僕はカロリーの日の朝に言ったはずだよ？」

　カロリーの日の朝？　……その時俺は確かトイレから出てきて、和光は運をどうにかできる方法があるとかのたまって、それは──

「──ポエム、か」

「さあ総流、どうする？　ポエムを書くか、腹を切るか」

「……分かった。ポエムでもなんでも書くから、助けてくれ──！」

　もう俺が頼れるのはお前だけだ……！

「いいよ」

　さらりと和光は言ってのけて。それから、指を立てて続けた。

「どのみち、ドキドキ飯いい倉くら大作戦は明日の球技大会で完成する。お前はお前の思う通りに頑張ってくれればそれでいい。簡単だろ？」

「いやまあ、頑張るは頑張るが……」

「悩むなよ、総流」

　顔をあげると、いつものようにへらへらした表情で和光は笑っていた。

「お前が悩んだところで、お前の脳みそが出せる答えはたかが知れてる。それじゃ面白くない。素直になれ。お前は後先考えず突っ走るから面白いんだ。予想を超えてくれるんだ。その期待を裏切ってくれるなよ？」

「……励ましにしちゃボロクソすぎるが、受け取っておく」

　ありがとよ、悪友。

「あ、それはそれとしてポエム書くのは言げん質ち取ったからね」

「てめえ!?」



















「昨日はちょっと言い過ぎました。反省してます」

「あーいや、なんかよく分からんがこっちこそすまん」

　荷物みらいを背負って登校する俺を見かけた華か恋れんが、開口一番にそう言った。

　本日は球技大会。本来ならＵＲウルトラレア狙ねらって頑張るぞー、と行きたいところなんだが俺はそれどころじゃない問題を抱えていて少々気が重い。

　和かず光みつのヤツが俺になんの期待をしてるのかはさておき、要約して「まあ頑張れ」くらいのことしか言ってこなかったし、みらいは昨日から俺の顔見ても溜ため息いきしか吐つかんし。

　つまりは、自分でどうにかしろってことなんだろう。

「それでなんですけど、矢や内ないくん。一つだけお節介を焼いてもいいですか？」

　雲一つない快晴の下。暗あん澹たんたる気分の俺と対照的に、華恋はやけに明るい。

　意外っちゃ意外だった。理由はいまいちよく分からんが、昨日は割かし辛しん辣らつなこと言われてそのまま解散って感じだったし。でも、彼女の提案を断る理由はないか。

「レナちゃんと矢内くんはすれ違いが多すぎます。幸こう田だくんが言ってましたけど、今度はかっこつけないで向き合ってください。まず大前提として──昨日の告白は、ないわ」

　華恋から敬語が消えるほどですか。

「分かった、肝に銘じておく」

　いや、でも素直に言ってくれて助かった。

「そうしてください。いいですか、レナちゃんはあの時──」

「華恋。すまん、自分で考えさせてくれ。お前から聞いたんじゃ、流石さすがに筋が通らない」

「……ま、そうですね。ちゃんと今日中にはっきりさせることです。幸田くんの準備が全部無駄になりますし」

　分かってるさ。こればっかりはちゃんと、自分ではっきりさせないとダメだろう。

　素直になれ、と和光は言った。かっこつけんなと華恋は言った。

　それを踏まえて、どう飯いい倉くらに向き合うか考えないとな。

「あれがどうして告白になるのかがむしろ分からな──ってうわ、なんですかねあれ」

「へ？」

　学園の正門をくぐると、目の前にはだだっ広い園庭がある。

　この無駄に広い人工芝の園庭を突っ切っていけば、その先に昇降口があるのだが。

　その園庭に、問題はあった。まるでゾンビのように五月晴れの下を徘はい徊かいする大量の生徒たち。全員が下を向いて、血走った目でうろうろ動いている。パニックホラーの始まり？

「あ、赤あか荻おぎくん。どうしたよ」

「ない……ない……」

「赤荻くん!?」

　ゾンビ衆に紛れていたクラスメイトの赤荻くん。しかし声をかけても譫言うわごとを口にするばかりでまるで要領を得ないというか、ぶっちゃけ怖い。

　華か恋れんが手刀を叩たたきこんだ。

「せい！」

「くぺっ!?　……はっ。なんだ、矢や内ないと華恋じゃないか。今忙しいんだ、あとにしてくれ」

「いやお前ら何やってんのよ」

　おれは　しょうきに　もどった！と言わんばかりに瞳ひとみに光を取り戻した赤あか荻おぎくん。

「なにって……お前ら、球技大会だっつーのに今日のガチャポイント知らないのか」

「え？　今日のガチャポイント？」

　携帯端末ＰＧＴを立ち上げ、恒常ガチャの画面を見る。

　特に変わったところはないが……あ。

【二〇二〇年五月一六日恒常ガチャ　本日のガチャポイントは「園庭で拾ったゴミの数」貴方あなたのポイント「０Ｐ」】

　園庭で拾ったゴミの数……だと？

　改めて周囲に目を配れば。

「くっそおおおお！　探せ！　小さなゴミでもいいんだ、見つけ出せ！」

「えへへ……捨ててぇ……拾ってぇ……ポイント、増えるかなあ……えへへへへ」

「自分でポイ捨てして拾っても無駄だ、目を覚ませ結ゆう城き！」

「暑さでおかしくなってやがる！　誰か助けてくれええ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんかよ。

　確かに球技大会が控えているのに今日のガチャポイントがないのは厳しすぎるとはいえ。

「おはようごわす！　……なんだァこのやばい光景はァ」

「こんなところで濃い挨あい拶さつすんじゃねえよびっくりしたなあ」

　気付けば徳とく盛もりがやってきていた。

　やっぱり異様だよな、ごわす……。

「遠とお山やまくん、おはようございます！　実は今日のガチャポイントがですね」

「なるほどなァ。しかしどうする、見たところ園庭のゴミはもう殆ほとんど……」

　徳盛の言葉に頷うなずく。確かにこいつも死活問題だろう。食券ガチャが回せないんだからな。

「朝から何してんのあんたら」

　続々集まるというかなんというか。振り返ったら、呆あきれたような表情の飯いい倉くら。

　まあ俺からは一瞬で目をそらしたというか、舌打ちかまされましたが。

「レナちゃん、おはようございます。えっとですね、ガチャポイントが残ってません！」

「どういう……ああ、なるほど。球技大会に合わせて学園側が掃除でもさせたがったのか……まあ関係ないか。でもこんな朝早くにもう無いって変な話だね」

「うにゅ……集めてんじゃないかなー……」

　と、背中のみらいがおはようさん。

「おはよ、みらい。……それもあるかもね。誰かが先んじて全部を回収した。でもそんなこと分かるの生徒会運営チームくらいじゃ……」

　会話には混ざらない方がよさそうだ。と黙秘していた俺は、ふと視界の端に駆ける生徒たちを見つけた。園庭の隅──体育倉庫に向けて、だろうか。ダッシュしていく。

「おい、なんか体育倉庫にみんな集まってるぞ!?」

「もうホームルーム始まるってのに!?」

「いや、なんか、ゴミがそこに纏まとめられてるらしい！」

　生徒たちの話し声が耳に入ってきた。徳とく盛もりと顔を見合わせ、動く。

「あたしたちも行くかな」

「えー。でも、れなちぃガチャ回せたところで」

「普通に傷つくからそういうこと言うのやめてくれる!?」

　みらい……。

「食のために！　食のために行くでごわす！　待ってろよ、ご飯の妖よう精せいさん！」

「変な宗教目覚めたみたいになってるぞ目ぇ覚ませ！　そんなヤツは居ない！」

「おいどんは、あの時聞いたのでごわす、天からの呼び声、麗しき食の旋律を。間違いなくご飯の妖精さんは居るのでごわす、居るのでごわす！」

「テンションあげるたんびにごわす連発すんのやめろ！」

　しかし、徘はい徊かいする生徒たちが邪魔すぎる。

　あっちこっちに避よけても、ゾンビのように下を向いてうろちょろしているせいで俺たちが注意しないと平気でぶつかりそうだ。ええい鬱うつ陶とうしい。

「ふっ、先せん鋒ぽうはお任せください！」

　と、俺たちの背後から割って出るように華か恋れんが飛び出してきた。

　あいつ、何をする気──

「でやあああ！　ふっ、はああああ！」

　スタイリッシュ薙刀なぎなたアクション──!?

「我こそは三箱目の霞かすみヶが浦うら華恋！　そこな雑兵ども、死にたくなければ道を開けよ！」

　噓うそだろこの女……！

「また三箱目の霞ヶ浦が暴れてやがる！　誰か止めろおおお！」

「我こそはと思う将あらば来るがいい！」

　……そういや和かず光みつのヤツが、華恋が一番避けられてるとか言ってたが──

「くっ、二年一箱目の片かた貝がい雄ゆう介すけだ！　とまれ一年！」

「笑止！」

「ぐわああああぁあああぁあああ！」

　これが原因か──！

「誰か、霞かすみヶが浦うらを止められるヤツはいないのか───！」

「ふはは！　三箱目に人ありと言われたこの薙刀なぎなた！　受けられるものなら受けてみよ！」

　気づいたら園庭が死し屍し累々だよもう……。

「ねえみらい」

「どうしたのレナちゃん」

「この辺のゴミ回収したらポイントにならないかな」

「人だよこれ全部……」

　華か恋れんは戦いが楽しくなってしまったようで、体育倉庫にやってくる生徒を次々迎撃し始めた。趣旨変わってませんか。

　そして体育倉庫前にたどり着くや否や徳とく盛もりが盛大に体当たり。

「ごわすううううぅうううぅうううぅううう！　飯のガチャを回させろぉおおお！　ご飯の妖よう精せいさんが悲しむだろうがああああぁあああぁあああぁあああぁあああ！」

　扉はあっさりはじけ飛び、ノックもしねえでの容赦のないダイビングに、中に居た人たちが吹き飛ばされた。鍵かぎ開いてんじゃねえか。なんでぶっ壊したんだよわざわざ。

　徳盛の後を追うように暗がりに足を突っ込んでみれば、石灰とゴムボールの匂においが鼻をくすぐる。視界にはぎっしりとこの狭い空間に詰め込まれた生徒たちと、そして。

　──二十段はあろうという跳び箱の上に足を組んでいる見知ったラスボスが一人。

「……和かず光みつ？」

「やあ総そう流りゆう、どうした？」

　吞のん気きな表情で和光は──跳び箱の下に群がる生徒たちを相手に金を回収していた。

「おい早くよこせ！　ゴミ十個だ！」

「はい四千円。まいど」

「こっちは……クソ、に、二個でいい！」

「はい八百円。どうもね」

　……和光あんた何やってんの。

　次々に和光に金を払って、生徒たちがゴミを抱えて出ていく。

「ちょっとこれどういうこと？　幸こう田だの仕業？」

　ちょうど後ろから追いついてきたらしい飯いい倉くらが叫ぶ。

「ゴミを全すべてここに集めて売ってるだけだよ。裏社会のビジネスさ、文句ある？」

「文句大ありだ！　そのゴミ、こっちに寄よ越こして貰もらおうか！」

　ぶっ飛ばしてやるぜ！　と俺が構えると、なぜか和光は俺じゃなくて飯倉を見やって。

「正義のヒロインは何か言わないの？」

「は？　ばっかじゃないの」

「僕、裏社会のゴミの売人。止めに来たんでしょ？」

「……べっつに」

「はー……重症だねぇ……。昨日までならノリノリで突っ込んできたろうに」

　なぜかだめだこりゃという顔をして、和かず光みつは俺らを無視してビジネスを再開した。

「ゴミ一個につき一律四百円でーっす。払った人にはゴミをさしあげまーっす」

「ゴミをさしあげますってものっそいパワーワードだな」

「うるさいよ総そう流りゆう。払うの、払わないの？」

　はい毎度どーも、次も宜よろしくね、と次々顧客を捌さばいていく和光。

「くっ……かくなるうえは母ちゃんを質に入れるしか……」

「ふむ、金銭でなくとも大切なものと交換なら受けようじゃないか」

「助かるぜ……じゃあ、妹がくれたカメムシコレクションを」

「それは要らないや」

　ど、どれだけ稼いでるんだ今日だけで。

「ゴミ溜だめ長者かよお前」

「いいだろう？　徳とく盛もりの割り込みは予想外だったけど、僕は校則には違反していない」

「この野郎、なら俺にも考えがあるぞ」

　みらいの入れ知恵だけど。

「ほう、低レア程度の脳みそでどんなおめでたい策を考えたんだい？」

「ああ、簡単だ」

　お前はさっき、「僕は裏社会の売人」だと言ったな。

　なら、それを焚たきつけてやれば動くヤツが一人いる！

「俺の策はなぁ！　こいつだ！」

　ててーん、と扉の方に手をやる。

　誰か来るのか？　と和光は訝いぶかし気げな表情。

　外からこつこつと歩いてくる誰かの足音。

　まだ気づかないのか。死んだな。

「朝廷の圧政──」

　入ってきたのは、義憤に燃えた瞳ひとみを携えた危ない人。

「あ、やべえヤツだ」

　今更気づいた和光、慌てて跳び箱から立ち上がる。

「──許しがたきは、民を顧みない暴政の数々……」

「こんなところで死んでたまるかああああああ！」

　パルクールのように華麗な着地、転がるように起き上がりダッシュで倉庫から脱出しようとする和光だったが、しかし。












「おっと、通すわけにはいかんでごわす」

　立ちはだかる巨漢、そして背後には修羅。

「……我ら義勇軍は誓う、民に安寧を、そして暴君には、死を！」

　完っ全に三国時代モード入っちゃってる華か恋れん。

　和かず光みつが慌てた様子で弁明を図る。

「ま、待て！　待て華恋！　お前には分からないのか、これが作戦上最善の──」

　なるほど、同じ軍事方面から攻めれば華恋は靡なびくと考えたのか。だが華恋は首を振る。

「圧政者よ……貴殿の言葉は重みをもたぬ……」

　さあ、どうでる和光。と和光の方を見ると。

　清すが々すがしく、まぶしいくらいの爽さわやかな笑顔で言った。

「良い、人生だった」

「その首、頂ちよう戴だいいたす──！」

「ぎゃーす！」





　†　†






　生徒用の昇降口に戻ってきた俺たちは、まるで何事もなかったかのように園庭に辿たどり着つくまでの日常的な登校風景を高度に再現しつつ教室へ向かうことにした。

「あいつはいったい何がしたかったんだ」

「……幸こう田だくんがやることは、分からないですね」

「ま、なんかしらの意味があるのだと祈るしかないな……」

　そうこうくだらないことを言っている間に下げ駄た箱ばこ単発ガチャ。

　……ここも毎日頭を悩ませる関門ガチヤなんだよなあ。上履きが出なくとも、せめて。

　せめてスムーズに移動できるものを。

【矢や内ない総そう流りゆう　下駄箱単発ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『ローラーブレード』



「スムーズすぎるわチクショウ！」

　八割上履きが出るって噂うわさの下駄箱単発ガチャで、一度としてまともな上履きを引いたことがないのはどういう了見か。

　ある種諦あきらめじみた感情を抱きつつみらいの指をいじって、彼女の単発ガチャを回させる。

【矢内みらい　下駄箱単発ガチャ結果】


　　　　Ｃ『上履き』



　なんでだコラ。

「ほれ、履き替えろ」

「ふみゅ……」

　俺、負おぶった相手に靴履かせんの上う手まくなったな……なんだこのクソ要らないスキル。

「さて、行くかァ。今日もご飯がおいどんを待っている」

「球技大会に向けて、お昼は英気を養わないといけませんからね！」

　ね！　と。華か恋れんは飯いい倉くらに向けて笑いかけていた。

「ふん……」

　彼女は軽くそれを鼻であしらうと、俺を一いち瞥べつしてそっぽを向いた。

　逆戻り。いや、それ以上に嫌われたかもしれないな。

　ローラーブレードでつるつる滑りながら廊下を行く。なんだこのシュールな光景。面倒だから教室着いたら投げ捨てよう。

「お兄ちゃんはやーい……」

「風を感じて楽しんでんじゃねーよ」

　一年三箱目の教室は一階にある。階段をローラーブレードしなくていいのはマジで助かったと思いつつ、さらりと入って全員の注目を浴びる。

「おはよう矢内、今日も面白い靴履いてんな」

「ほれみろー！　矢内は今日も上履きじゃなかった！　っつーわけで掛け金は貰もらうぜ」

「ぐ、矢内貴様、いい加減まともな上履き履いてきなさいよ！」

　知らねえよバカ共。人の不幸で遊びやがって。

　と、時間割ガチャターミナルの前で立ち呆ほうけていると。

「邪魔」

「うお!?」

　背中からドスの利いた高い声。

　無駄に器用なマネしやがると思いながら振り向けば、そこに居たのは我らがドブ姫。そそくさと時間割ターミナルの前に立つと、慣れた粗雑な動作でガチャを回した。

【飯いい倉くらレナ　時間割六連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『物理』

　　　　Ｃ『物理』

　　　　Ｃ『数Ｃ』

　　　　Ｃ『数Ｃ』

　　確定枠『球技大会でよかったね』

　　確定枠『球技大会で安心した？』



　うわあ。時間割に煽あおられてやがる。

「なに？」

「ひぇ」

　ちらっと見てしまったのに気づかれたのか、やけに鋭い目で睨にらまれた。

「まあまあレナちゃん、球技大会参加出来て良かったじゃないですか」

「は!?　ふつーだから！　慰めんのやめてよ華か恋れん、あったま撫なでんな！　なにその目！」

　いやーしかし、物理二連続からの数Ｃとか心折れるわ俺だったら。つか、数Ｃって三年生で習うヤツだよね？　あれ、違う？　そもそも数Ａで怪しい俺だったら死ぬよね？

「ドブ姫はやはりドブ姫か……」

「高レアって濃いな。我らが癒やし枠みらいちゃんといい、第六天魔王和かず光みつといい」

　おい和光、お前いつの間にか本能寺で焼き討ちされそうな渾あだ名なが付いてるぞ。

「……でも高レアが濃いってわけじゃねえよな」

「ああ、食に愛を捧ささげた某デブとかあいつコモンだもんな」

「コモンだと、豪運雑魚の矢や内ないも居る」

「おい待てコラ誰だ言うに事欠いて豪運ザコとか俺のこと言い始めてんのは！」

　許さねえぞクラスメイトだからって！

　全員今日の球技大会で不慮の事故確定だからな覚えてろよ……！

「でもその第六天魔王いないな」

「普段はもう教壇で高笑いしている時間なのにな」

　ヤツは死んだよ。騒ぐクラスメイトたちを無視して、俺も時間割ターミナルでガチャを回す。今日こそまともな授業が出ますように。

【矢や内ない総そう流りゆう　時間割六連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『準備運動』

　　ＳＳＲ『ラジオ体操第一』

　　ＳＳＲ『ラジオ体操第二』

　　ＳＳＲ『ラジオ体操第三』

　　確定枠『球技大会』

　　確定枠『球技大会』



「わー、期待できますね矢内くん！」

「一年三箱目の未来は、お前にかかってるなァ」

　──噓うそでしょ？





　†　†






「ほ、ほんとにエンドレスラジオ体操させられるとは……」

　一回終わったらそれまでかと思ったらあのクソ授業、時間いっぱいひたすらラジオ体操ループとかここが地獄かよ。腹筋どころか全身痛めつけられるとは思ってなかったよ。

　時は進んで昼休みの終わり。球技大会開始直前。

　和かず光みつもいなければみらいも珍しくどこかへ消えた。挙句徳とく盛もりも見当たらないので、仕方なく俺と華か恋れんは二人で園庭に向かっていた。

　有事の際の貯水池にもなっている園庭は若干窪くぼんだ形に作られており、俺は華恋と二人で河川敷の階段のような石の段差を少し降りて、全員が集まっている方へ。

　さあ、今週最後の授業でありイベント、球技大会の始まりだ。

　既に生徒は殆ほとんどが揃そろっているようで、学年ごと、箱ごとに粗方固まって雑談に興じているようだった。教師陣もそろそろ来る頃だと思うのだが、さて。

「みんな居るといいんですけど」

　隣で唇に手を当て、きょろきょろと仲間たちの姿を探す華恋は既に体育着姿だ。

　にしても、徳盛にしろ飯いい倉くらにしろ和光にしろみらいにしろ、目立つ方だからすぐ見つけられると思ったんだが見当たらないな。

　……ん？

「あ、なんかうちの箱クラスの赤あか荻おぎくんたちと、一箱目の人たちが揉もめてますね」

「野や次じ馬うましに行くか」

「止めるのではなく!?」

　園庭の人工芝を踏みしめて、さかさか歩く。二箱目の連中の隙すき間まを縫いながら向かった先に、問題の集団は居た。

　赤あか荻おぎくんを筆頭とした三箱目の問題児どもと、見たことのない一箱目の生徒たちがやいのやいのと騒いでいた。殴り合いにでもなってくれればトトカルチョも出来るんだが。

「なんで揉もめてるんでしょうね」

「あいつらがクズだからじゃない？」

「でも矢や内ないくんはここに居るじゃないですか」

「お？」

　……華か恋れんさん？　どゆこと？

　俺が虚を衝つかれている間に、一箱目のヤツが赤荻くんに口角泡を飛ばして文句を言う。

「だから、幸こう田だってヤツを出せ！　ぶっ殺してやる！」

「なんでお前らのためにわざわざ俺たちが動かなきゃならないんだよ！」

「三箱目のヤツだろ!?　散々無礼なことを言われたんだ！　落とし前を付けさせろよ！」

「そんなの勝手にテメエらで幸田を探せばいいだろうが！」

　……見知ったヤツのせいでした。

　和かず光みつてめ、今度は何をやらかしたんだよ。

「三箱目の総意を伝えてきただけだよ。なんであそこまで怒っているのか、僕には理解が出来ないな」

「でやがったなたいていの元凶」

　振り向けば、ヤツが居た。

　相変わらずロン毛を爽さわやかに搔かき上げて、小バカにしたような冷笑を引っ提げて。……こいつが何を言おうが、内容に限らずムカつくよな。分かるよ一箱目、きみらの気持ち。

「幸田くん、一箱目に何を言ったんですか？」

「なに、敵部隊に挑発を入れてきただけだよ。華恋ならこの戦術的な意味が分かるよね」

「なるほど！　策なら仕方ありませんね！」

　仕方ないわけあるか。和光、華恋の扱いうますぎでは。

「俺は騙だまされねえよ。どんな悪口雑言をばらまいてきやがった」

「本来、昨日はみんなで集まって他箱向けの妨害工作を話し合いたかったんだけどさ。誰かさんのせいでおじゃんになったから一人でやったんだよ」

「お前ほんとうにお祭り野郎だな……で？　どれだけキレさせるような文言だったんだ」

「や、本当に大したことは言ってないんだよ」

「早く言え。一言一句間違わずにな」

「えー。言い出しはどうだったかな。あ、そうそう、『愚かなる一箱目の蒙もう昧まい諸君──』」

「出だし！」

「『──きみらのような雑兵に、この球技大会を制することなど出来るはずがない。園庭でその情けない生き恥を曝さらけ出すよりは、そのクソ溜だめのような箱にがん籠ごもりして、我々の崇高なイベントに顔を出さないことを勧める。きみらのようなド低能にも文字が読めることを信じて。三箱目より』と、こんな感じかな」

「お前そんな文章書いておいて『なんであそこまで怒っているのか理解できない』とか言っちゃってんの!?」

「球技大会に出てきたってことはあの愚劣どもは文字が読めなかったってことだろう？」

「読めても従う訳ねーだろテメエの文言なんぞに！」

　こいつの脳みそは本当にどうなってるんだ。

「あ、出やがったな幸こう田だ和かず光みつ！」

「本当だ！　出てこい！」

「謝れ！　そして死ね！」

　俺と和光の会話が聞こえたのか、一箱目の連中がニワカに騒ぎだす。

　しかしなんでアレが和光の仕業だって分かったんだろうな。何いずれにせよ、このまま球技大会が始まったら険悪なんてもんじゃないし、この先の学園生活にも支障が出る。

「和光、謝ってこい」

「仕方ないなあ。謝ってくるかあ」

　どん、と背中を突き飛ばすと、そのまま和光は一箱目の目の前へとちんたら歩いていった。ポケットに両手突っ込んでだらだら歩いている時点で謝る気あるのか不穏なんだが。

「来やがったな！　中なか島じまの言う通り、やっぱりあれはテメエが書いたんだろ！」

「そうだそうだ！　謝れ！　なんつー……なんつーただの悪口を！」

「どうしたらあんな人を人と思わない文が書けるんだ！」

　中島、って飯いい倉くらに振られたあいつか。……またあいつかよ。

　和光は、口々に文句を言う面々十数名をぐるりと見わたしてから、ようやく口を開いた。

「どいつもこいつも無料ガチャから出てきそうなツラしやがって」

　謝る気ゼロだった。

「お前コモン、お前コモン、お前アンコモン、お前コモン。で、僕ＳＲスーパーレア」

　次々に人を指さしてはわざとらしくそんなことをのたまい。

「身の程を知れよ」

　演劇で見せるような大仰な動作で言葉を続ける。

　そして、そんな和光の明らかな挑発行為に我慢ならなくなった一人の男子生徒が叫んだ。

「おい！　幸田ァ！」

「なんだそこの……なんだお前。一回の十連で二度は出てきそうな顔してるね」

「ひどすぎる!?」

「きみらなんて束になってかかってきても僕のレベルが１，２個上がるのがせいぜいだろ」

「ぐ、ぅ、うううう！」

　おい、男子生徒悔しくて泣きだしちゃったぞ。

　そんな彼を見下して和かず光みつは、

「泣き顔のお前が新登場しても需要ないね」

「追い打ちすぎる！」

　精神がボロボロに破壊された男子生徒は、周りの仲間に連れられて引っ込んでいった。

　和光は満足そうに踵きびすを返し、俺たちの方に戻ってきて、

「謝ってきたよ」

「誤ってきたな!?」

　なんなら俺らのクラスのコモンやアンコモンの生徒も傷ついた顔してるわ！

「ったく、これで揉もめ事ごと起こしたら本当に許さねえぞテメエ」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　揉め事を起こすのはきみだろう？」

「お前が持ってきた爆弾を俺が処理させられてんだよバカが！」

　既に滅め茶ちや滅め茶ちや周囲からにらまれてんじゃねえか！

　和光一派みたいに思われてるよこれ絶対さあ！

「矢や内ないくん、矢内くん」

「ん？　華か恋れんか、どうした？」

「大丈夫ですか？」

　は？　何が？

　俺の袖そでを引いていた華恋の顔を見れば、なぜか心配そうな顔をしてこちらを見つめていた。……今なんか心配されるようなことあった？

「え、いや、矢内くんもコモンだし」

「お、喧けん嘩かなら買うぞ？」

「違います違います！　だってさっき幸こう田だくんが」

「あいつは後で殺すからいいよ、どうせ和光だし」

　そう言うと、華恋は何な故ぜか妙な納得した表情で頷うなずくと。

「……レアリティとかそういうのを気にしないから幸田くんと仲良くいられるんですね」

　レアリティで優遇されるのなんて進路くらいのものだしな。

　人間としての潜在能力が格付けされてる、なんて言われてるけど、それと友達付き合いは関係ねえ。と、諸悪の根源は俺の方を振り返って。

「僕たちはその一箱目との試合が最初だってさ。パニーニみたいにぶっ潰つぶしてやろうよ」

「すでにあちらさんのメンタルはホットサンドばりにぶっ潰れてるだろうがな……」

　球技大会は、まず学年ごとのリーグ戦で行われる。

　競技種目は当然ガチャで決めるため、何になるか分かったものではないので。

　一試合ずつ試合をしたのち、勝ち点の多い箱が決勝トーナメントで他学年と試合をする。

　一年生代表対二年生代表

　その勝者対三年生代表

　という塩あん梅ばいだ。もしやたらと試合時間が長い球技になった場合はその都度修整が入るらしいが……おそらくは試合時間の短縮とかそういうものじゃないかな。

　俺たちが狙ねらうのは間違いなく優勝。そうすれば、優勝賞品であるＵＲウルトラレア優待チケットをクラス全員が手に入れられる。

　準優勝はダメだ。あれはいただけない。

「……殺し合いになるからな」

「何がですか？」

「いやほら、準優勝だとクラスで唯一、ＭＶＰしか優待ガチャ引けないだろ？」

「なるほど、死合ですね」

　譲渡なんざできないからな。とりあえず袋ふくろ叩だたきになるよな、うちの箱。

　第一試合の一箱目対二箱目は『タグラグビー』に決まり、そこかしこで「タグ！」と言う宣言が聞こえてくる。しかしこの球技大会種目ガチャ、ルール分からんヤツになったら災難だな本当に。なにせ、だ。プレイヤーもガチャで選出されるのだ。

　そもそも俺たちの箱に限らずこの学園でクラスが〝箱〟と呼ばれる所以ゆえんはボックスガチャにある。俺たち生徒はさながら、レアリティの振り分けられた実装物。相手クラスが種目に応じたプレイヤーの数だけ、クラスボックスガチャを引きメンバーをそろえる。タグラグビーなんてプレイヤーが多い種目な分、運動が苦手なヤツに偏ったら大惨事だ。

「……しかしタグラグビーなんてマイナーな競技が出てくる辺り、この球技大会本当に何を引いてもおかしくねえな」

「お兄ちゃんが引いたら大変なことになるかもねー」

「笑えないから勘弁してくれ……って、お前いつの間に」

　試合が始まっている園庭から少し離れて、校舎付近の芝生から観戦していると、三箱目のいつものメンバーがわらわら集まってきた。

「タグラグビーってなんだっけお兄ちゃん」

「全員が腰にひらひらしたタグ付けてて、防御側はタックルの代わりにそのタグを奪うことでランを止められる──それ以外のルールはある程度簡易化されたラグビーだよ」

「お兄ちゃんってマイナースポーツ死ぬほど詳しいよね」

　興味なさそうに頷うなずきながらみらいは俺の膝ひざを枕まくらにして転がり始めた。

　ほっとくとこのまま寝そうだな……。

「ところで矢や内ない妹、手て筈はずは整っているかい？」

「ばんじおーけー」

　恒常ガチャで出した紙パックのアップルジュースを飲みながら、和かず光みつがみらいに問いかける。笑顔でＯＫサインを出した彼女に鷹おう揚ように頷うなずくと、今度は華か恋れんとアイコンタクトを取っていた。……ちょい、待て、おい。なんの合図だ。

　気づけば全員の視線が俺に集中していた。

「さて総そう流りゆう、準備は出来ているかい？」

「は？」

「れなちぃに謝る準備だよ、お兄ちゃん」

「え、ここでやんの!?」

　慌てて立ち上がる俺に、和光は首を振った。

「球技大会中にその機会を設ける。下準備は万全だ。いいね？」

「なんでお前がそこまですんのか結局分からんままだが……分かったよ」

　感謝、しなくもない。裏で何考えてんのか知らねえが。

　素直になる、かっこつけない、か。……ある程度、自分の中でやることは纏まとまってきていた。そうだな、筋を通すためには、ああするのが一番いいだろう。

　と。みらいが誰かを見つけたようで手を挙げる。

「れなちぃ、こっちこっちー。うっわー、なにその新種の狂気系ホラーみたいな顔ー」

「バカまずいジュース引いただけだよ。うぇ……」

　のっけから不ふ憫びんだった。

　……と、とりあえず、どうしよう。なんかこう、会話のきっかけでも作れれば。

「お、おう飯いい倉くら、なに、まずジューなの」

「は？　話しかけてくんなよ」

　ひぇ。何が纏まってるだよビビるな俺。

「ちょ、ちょっとくれよ」

「なに、お前そんな趣味あんの。別に喉のど渇いてないし、じゃあ全部飲めば」

　総流はまずジューを手に入れた！　……あっさりくれて一瞬で会話が終わった。下手に嚙かみつかれるより淡泊で切ない展開では。これじゃあただ不ま味ずくて要らないものを押し付けられただけじゃないか。ちくしょう。まっず。

　なんか隣を見たら、華恋がめっちゃいい顔でサムズアップしていた。これは、よくやった、と取っていいんだろうか。うん、俺頑張ったよ。

　俺とは反対側、華恋の隣に腰かけた飯倉は先ほどから試合を眺め始めた。

　と、俺の斜め前でモアイ像のようにしーんとしている巨漢がいることに気が付いた。

「……ところでなんで徳とく盛もりはこんなに静かなんだ」

「食券ガチャを五連しか回せてないからだね」

「俺なんて昼飯抜きなのに……」

　おのれ幸こう田だ和かず光みつ。まるっとすべて回収するなんて暴挙に手を染めて。

　とはいえまあ、太さは保っているからいいか、徳とく盛もりに関しては。

　俺なんか昼飯も食べてないし、ラジオ体操のせいでだいぶ疲労があるんだが……。

「そろそろ決着がつきそうですね」

「一箱目が勝つみたいだね」

　ふと隣を見やると、華か恋れんと飯いい倉くらが言葉を交わしていた。

　よくわからないが、確かにあの様子だと点差的に一箱目が余裕の勝利を収めそうだ。

　というのも、数人やたらと目立つヤツが居る。

「あ、中なか島じまくんだ」

「……総そう流りゆう、あいつと知り合いなのかい？」

「知り合いってわけじゃねえけど……」

　ちらっと飯倉の方を見る。一切俺たちのことなんか気にかけていないようで、視線は試合に向いたままだった。和光に目を戻すと、「なるほど」と頷うなずいた。察しがいいな。

「中島くん、お前の出した挑発文をお前の仕業だと見抜いたらしいぜ」

「ふーん。見抜いたというか、僕に擦なすり付けたかっただけっぽいなそれは」

「的中しちゃってたら無意味では」

「まあ所しよ詮せんはただのＳＲスーパーレアだし、僕に何かできるとは思わないけどね」

「……お前こそなんか知り合いなの？」

「高尚なＳＲ同士仲よくしようみたいなこと言って絡んできたつまんないヤツってだけ」

「それで擦り付ける云うん々ぬんって完全に恨まれてんじゃねえか」

　なお、ここに居るもう一人のＳＲは俺を枕まくらにして既に寝始めていた。

「……んにゃむ……お兄ちゃん、お腹なか空すいた……」

「はいはい、お昼は過ぎたばっかりですよー。っつかお前、人を枕にして寝るな」

　晴れ渡った陽気、昼下がりの穏やかなそよ風、柔らかな芝生と三コンボも決まれば眠くなるのも分からなくはないが。にしたって人の膝ひざを枕にして勝手に寝るんじゃないよ全く。こいつは本当に……仕方ないヤツだ。軽く頰ほおを撫なでながら顔にかかってしまっている髪をそっと払ってやると、満足そうに再度すうすうと寝始めた。

　試合前には起きてくれよ頼むぞ……。

「矢や内ないくん」

「どうした？」

「本当に、血は繫つながってないんですよね？」

「繫がってないけど。どうした？」

「……」

　哲学者のような難しい顔をして華恋は試合の方に目を戻した。

　顔立ちの違いを見れば、本物の兄妹きようだいでないことくらいは分かりそうなもんだが。

　てゆか本当の兄妹だったらむしろ年齢的には姉弟きようだいだしな。誕生日みらいのが早はえぇし。

「え、血つながってないの？」

　そこで予想外の食いつきを見せたのは飯いい倉くらだった。

　普段の悪態をも忘れたのか、目をまんまるにして驚いている。

「いや何でお前が知らないんだよ。俺一人っ子だったろ」

「……は？　なんでお前のそんな詳しい家庭事情とか知らなきゃいけないわけ？」

　やっべ地雷踏んだ。なんで過去をここで掘り返した俺。

「いや、ほら、違う。えーっと、みらいはだな」

「なに」

「受験日にな」

「受験日」

「幸運科試験ガチャで引いたＳＲスーパーレア義妹だ」

「ＳＲ義妹」

「なんかその日のうちにやってきた。三つ指ついて」

「……はぁ!?」

　許容量を超えたのか、飯倉の返事に若干の間があった。

　いやまあ、分かるよ。その気持ち。俺もＳＲ義妹なんていうよくわからないものを引いた時は目が点だったから。しかも誕生日は俺より早いとか。妹でいいのお前？　みたいな。

　でも三か月も同居が続くと慣れるもんでなー……。

「え、なに、このべったりな関係が三か月で構築されてんの？　なにそれ。いやいや、は？　ありえんありえん。なんだそれ」

「私は知ってましたよ！」

　混乱状態の飯倉に、なぜか胸を張って答える華か恋れんだった。

　すると、何な故ぜか飯倉の方を見ながら和かず光みつが、

「華恋と総そう流りゆうって意外と仲いいんだね。やっぱりクズ同士通じ合うものでもあんの？」

「矢や内ないくん、幸こう田だくんの背後から不意を討つ際は是非そのお役目を私に。銅ど鑼らの音に合わせて林から飛び出しますよ！」

「げぇ、華恋!?」

　和光は、赤壁から幾度も敵に追い詰められて、ようやく助かったと思ったところで一番やばいヤツに遭遇した曹そう操そうのような顔になった。

「ふん」

　そしてついでに飯倉がなんか不機嫌になってらっしゃる。……どう謝ったもんか。

　と、そんなことをしているとホイッスルの音が園庭中に鳴り響いた。

「あー、やっぱ一箱目が勝ったかー」

「これで僕らが負けたら一箱目に優勝取られる可能性が上がるからね。潰つぶすよ」

　和かず光みつの言葉に全員で頷うなずく。ぺちぺちと頰ほおを叩たたいてみらいを起こしてから、腹が減って動けない徳とく盛もりを蹴けり飛ばして園庭へ。急げ、急げ。

「なんでそんなに急ぐんですか？」

「そんなの当たり前だろ」

「疲れてるところを狙ねらうからさ」

　流石さすがは和光、分かってるじゃないか。

　なるほど！　と頭の上に電球でも浮かべそうな勢いで納得した華か恋れんも続く。

　最後に残った飯いい倉くらが、盛大にため息を吐ついて呟つぶやいた。

「クズばっか」

　そんなこんなで、二箱目がぞろぞろと出て行く園庭に、入れ替わりでやってくる。

　すると、俺を含めた六人を見た一箱目の連中が揃そろって苦い顔をした。

「で、出た……」

「三箱目の極悪集団だ……」

「ＵＲウルトラレアの為ためなら人殺しも厭いとわないらしいぞ」

「特にあのＳＲスーパーレアの幸こう田だってヤツは例の手紙を書いたクズらしい」

　めちゃめちゃ噂うわさになってる上に、和光なんかと一緒にされてて物もの凄すごい心外である。

　人殺しなんて物騒なことするわけねーだろうが。

　ひそひそと、しかし明確にこちらを見て噂うわさ話ばなしを展開する連中を一睨にらみ。

　全員にメンチを切られた。

　怖いので和光からちょっと離れる。ほ、ほら、俺はこのクズ集団とは違いますよー！

「あれ、豪運ザコの矢や内ないじゃね？」

「コモンの癖に調子のってる、幸田の腰ぎんちゃくって中なか島じまから聞いたぞ」

「超かわいい妹を無理やり手て籠ごめにしてるらしいぜ」

「またクズかよ……」

　ほっほーう。

　ほ、ほ───う。

「おい和光、作戦は？」

「鏖みなごろし」

「最高」

「……えーっと、じゃあちょっと種目ガチャ引いてきますね」

　と、隣で頰を搔かいていた華恋がそう言った。なんで華恋が？　と彼女の方を見ると、華恋が見せてきた携帯端末ＰＧＴに『貴女あなたが種目決定者です』とポップアップ通知が。

　すぐ戻りますからー、と華か恋れんは園庭中央にある石作りの舞台上に登っていった。

　この園庭は文化祭の際などに野外ホールとして使われることもあるため、その舞台はそこそこでかい。見上げればすでにそこには一学年担任の教師が揃そろっており、一箱目の担任教師がマイクを握ってやけに生き生きと実況をしているところだった。

『さてさて、第一試合となる一箱目対二箱目の試合は我が一箱目が勝利を収めました！　続く第二試合に勝利すれば、わが一箱目は決勝トーナメントへの進出に一気に近づきます！　しかあし！　ここで敵に回るのが、極ごく悪あく非ひ道どう跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こ魑ち魅み魍もう魎りようの三箱目！　彼らの人を人と思わない悪あく辣らつな手口を躱かわしきり、優勝を勝ち取ることができるのかああああ！』

　誰かあのババアの実況をやめさせろ！

　身内贔びい屓き甚だしすぎるだろう！

　同感に思ったらしい三箱目の仲間たちが、「消えろ！」「死ね！」と思い思いに石を投とう擲てきする。華恋に当たらないようにしろよ。

『いて!?　う、漆うるし原はら教諭！　止めなくていいんですか!?　生徒たちのこんな酷ひどい行いを！』

『あー、おほん。お前ら、投げるなら痛いだけの石じゃなくて、腐った牛乳とか潰つぶれたカメムシとかにしろ』

　腐った牛乳と潰れたカメムシが一箱目の教師に投擲され始めた。

　どこにあったんだ。

「僕が引いたよ」

「大概の悪事はお前に集約されるよな」

『ちょ、やめ、くさ!?　くっさ!?　こ、これが三箱目です！　一箱目のみなさん！　絶対に負けないで！』

「じゃあ引きますねー」

『なんでこの状況でものっそいナチュラルな微笑ほほえみを浮かべられるんですかね三箱目の生徒って!?　どうぞ、もう好きに試合決めてください！』

　壇上に立った華恋が、上空に投影されたホログラム映像を見上げながら、設置されたターミナルに触れた。どんな競技になるんだろうか。ガチャ演出が回転し、現れたのは──。

『さあ、気になる一箱目と三箱目の試合、その種目は───────『蹴け鞠まり』!!』

　けまり。……蹴鞠!?
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　ぽーん、ぽーん。ほどよく空気の抜けた、風船のような鞠が空を舞う。

　なんっだこれ。

『さー始まりましたー、球技大会第二試合ー、種目はーけまりー。実況はわたし、矢や内ないみらいー。解説にはー』

『姓は霞かすみ、名は浦うら、字あざなは華か恋れん！　蒼そう天てんに明日を取り戻すため、大地が呼んだ人中の武士もののふ。一年三箱目にその人ありと呼ばれたこの私が解説を務めさせていただきましょう！』

『わーわー。ところで一箱目の教師は？』

『一箱目贔びい屓きなので斬きり捨てました。さて三箱目のオーダーを読み上げていきましょう！』

　実況席は賑にぎやかだなー。つーか乗っ取ったのか。なんてヤツらだ。

　その反面。園庭で蹴け鞠まりをする面々は割とこう、無の境地に達している。

　とりあえず鞠を地面に落とさないように各々が蹴けり上げるだけだしな。

　園庭を二つのエリアに分け、俺たちは東側、一箱目は西側を使って円を作って鞠を蹴るだけだ。これでどう勝負を決めろというのか、よく分からん。

　そもそも蹴鞠って勝負するもんじゃねえだろ。

『三箱目のオーダーはこちらー。


　　ＳＳＲ『飯いい倉くらレナ』

　　　ＳＲ『幸こう田だ和かず光みつ』

　　　ＵＣ『萌もえ黄ぎ野のあかり』

　　　ＵＣ『赤あか荻おぎ翔しよう太た』

　　　　Ｃ『矢や内ない総そう流りゆう』

　　　　Ｃ『遠とお山やま徳とく盛もり』



　なかなかバランスが良いんじゃないかなー』

『みんな運動は苦手じゃないメンバーですね！　一箱目は中なか島じまくんを初めとして全員が男子生徒。それも大半が運動部というメンバーなので、対等に戦える面々を引けて良かったです！　さあ、頑張ってください！』

『えーっと、相手チームよりも長く蹴り続ける。先に地面に落とした方が負けだってー。コツとかあるのかなー』

『分かりませんね！』

　おい解説仕事しろ。

『長く蹴ればいいので、一回一回派手に蹴り上げればいいのでは！』

『木より高く蹴っちゃいけないらしーよ』

　うは、気が遠くなる作業だなー。

　ちらりと一箱目の方を見れば、向こうは向こうでちゃんと鞠を蹴り続けているようだった。真面目まじめでいいことだ。こっちときたら、和光を筆頭として「こんなこといつまで続けんだよ」って空気が蔓まん延えんしているというのに。まあ、かくいう俺もだが。

「あー、だるっ」

「ちょっともどかしいよね」

　早くも三箱目の中に流れ出す倦けん怠たい感かん。

　実際、ちまちま鞠まりを蹴けり続けるなんてことをこいつらが続けられるわけがねえんだよな。向こうはなんか和気あいあいとやってるからしばらく遊んでられそうだが。

　……仕方ない。

『あれ、お兄ちゃんの様子が』

　ちらりと和かず光みつにアイコンタクトを送る。ヤツは頷うなずいた。よし。

　和光からちょっと離れたところにスペースを空けてパスを出す。

　それを、和光は鋭いボレーシュートで蹴り飛ばした。

『おーっと。お兄ちゃんの暴投ならぬ暴蹴かと思われたパスがつながり、幸こう田だくんが一箱目の生徒の顔面にシュウウウウ！　ものの見事に突き刺ささり、一人を亡き者にしましたー』

『うわー。三箱目がクズの汚名を返上するのは今回も無理そうだねー』

　見知らぬ男子生徒の顔面から跳ね返ってきた鞠は飯いい倉くらの方へ。

「なるほど」

　飯倉は一つ呟つぶやくと、ダイレクトで別の生徒の顔面に蹴け鞠まりを放った。

『続くようにれなちぃもコンボー！』

『これは格ゲーなら２ＨＩＴ！　とか書かれるヤツですね！』

　一箱目の中なか島じまくんがぶちきれる。

「な、なにをするんだお前ら！」

　そりゃあ。と言う前に飯倉が。

「こんなちまちまやってられるわけないでしょ」

「相手の選手がいなくなれば」

「俺たちの不戦勝だ」

　つまりはそういうことだ。

　飯倉が昏こん倒とうさせた生徒の顔面から返ってきた鞠をレシーブ。

「悪魔だこいつら……」

「全員笑ってやがる……」

　さあ、あと四人だ。

　なんだ簡単じゃないか、ひたすら玉を蹴り続けるなんて面倒なことをしなくても敵を軒並み昏倒させれば勝利。あっはっは、蹴鞠さいこー──ぶべ!?

「な……なにを……」

「気づいたんだけどさ。万が一にも僕たちが準優勝止まりだったら、ＵＲウルトラレアガチャ引けるのはＭＶＰの一人だけだよね？」

　こ、こいつッ──！

「だからって今チームメイトの顔面にぶつけるバカがどこに居まぶぼらべ!?」

　い、飯いい倉くらさん……？　貴女あなたのオーバーヘッドが俺の顔面に……。

「確かにＭＶＰなんて、まともに試合出来てる人間が一人なら関係ないか」

「ふっ、ＳＳＲエスエスレアは気づくのが早いか。だが、勝つのは僕だ！」

「格の違いを見せてあげるよ、幸こう田だ」

「貴様らああああぁあああぁあああぁあああ！」

　和かず光みつどころか飯倉までも！　仲間の顔面にボールをぶつけるなど！

　仲間をなんだと思ってるんだ！　ぶっ殺してやる！

「そう怒るなよ総そう流りゆう。あと──」

　俺がヤツの顔を狙ねらって跳ね返した蹴け鞠まりを、オーバーヘッドで受けながら和光は言った。

「──お前のこと、チームメイトだなんていつ僕が言った？」

「ちぃくしょおおおおぉおおおぉおおお！」

　ヤツのオーバーヘッドシュートが、俺の顔面に突き刺ささった。

　ぜったいにゆるさねえ……。
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　目が覚めた。ここは……球技大会のために設置された医療テントの中か。

「気が付いたか、総流」

　隣のベッドに和光が寝ていた。顔めっちゃ腫れてる。

「何か言うことがあるよな、和光」

　遺言とかな。

　拳こぶしを握りしめて問いかけると、和光は少し考えて、ああ、と気付いたように。

「勝ったよ」

「違うな!?」

「中なか島じま含めて相手は全員昏こん倒とうさせたよ」

「俺もな!?」

「次勝てば決勝トーナメント進出だよ？　何を怒る理由がある」

「むしろなぜ俺が笑って許すと思った!?　って次勝てば!?　俺が寝てる間に何試合こなしたんですかねえ!?」

　あのタイミングで俺を倒すことになんの意味もありませんでしたよね!?

　ただただお前が面白いから俺にぶつけましたよね!?

「二試合やったよ。両方とも飯倉が一人で片づけてくれた。バレーは名レシーバーだったし、サッカーは凄すごいスコアラーっぷりを見せてくれた。やー、流石さすがはＳＳＲだね」

「じゃあお前はなぜ寝てるんだ」

「三箱目が結託して僕を裏切った。まさか味方から連続でファウルを食らうとは」

「自業自得すぎる。しかし、飯いい倉くらが活躍、ねえ……」

　しばらく、二人でぼうっとテントの天井を眺めていた。

「──総そう流りゆう」

　と。ぼけーっとしていた俺の隣で、和かず光みつが声を飛ばしてきた。ちらりと横目で確認すれば、あいつも特に体を動かすことなく、言葉だけが俺に向けられていた。

「お前はどうしたい？　最初、お前がこの作戦に乗った動機はただの強制だった。僕がそうした。その結果として、現状がある。……お前は、どうしたい？」

　ふわふわとはっきりしない現状。結局分かったのは過去に起きた出来事が飯倉を傷つけたことと、勘違いした挙句さらに彼女を傷つけたこと。……そして詫わびようにも、俺には何が悪かったのかいまいち理解できないでいること。なら、まずは。

「俺は、詫びたい。あいつに、謝りたい。何が悪かったのかも覚えてねえんだ。ならまずは覚えてないことを詫びたい。でないときっと、昨日のことさえちゃんと謝罪できない」

「それはお前が過去を清算したいってことでいいのかい？」

「そうじゃねえよ。それじゃ筋が通らねえだろ。俺が謝ったところで、あいつが受けたらしい心の傷がどうなるか、それはあいつ次第だ。どんな裁定が下っても甘んじて受け入れるし、背負う。それでこそ筋の通った道理ってヤツだろう」

「お前がたまに口にする〝筋〟って面倒くさいよね。任にん俠きよう？」

「うるせえなあ!?　昔の仲間の受け売りだよ。間違ってると思ったことに正直になる。それが筋を通すってことだってな」

「他人の間違いを指摘するのは簡単だけど。なるほどね。自分の間違いを認めるのは、案外難しいことだ。……なら今回は〝筋を通す〟べき案件か」

「……まあ、そういうことになるが。なんで今この話を？」

「いやなに、球技大会この後にクライマックスだし、少しは話しておこうと思ってね」

　何を？　と顔をあげれば和光は珍しく爽さわやかな笑みを湛たたえていた。

「入学してからこの一か月、楽しくて仕方がなかった。そりゃあピザ窯にブッ込まれたりデブに潰つぶされたり色々あったさ。けど、凄すごく楽しかった。楽しかったんだ。でもね、総流」

「──いや、皆まで言うな。分かってるさ」

「なに？」

「知ってんよ。なんだかんだ、お前が本気で飯倉と──俺のことも考えてやってくれてるってことは。少々過剰だとは思うけどな。正直に言ってしまえば感謝はしてるんだ。お前らとつるんでて楽しいのは、何もお前だけじゃねえ」

「そうか」

　こそばゆそうに笑った和光の声が、テントの中に響く。

「今回のドキドキ飯いい倉くら大作戦の目的は、聞いておくかい？」

　……。

「いや、それもやめておく。信じてんぜ、お前のこたぁ。これでも」

「そうか」

　よっこいせ、と立ち上がる。和かず光みつを置いて外に出ようと思った、その時だった。

　校内放送がかかり、生徒会運営チームから球技大会についての話がある、とか。

「……ふむ、どうやら全校招集でもかかりそうだね。行ってみようか」

「お、おう」

　生徒会運営チームという名前を聞いて、すぐさま何かを考え始めた和光。

　頭脳労働はあいつに任せることにして俺も和光の後を追った。

「あ、矢や内ないくん！　幸こう田だくん！」

「ん？　ああ華か恋れんか」

　背後からの声に振り向いてみれば、そこには息を切らした華恋が居た。どこから走ってきたのか知らないが、それなりに疲労しているようで。和光も俺も足を止め、彼女の息が整うのを待つ。軽くアイコンタクトを取っても、和光も何も知らないようだった。

「……はあ。二人とも、レナちゃん見てませんか？」

「飯倉？　いや、見てないが」

「これは予想通りかな？　総そう流りゆう、一応その場に向かうよ！」

「わかった。華恋、行けるか？」

「はい、大丈夫です！」

　生徒会運営チームと飯倉とくれば、俺も漠然と妙な胸騒ぎがある。ひとまずは情報収集だと、俺が外へと一歩を踏み込んだその瞬間だった。

　くら、と酩めい酊ていしたような視界のうねり。次の一歩を踏み出すはずだった足の消失。

「……え？」

　気が付いたら、俺という存在は。その場から姿を消していた。




「要らない幸運でも、結局幸運ではある。なら、ガチャを回す前に要らない幸運を不幸だと思う心構えが必要だ。頑張りなよ、総流」



















　幼稚園から小学校まで、あたしとあいつは同じ学校だった。

　もっと言うと、小学校四年生まではクラスも同じ。

　あたしは、ずっと昔から『疫病神』だの『幸運Ｅ倉』だのとからかいの対象で。

　今となっては幼少期の男子特有の「好意の裏返し」ってヤツだってことは分かったけど。でも、どんな時も不運が邪魔してどんくさくて周りに迷惑ばっかりかけてたあたしは、それが途と轍てつもないコンプレックスだった。

　だけど……あいつは、そう。

　あたしの不運を〝変な運の一種〟くらいにしか考えてなかった。あいつ自身にも変な運が付き纏まとっていたからだと思うけど、だからこそ、あたしにとっては。

　あたしの不運を、あたしのつらさを理解してくれる、唯一の味方だった。

　だった、のに。

『うわ、ついてねー……』

　小学校四年の終わり、そろそろ冬が終わるかもっていう割と寒い時期だった。

　その日、あたしとあいつは六時間目にあった体育の後片付けを二人でやらされていた。それというのもあたしがあいつと男女のペアを組まされた二人三脚で色んな不運が重なった結果で……また、あいつに悪いことをしちゃったって、辛つらかったし悲しかった。

　でも、これ以上迷惑をかけないようにって一生懸命片付けを頑張って、いろいろあったけどようやく終わって。そしたら、そこにその日最大の不運が待っていた。

　体育倉庫の扉が開かなくて、二人で閉じ込められちゃったんだ。

　あれがだれかの悪戯いたずらだったのか、それともあたしの不運が呼び込んだ偶然だったのか。それは今でもわからないけど、結果として扉は開かなくて、窓から脱出するのも無理な感じの設計で、もうどうにもならなかった。

　寒いし、おなかはすくし、寂しいし、つらいし、申し訳ないし。

　あたしは体育倉庫のマットに膝ひざを抱えてうずくまるしかなくて。

　ついてねー、と吐き捨てたあいつが、その時どんな心境だったのかは知らないけど。

　悪態の原因の一端はまず間違いなくあたしで。

　なんて言ってもどうしようもなくて、震える声で絞り出したのは謝罪の一言。

『ごめんね……ごめんね、そーりゅーくん……』

　それをどうとったのかは知らない。あいつはあたしをまっすぐ見つめて、それから目をそらして。独り言のように言ったんだ。

『まあこういう時、俺は望んでないラッキーが降りかかるから大丈夫だろ』

　……そう言われてみればそうだった。あいつがあたしに偏見を持たないで居てくれた理由。だけど、でも。それから時間が経たって、真っ暗で何も見えなくなって、不安で仕方なかったころになって、あたしを突き放したんだ。

『でもお前と一緒だとダメか』

　その時の胸の痛みを。信じてた人に裏切られた気持ちを、今も覚えてる。

「……ばっかみたい」

　あたしは、高校生になってまたしても、不運に見舞われていた。

　たった一人の体育倉庫。あの時と違ってバカは居ないけど、居てもいなくても同じだ。

　そのせいで昔を思い出してしまってさらに嫌な気分になって、携帯端末ＰＧＴを開いても圏外の表示で誰にも連絡がつながらない。……なんで、こんなことになったんだっけ。

　確か、ただグラウンド近くを歩いていたのに妙な幻覚みたいな、視界が突然ぐにゃってなって──気が付いたら、ここに居た。あれは、そう。体育の二人組ガチャとかで人に引かれた時によく似ている。……でもここには誰もいないし、気配もない。

　最悪だった。声を上げても、扉を叩たたいても音おと沙さ汰たなし。このままいつまで閉じ込められるんだろう。そう思うと不安で仕方がなくて。

　圏外の携帯端末ＰＧＴを開いて、ふとガチャのページを開いた。

　……ガチャは機能していた。ということは、圏外とはいえ学園の中ではあるらしい。

　何か、出るだろうか。脱出に使える、何かが。

「……あたしに、出せるわけない、か」

　今日のガチャポイント……園庭のゴミは残り一個。

　一回だけ、回してみようか。どうか、何か出ますように。

　いつものように箸はしにも棒にもかからない、無色のコモン演出が暗い部屋に瞬いた。





　†　†






　……さて、ここはどこでしょうか。

　周りを見渡してみても、目が慣れていないからか真っ暗くら闇やみ。

　一応、なんか部屋の構造的に見覚えがあるっぽいのと……そしてなんか見知った女の子が一人ちょこんと座っていた。

「……最悪」

「一言目がそれェ!?」

　飯いい倉くらは悪態を吐つくなり、体育マットの上に膝ひざを抱えて座り込んだ。

　そして無言。こっちを見ようともしない。……見られても困るんだけどさ。

　っつか、ようやく目が慣れてきたらどうにもここは体育倉庫のようだ。

　二人きりではあるけれど、っつかこいつなんでこんなところに居るんだ？

「…………出れないヤツ？」

「あたしが好きでこんなとこ居るわけないじゃん」

「デスヨネー」

　……閉じ込められている、と。

　こいつはあれか？　和かず光みつの罠わなってことでいいのか？

　携帯端末ＰＧＴを開いてみても、圏外の二文字でどうにもなりそうになかった。

　……しかしまあ、体育倉庫に二人っきりで閉じ込められる、か。

　運命的なものまで感じちゃうね。笑えねえよ。

　飯いい倉くらも俺も動けないこの状況は、逆に言ってしまえば一つの〝幸運〟ってヤツなんだろう。欲しくもなんともねえ幸運。いつもながら。

　……欲しくもなんともねえ、か。

　そうだな、望んでなかったとはいえ、これは幸運なのかもしれない。

　ちらりと飯倉を見ても、うずくまったままでこっちなんか見てくれない。

　話しかけるな。と、飯倉の顔にそう書いてある気がした。気がしたなんてもんじゃない、随分と鋭い眼光が、射殺すように俺を見据えている。

　こっちを見てくれただけでありがたい。

　俺は、謝ろうにも謝れない。なんでお前に嫌われてるのか分からない。なんでお前があそこまで怒っていたのか、うどん屋で泣くほどのことだったのか、分からない。

　だから素直に、それをまず謝らせてくれ。……声を絞り出す。

「飯倉。一つ謝罪させてくれ。こんなタイミングで言うことじゃないかもしれないけど。俺は、入学した時にお前に嫌われていた理由が、分からないんだ」

「は？」

「……だからすまん。本当にすまん。俺は過去にお前を傷つけたんだとしても、そのことについて謝ることすらできない」

　誠心誠意、頭を下げた。

　しばらくの沈黙。……顔をあげると、飯倉の表情は変わっていた。

　ありったけの憎悪を、込めて。

「ちょっと意味わかんない。あれだけのことをしておいて、覚えてませんっつった？」

「ああ。そのあれだけのこと、っていうのに心当たりがない」

「……ふざけんなよ」

　声が震えていた。だが、俺はもう一度頭を下げることしかできない。

「ふざけんなよ！　あたしは覚えてんの！　そうだよ、殆ほとんど状況は一緒だよ！　体育倉庫に閉じこめられて！　二人だけで！　あたしは……あたしはあの時ほんとに、ほんとに何にもできない弱いヤツで……だから、……だから……」

　泣きじゃくるように、飯倉は足を崩して顔を埋うずめた。くすん、くすんと嗚咽おえつも聞こえてくる。だが、逆に俺にとっては理解が出来なくなる事態だった。体育倉庫ってことは、やっぱり俺が覚えてる限り彼女との最後の出来事で。

「……体育倉庫？　……冬の？」

「そうだよ！　体育倉庫だよ！　あたしにとっては、矢や内ないだけが頼りだったんだ！　なのにお前は、あたしを突き放して！」

　すう、と息を吸って。ありったけの声量で飯いい倉くらは叫んだ。

「お前と一緒じゃダメだって、あたしの不運を突き付けたんだ！」

　しん、と。体育倉庫の中に、静寂が落ちる。

　……突き放した。お前と一緒じゃ、ダメだって。飯倉は、確かに今そう言った。

「……なんで、今こんなことを言わなきゃいけないの。あたしは……あのことが……昔は……ほんとに……今でも夢に見るくらい辛つらいのに……なんで……」

　ぐす、と目をこすって。俺に背を向けて、飯倉は。

　それきり、無言になってしまった。

「……そ、っか」

　そういう風に、取られていたのか。特異な運を持った仲間だ、って思っていたのは俺だけで。飯倉にとっては、唯一の味方だったわけだ。自分の運を客観的に見ることが出来ていたのは俺だけで。あいつにとってはただのひどいコンプレックスで。そんな当たり前のことを忘れていたから、俺のかっこつけた言葉はまるで伝わっていなかった。

　……これは、俺がクソですわ。

　まごうことなき、クソですわ。

　なら、もう。筋を通すためには、恥でも泥でもかぶるべきだろう。

「飯倉。聞いてくれ」

　返事はない。そりゃそうだ。でも、俺はさっきの飯倉以上にでかい声で叫ぶ。

「俺はお前のことが大好きだったので、そういう告白のつもりでしたごめんなさい！」

　しん、と。体育倉庫の中に、静寂が落ちる。

　それは何秒だったか。何十秒だったか。漠然と、ただ時間が過ぎた。

「…………………………………………………………………………………………は？」

　振り向いた飯倉は、すげえ顔をしていた。

　なんだろう、駄作映画を見終わった後のような顔とか、そんな感じ。

「え？　は？」

「や、はい。告白のつもりでした。精一杯の。だから振られたと思って、それで──」

「待って待って待って待って。どういうこと？　あれが、どうして、告白なの？」

　いや、だからな。

「お前と一緒だとダメだっつったのは、お前と居ることがすでに幸運だったから」

「えっと？」

「閉じ込められて強制的に二人きりっていう要らない幸運が既にあるだろ？　俺の運はそれで全部使い切っちゃってたから、『お前と一緒だとダメ』って言ったんだよ」

「……」

「飯いい倉くら？」

　問いかけると。彼女はブリキ人形のようにぎぎぎとこちらに顔を向けて。

「……え、じゃあ、なに。……その、あ、たし、と一緒に、居ることが、望んでない幸運──だった？　あまりにもあまりな結果過ぎて嚙かみ砕くだけてすらいないんだけど」

「じゃなくて。望まねえ幸運は大概俺にとって余計なお世話だから、つまりだな。純粋にレナちゃんと二人でちょっと嬉うれしいなーってところに〝閉じ込められる〟っていう余計なお世話アンド望まない幸運がぶっこまれて、めでたく俺の運は使い切られましたって感じです。解説めちゃめちゃ恥ずかしいな！　伝わってなかったって分かったらより一層！」

　一人で頭を抱えて、ご飯の妖よう精せいに惑わされた徳とく盛もりの如ごとくうねうねうねっていると。

「なんだそれ」

　小さく、そんな呟つぶやきが聞こえた。

「なんっだ、それ」

　吐き捨てるような、それでいて、なんだか熱のこもったそれ。っつか二度も言ったな。

「は、なんだそれ本当に」

　飯倉は俺からくるりと背を向けて、なんか袖そでで顔をこすり始めた。

　……え、泣くほど嫌でした!?

「それはあんまりでは!?」

「あたしの台詞せりふだよ。死ね。なんでそれ、なんでそれ五年前に言わないんだよ。ふざけんな、あたしがどんだけ、どんだけ傷ついたと思ってんだよ」

「……あ、あー。だから、本当に悪かった」

「分かるか……分かるかぼけぇ……。あたしにとっては、ほんとに、ほんとに運って切実で……あんたみたいに割り切れてなかったんだよ……そんな風に解釈できるもんか……」

「全部伝わってる上での告白決めたと思って一人で浸ってました」

　そこで、俺は飯倉に頭を下げた。派手な誤解の上に、彼女を傷つけてしまっていたから。

「本当にごめんなさい」

「ほんと死ね。ありえない。信じらんない。……だって……だって……」

　蓋ふたを開けば、真逆じゃんか……。

　そう最後に呟いて、彼女は蹲うずくまって何も言わなくなってしまった。

　……これで良かったんだよな。

　素直に、伝えた。かっこつけてない。きちんと、伝わっただろうか。

「おいクソ虫」

「五年前はお前の口からクソ虫なんて言葉が出てくるとは微み塵じんも思いませんでした」

「うるさい死ね。ほんと死ね。……ほんと、死んじゃえ……」

　涙を拭ふきながら、飯いい倉くらはゆっくりと立ち上がった。

　そして、俺の真正面に立つ。……こうしてみると、身長差開いたな。

　顔変わんねー。

「……絶対に許さない」

　……噓うそ、ものっそい凶悪になりましたね。

「ああ。五年間も女の子につらい思いさせたって気づいたんだ。一生、お前にしちまったことは背負い続けるよ。でなきゃ、筋が通らねえ」

「……ん、ならいい」

「へ？」

　飯倉は、そのまましれっと俺の横を通り過ぎた。……ならいい？　え、何が？

「大丈夫？　また誤解生んでたりしない？」

「いくらなんでももうしない。あんたもアホで、あたしもアホだった」

　声に振り向くと、なんだか懸命に扉を開けようとしているところだった。

　ふににににっ……とかちょっとかわいいボイスで開けようとすんのやめて。

　昔のお前を思い出しちゃうから。

「ちっ」

　舌打ちして扉に回し蹴げりを入れ始めた。俺の過去回想は早くも死んだ。

「マジで開かねえのな」

「ガチャ回そうにもポイントがないし」

　なるほど、その手があったか。なら、俺も死んだ和かず光みつからパクったゴミが一個だけある。

　携帯端末ＰＧＴを取り出して、恒常ガチャの画面を開いた。

　きっちり一個、残っていた。

「ワンチャンに賭かけるしかなさそうだ。狙ねらいは、ここの鍵かぎとか、こじ開けられそうなもの。……俺の運で大丈夫かなー」

　と、首を傾かしげながらガチャの実行ボタンを押そうとしたその時だった。

「待ちなさい」

「ん？」

　むんずと俺の腕を摑つかむ飯倉の手。……どした。

「あたしが回してもいい？」

　ドブ姫にあるまじき発言だった。俺が呆ぼう然ぜんとしていると、飯倉は胸に手を当てて、言う。

「なんか今のあたしならいける気がするんだ」

　……そう言って俺の顔を見た飯倉は、なんだか普段見るよりも険が取れたような感じになっていて。昔の柔和な雰囲気を、若干だけ彷ほう彿ふつとさせた。

「あんたが恥ずかしいこと言ったから、あたしも言うけど。今まで凄すごい嫌だった思い出が、勘違いで済んで。本当に良かったと思ってるんだ。許さないけど。絶対許さないけど」

「そ、か」

　それは、有あり難がたいというか。救われる思いだが。これとなんの関係が？

　問いかけると、飯いい倉くらは照れ臭げに頰ほおを搔かきながら。

「……こんな幸運、滅めつ多たにないんだよ」

「なるほど、な。お前が言うなら、よっぽどだ。確かに、今のお前ならいけそうだ」

「信じるんだ？」

「もとより俺は、お前の運に文句なんか言ったことねえよ」

　笑って見せると、「そう、だね」と小さく頷うなずいて。

「よし、行くよ」

「ああ、せっかくだ。見せてくれよ、不運なお前の幸運ってヤツを」

「任せて。こんな幸運があったなら、きっとこれからはもっと素敵な運が待ってるはずだから。……回すよ」

　ああ、いけ。行ってくれ。

　お互いに頷いて。飯倉は俺の端末の、ガチャのボタンを押した。

【飯倉レナ　恒常単発ガチャ結果】


　　　　Ｃ『ポケットティッシュ（一枚）』



「今のいける流れだったよね!?　ね!?」

　泣きそうな顔の飯倉がそんなことを言うので。

「きっとこれからはもっと素敵な運が待ってるはずだから……ドヤァ」

「ぶっ殺すぞ」

　飯倉は出てきたティッシュをくるくる丸めて俺の顔面に投とう擲てきした。ぺちってなった。

　煽あおるしかなかったんだ。すまない。

「……やっぱり今日のことは一発入れとかないと気が済まなかった」

「あの、この前も気になってたんですけど攻撃方法ドブガチャ投擲それでいいんですかね」

　知らない。と飯倉は顔を背けた。知らんのかい。

　……しかしこれ、閉じ込められたのどうしようか。

　そもそもなんで飯倉はこんなところに──と考えていたら。

　扉の方でがちゃがちゃと金属音が鳴り響いた。

「お、ちょうど見つけて貰もらえたかな？」

「閉じ込めた犯人が分かり次第ぶっ潰つぶす」

「こっわ」

　ふ、と口元を緩ませて。犯人の不幸を笑っていると。

　しかし不幸が降りかかったのは俺たちの方だった。

「生徒会運営チームだ！　球技大会の不正をこんなところではたらくとはな〝三箱目〟」

　開かれた扉の先。時間的に外は未いまだに明るいとはいえ、すでに傾いた西日を背に受けて。

　総勢六名ほどの、やけに顔だちの整った男子生徒たちが立っていた。

「は？　球技大会の不正？」

「ああそうだ」

　ど真ん中に立っている生徒が鷹おう揚ように頷うなずく。

　てゆかどっかで見たことあると思ったら、先頭に立ってるのは中なか島じまくんじゃないか。

　飯いい倉くらに振られた挙句、俺をコモン呼ばわりして見下してくれちゃった、あの。

「いやいや別にそんなことしてねえけど」

「そんな戯たわ言ごとは通じない。球技大会中にガチャの内容に不正をはたらいたアクセスがこの体育倉庫から感知された。ってなんで矢や内ない総そう流りゆうが!?　体育倉庫に男女で……クソが……」

「お前切れるとこおかしくない？」

「うるさい！　この際二人まとめて不純異性交遊で罰則ガチャを引かせてやる！」

「ど横暴！」

　球技大会の不正だァ？　そんなもん……え、なに、してたの？

　思わず飯倉を見る。

「してるわけないじゃんバカじゃないの」

「あ、はいすみません。──だってさ、してないってよ」

「それで通じるとでも思ってるのか!?」

　えー。

「和かず光みつを暗殺するなら手を貸すから見逃してくれ」

「あの男も確かに腹立たしいけどね。きみのように、コモンの癖に好き勝手やる身の程知らずも大嫌いなんだよ」

「マジか。でもここにはＳＳＲエスエスレアが居るぞ！」

「はっ、だからだよ。高レアの面汚し、ドブ姫。そんなヤツがＳＳＲででかい顔してんのが最高にムカつくって話さ。そいつがスペックで優れているなんて笑わせる」

　中島くんは「最後のチャンスも無駄にしたしね」と親指を下に向けた。

「悪いけどさ、目障りだから消えてくれ。生徒会運営チーム権限でね。利用規約にも、不純異性交遊の禁止は書かれているだろう？」

「そぉんな訳ないだろう」

「あるんだよ!?　なんで否定できると思ったんだ!?」

　ブチ切れる中島くんを放ほうって携帯端末ＰＧＴを立ち上げるが……メンテかよ。

「メンテだって。ドンマイ」

「利用規約はメンテ如ごときで変わらないんだよ！」

　ちっ。……え、マジで罰則ガチャ？

「……え。俺、罰則引いたことないのが自慢だったんだけどなあ」

「お前のようなコモンは眼中にないね。引くのはレナだ。ドブ姫の運で罰則ガチャを引いたらどうなるだろうね。退学？　凍結？　はたまた賞品化？」

「口悪いなあ、死ねよ」

「お前に言われたくないんですけど!?」

「あのさ、中なか島じま中ちゆう三ざぶ郎ろうくん」

「勝手に下の名前捏ねつ造ぞうしないでくれるかなあ！　中島耕こう哉やと申しますぅ！」

「これはどうもご丁寧に。僕の名前は幸こう田だ和かず光みつです。罰則ガチャ、謹んで──」

「なんで幸田をスケープゴートに出来ると思った!?　無理だよ！　何がしたいの本当に！」

「どうにかしてこの状況をうやむやにしたい」

「正直なのは結構だけど無理ですう！　残念でしたァ！」

「今ならハンバーガーみたいな体型のヤツもハッピーセットで」

「遠とお山やま徳とく盛もりの話してないんだよ今さあ！　あんなの玩具おもちやでついてきても要らないよ！」

「ボタン押すと『ごわすぅ』って言うのに？」

「どうしたらそれがセールスポイントになると思ったの!?」

　はぁ、はぁ、となぜか息も絶え絶えに的確なツッコミを入れてくる中島くん。

「……やるな中島くん。今度から一緒に遊ぼうぜ、ツッコミ担当として」

「遊ばねええええよ！」

　もうやだこいつ！　と叫んで地団駄を踏み始めてしまった。

　あー、こりゃ中島くん、和光の玩具ですわ。俺がこんなにイジれるんだもん。

　しかしそうかあ、罰則ガチャかあ。

　と、そこで。

「……拒否、する」

　飯いい倉くらがなんだか口元を青ざめさせながら、それでも中島と向き合ってそう言った。

「へ？」

「はい？」

　……拒否？　そりゃしたいけども。

「この学園の運試しの一環で、対象者は処分突き付けてきたヤツに勝てば罰則ガチャは免除される。知ってる？」

「そうなの!?」

　どうなってんのこの学園。

　……いや、でもちょっと待て。飯いい倉くらの運じゃとてもじゃないが。

「お前の運で大丈夫なのか……？」

「人が気にしてるところをそうやって言うのあり得なくない？　だから拗こじれるんだよ」

「ぐっ……その節は大変申し訳なく」

　ジト目で睨にらんでくる彼女の目は、いつかのようにどことなく弱気だった。

『どうしたら、みんなに嫌なことされずに済むのかな……』

　小学校の頃、俯うつむき気味にそう呟つぶやいてとぼとぼ一人で歩いていた彼女。

　勉強も運動も人一倍頑張って、今も運を克服しようと頑張っている。

　そんな彼女が、運試しに負けたら退学するかもしれない？　ガチャの実装物にされるかもしれない？　そんなもん、許されてたまるかよ。

「……なるほど、いいだろう。レナが、運試し勝負をするんだな？」

「うん。……あと名前で呼ぶな気持ち悪い」

　飯倉が即答すると、中なか島じまくんは何が面白いのか、額に手を当てて笑い始めた。

「ふ、ふはははは！」

「やられ役くせーキャラしてるなー」

「どこがだ！　今から死ぬのはドブ姫だ！　残念だなァ！」

「そういうところだよ」

　こいつ三箱目に居たら友達になれた気がしてきた。

　こう、序盤に魔王和かず光みつの尖せん兵ぺいとして飛ばされてきて、主人公に倒されて逃げ帰ったら「役立たずが」って和光に殺されるようなポジションじゃない？　中島くんって。

　彼はおもむろに携帯端末ＰＧＴを取り出すと。

「生徒会運営チーム：中島耕こう哉やの申請をもって利用規約違反申請。勝負方法は単純だ。僕らがＳＳＲエスエスレア『処分執行』を引くよりも先にＳＳＲ『処分免除』を引ければいい」

　簡単だろ？　と中島くんはニヒルに笑った。なるほど。……ん？

「おいちょっと待て。僕らってなんだ僕らって」

「なにって、ここに居る生徒会運営チーム六人だけど」

「ちょちょちょちょおい！　おま、全員がぶん回すのに対して飯倉一人なの!?」

「全員が告発するからね。目撃者なもので」

「おうふ」

　飯倉をちらっと見れば、小さく呼吸を繰り返していた。

「……大丈夫。大丈夫。せっかく……せっかく。誤解だったなんて運のいいことがあったんだもん。少しは、運も戻ってる。……それもすべてこの状況って不運の布石だったとかそんな冗談、あっちゃたまらない……」

　……俺には、何か助けは出来ないのか。

　唐突にこんな状況に陥った彼女を、守ってやることはできないのか。

　あと、ちょっと待て。

「……まだメンテ中だぞ」

「誰だこんな時間にメンテナンスなんてしているのは！」

「運営チームじゃねえのかよ」

「僕らがここに六人もいるから遅くなってるのか!?」

「やっぱりお前、三箱目の人間と同じ匂においがするよ……」

　恥をさらしたことに気付いたのか、真っ赤な顔でプルプル震え出した中なか島じまくん。

「メンテはすぐ終わらせるように打診を送った。さっさと片付けてやる」

　中島くんはそう言って黙り込んだ。

　……しかし不ま味ずいな。どう考えてもこの状況で飯いい倉くらが勝てるとは俺にはとても。

　どうしようかと悩んでいた、その時だった。

「でやああああぁあああぁあああ！」

　気合一発盛大な発声はどこかで聞いたことのある殺伐とした高い声色。

　再度閉ざされていた体育倉庫の扉に、何重にも糸のような軌跡が走る。

　そして次の瞬間、砕くだけ散った。

　一気に入ってきた外の陽光。そしてどやどやと入ってくる見知った連中。

「遅くなったけど間に合ったみたいだね！　ヒーロー登場！」

　悪魔ヴイランが現れた。体育倉庫に入ってきた男の姿を見て、中島くんの表情が露骨に歪ゆがむ。

「なぜここに入ってこれた!?　体育倉庫には今、ラプチャー（ランダムポップガチャターミナル）が設置してあるんだぞ!?」

　とんでもねえこと言ったな中島くん。じゃあ閉じ込められていた挙句、ラプチャーで体育倉庫を引けなきゃ誰も入ってこれない仕組みになってたのか。

　……言われてみればここの扉は今朝徳とく盛もりが破壊してるはずだった。それが戻ってるなんて超常現象、確かにこの特区じゃガチャ絡みでしか起き得ない。

　何が球技大会の不正だよ。やっぱり黒幕お前じゃねえか中島くん。

「おや、気取った口く調ちようはもう完全にやめたのか。えーっと……中島中ちゆう二じ郎ろうくん」

「中島耕こう哉やと申しますぅ！　二人して勝手な名前つけんな幸こう田だ和かず光みつと矢や内ない総そう流りゆう！」

　わらわらと、どやどやと突然やってきた三箱目の面々。

　いったい何事なのかときょとんとするのは、何も生徒会運営チームだけの話ではない。

　俺も、そして飯倉もそうだ。

「華か恋れん？　みらい？　なんでみんなが……？」

「あっはっは、すべて我らが軍師の手のひらの上ということなのです！」

　十中八九和光のことであろう。何を企たくらんでいたのかと和光のほうを見れば、ヤツは愉快げに笑って言った。

「中なか島じまくんが飯いい倉くらをハメようとしてる動きは前々から知ってたんだよ。で、昨日生徒会室を調べたら今日のガチャポイントがゴミであること、体育倉庫にラプチャーを仕掛けること、それと二人組ガチャを執しつ拗ように回したデータが出てきたんだ」

　後ろ指で中島くんを指す和かず光みつ。

　すべてが和光の策謀の中にあったと知って、彼は真っ赤になって震えている。

　俺も驚きだから気持ちは分かるぜ中島くん。

「な、なぜ生徒会室にお前が入れるんだ……！」

「ほら、一度お前が僕を生徒会に誘おうと、勧誘がてら生徒会室に入れてくれたじゃないか。生徒会の特権だの高レアのすばらしさだのをお前が語ってきたあの時に、ちょろっとね。ダメだよ定期的に鍵かぎは変えなきゃ」

　本当に幸こう田だ和光って危ないヤツだな。中島くん真っ青だよ。

「ねえ飯倉。どうやってここに来た？」

「え、なんか、それこそ二人組ガチャみたいな強制呼び出しみたいなので」

　ぐっ、と黙り込む中島くん。すると和光に代わって徳とく盛もりが続けて言葉を紡いだ。

「二人組ガチャは回すと、もう一人が近くに現れる。生徒会のデータを洗ったらなァ、どうにも〝呼ばれた一人がどこに出てくるか〟を詳細に分析していたらしい。そして検証場所は──体育倉庫の裏側。そこで何度も二人組ガチャを回して、すぐ近くの体育倉庫内に人を送り込める呼び出せるように二人組相手の出現場所を整えたんだろうなァ。そして今日、実行した。飯倉を、送り込んだ。ラプチャーと鍵を使って、中外両方から生徒会運営チームだけが干渉できるようにしてなァ」

　徳盛に続いて和光が嗤わらう。

「考えることがちゃちいよねえ。こいつ、飯倉を体育倉庫に送り込むだけのためにちまちまちまちまガチャ回して検証してるんだぜ？　だから所しよ詮せんただのＳＲスーパーレアなんだよ。お前の計画の詰めは、ドキドキ飯倉大作戦のために存分に利用させてもらった。ありがとね」

　あっはっはと和光は高笑い。本当にお前ってラスボスだよな……。

　つまるところ……あれを使って生徒会は飯倉に罪を擦なすり付け、処分する腹だった、と。

「三箱目ええええぇえええぇえええぇえええ！」

　中島くんが発狂した。と、そこで俺を横からつつく指先。見れば華か恋れんが笑っていた。

「その分だと、仲直りはうまくいったみたいですね」

「おかげさまで、な……」

　華恋が嫋たおやかに微笑ほほえみ、飯倉はといえば腕で隠した頰ほおが赤かった。

「で、まあ、計画の締め、仲直りのフィナーレは、やっぱり全員で遊ぶべきだろう」

「そういうことだよ、お兄ちゃん」

　後ろからみらいが抱き着いてきた。

　あーもう、三箱目ってもっとこう、クズの集まりじゃねえのかよ。

　ちょっと良いことしやがってもう。

「ところで幸こう田だくん。想定していた事件がもう起きちゃったわけですし、ドキドキ飯いい倉くら大作戦の本当の理由、そろそろ言ってもいいんじゃないですか」

「え、要る？」

「なに、そのドキド……なに？」

　飯倉がものっそい微妙な顔をして和かず光みつを見やった。

　飯倉と二人、黙って和光の言葉を促した。

「まいっか。仲間に居たら楽しいドブ姫ちゃんを、逆恨みから守ってやろうってことさ」

「へ……？」

　守る。そんなことを言われて飯倉がぽかんとした顔になった。

「中なか島じまくんを振った時点で、飯倉に振られた男の数は結構な量になってた。華か恋れんはたまたま中島くんが逆恨みしていることを知って僕に相談を持ち掛けてきたんだよ」

「生徒会運営チームはこの学園において強い権力を握っています。私し怨えんでそれを乱用されたら、不運なレナちゃんは太刀打ちできません。なら、どうするか」

「実は罰則ガチャを懸けた運試しには一つ抜け道があるんだよ」

　和光が指を一本立てて笑う。

「纏まとめて弾劾された場合、一緒に居たヤツが肩代わりすることが出来る。つまり僕たちと一緒に居る限り、最高の運を持つこの僕が全員守れるわけさ！　……飯倉が面白い奴やつであることは僕も分かっていた。だから乗った。けどそうすると一個だけ問題がある」

「……それが、俺と飯倉の不仲だったっつーわけか」

「ご名答だよ、矢や内ない幼おさな馴な染じみ拗こじれさせ総そう流りゆう。飯倉の危機なんて関係ない、ただの面白おかしい総流の爆死初恋相手との仲直り作戦だったら、僕もそっちの方が楽しかったんだけど」

「うるせえよ。ありがとな」

　……結局やっぱり和光も華恋も、飯倉のためにこの作戦を実行したってわけか。

　そして、和光が今になってその話を持ってきたってことは、そういうことか。

　ヤツを見れば、愉快そうに頷うなずいた。

「……守ってやれ、総流。望まない幸運とやらに負けるなよ」

「もとより、そのつもりだ。せっかく仲直りできたのに、ここで飯倉を手放せるかよ」

「えっ？　えっ？」

「れなちぃ顔真っ赤ー」

「ちょ、うるさい！」

「『守ってやれ』『ここで飯倉を手放せるかよ』……ヒロインだね、れなちぃ」

「うるさいっての！　バカみらい！」

　和かず光みつとの話を終えて中なか島じまくんの方を見ると、発狂が収まったのかやたら強い目つきでこちらを睨にらんできていた。

　──纏まとめて弾劾された場合、一緒に居たヤツが肩代わりすることが出来る。

　中島くん。お前の失態は元々の予定にあったらしい。「球技大会における不正疑惑」ではなく、嫉しつ妬とか知らんが俺と一緒に「不純異性交遊」で罰則ガチャを回そうとしたことだ。

「さて、そんなわけで肩代わりさせてもらうぜ、中島くんよ」

「ちょっと待て、そんなことが出来ると思ってるのか」

「不純異性交遊なんだろ？　飯いい倉くらだけが処分くらうわけねーじゃん」

「……ぐ」

「だからまあ、そういうことで。いいだろ？　なかじー」

「そのあだ名やめろ！　……ちっ、なら好きにしろ。お前にガチャを引かせて、でかい処分を下すのも気分が良いしな……！」

　おっけー了承貰もらえましたー。

「ちょ、ちょっと矢や内ない！」

「あん？」

「分かってんの!?　そんな、あたしの肩代わりなんかして失敗したら、何が起こるかわかんないんだよ!?」

「分かってるって」

　でも、せっかくどうやら俺の恥ずかしい暴露で少しは気が楽になったらしい飯倉が、その直後にこの有り様ってのはあんまりだ。それを自分の不運につなげられたら、それこそ俺が浮かばれねえよ。死ぬつもりないけど。

「それにまあ、なんだ。俺ができる、お前への償いっつか謝罪っつか、やれることってのはもうさっきの一件でお仕し舞まいだ。それ以上のことは出来ないつもりでいたけどよ……こうなったら通させてくれよ。謝罪の筋ってやつをさ」

　なんだかんだで五年間、飯倉には精神的苦痛を強いてきたようなもんだ。

　その罪滅ぼしになるなら、最悪罰則ガチャを引かされても構わない。

　もしその結果、最悪退学になったとして、三箱目のアホ共と絡めなくなるのは、残念……でもねえな！　うん！

「……ばっかじゃねーの」

「まあ、ほら。さっき罰則ガチャ突き付けられた時にさ。俺はまたこいつを守ってやれないのか、傷つくのを見てるだけなのかって悔しかったんだ。一度は惚ほれた相手だしな」

　うるさい。と一言呟つぶやいた飯倉は俯うつむいて俺の目を見ようとしない。なんだか罵ば倒とうされたような気がしないでもないが。まあそれはそれとしてだよ中島くん。

「っつーわけで、勝負だ」

「ぐぬぬ……本当に、本当に良いんだな？　お前がドブ姫の名代で」

「おうよ」

「メンテナンスが終わった時が、お前の最期だ矢や内ない総そう流りゆう……！」

　覚悟しろ。といまいち迫力のない感じで中なか島じまくんが凄すごんだ。

　そしてあっけらかんとまた爆弾を投下する幸こう田だ和かず光みつ。

「ま、メンテさせたのが僕らなんだけどね！」

「何だと？」

　弾はじかれたように顔を上げる中島くんに、和光は自らの携帯端末ＰＧＴを突きつけた。

「昨日の内からガチャポイントが園庭のゴミであることを知っていたお前らと、ポイントの殆ほとんどない飯いい倉くらと総流。それじゃ不公平だろう？　だから、みんなの承認でもう一度強制アプデを使うことにしたんだよ！」

　そうだそうだ！　と全員が叫ぶ。

　万が一にもクラスの誇るＳＳＲスペシヤルスーパーレアを退学させるわけにはいかない。

　そこの豪運ザコも一応、まあその、なんだ、仲間だ！　罰則ガチャなんぞ引かせるか！

　と口々に生徒会運営チームをなじる声。俺へのフォローもうちょっとこう、ないの。

「く、くくくくかかははははははは！　なんだよ幸田ぁ……お前、生徒会運営チームの権力をちょっとなめてんじゃないのか？」

　愉快極まりないといった様子で、中島くんが高笑いする。

「強制アップデートのランクを知らないとは言わせない。生徒会運営チームは、お前らの箱アップデートを上書きできるんだぞ!?　もう一度ゴミに戻して──」

　中島くんが携帯端末を起動し、ガチャの画面を開く。

　おい、いいのかと和光を見れば、にやにや笑って中島くんを見据えていた。

　そして、中島くんは携帯端末を──地面に叩たたきつけた。

「全校アップデート……だと……!?　そうか、幸田……ゴミをわざわざ全部集め切ったのは学園の全員がガチャを引けないようにして全校アプデの承認を得るためか……！」

　ひゅー！　と後ろで赤あか荻おぎくんの指笛が響いた。

「さっすが幸田だぜ！」

「生徒会の高レア共、ざまあみろ！」

「ああ、いつも上から目線のヤツを叩たたき潰つぶすのってたまらないわね」

　嬉き々きとした声援に、和光は笑顔で応こたえる。なんなのほんとこいつ。

　だが、そんな彼らの声が、中島くんの言葉でフリーズした。

「おのれ……年三回しか使えない強制アップデートをそんなぽんぽんと……！」

　……へ？

「年三回？」

「おい、誰か知ってたか？」

「マジで？　三回しか使えねえの？」

「それを矢や内ないのために使ったの俺ら？」

「え、バカじゃね？」

「おい幸こう田だ！　知ってたのかよ年三回って！」

　ちょいちょいちょい。俺も年三回しか使えないことにびっくりしたのに、お前らの俺に対する扱いの方にしかツッコミが追いつかねえよ。

　和かず光みつは全員の視線を一身に受けて。しかしいつものように蔑さげすんだ目を周囲にまき散らし、呆あきれたように手を両天秤のようにして嘆息した。

「利用規約くらいちゃんと読めば？」

「だましたな!?」

「矢内なんかのために!?」

「でもドブ姫のためだと思えば……!?」

「ぎり、許せる……！」

「しょうがねえな矢内！　今回だけだぞ！」

「これからしっかり働けよ！」

　お前ら本当になんなの？　っつか働けって何？

「おい和光、年三回なんつーのをお前、なんでこんなタイミングで」

「面白いからに決まってるじゃん」

「は？」

「……や、何でもない。あと一回しか残ってないね！」

「バカじゃねえのこのクソＳＲスーパーレア!?」

「まあいいじゃないか。もしお前らになんかあったら、僕の玩具おもちやが減るんだから」

「こんのっ」

「さ、メンテが明けた。とっととその要らない幸運とやらで、クズの巣そう窟くつに帰ってこい」

　どん、と背中を突き飛ばされて。俺は、やつらと相対した。ああ、良いだろう……こんだけのお膳ぜん立だてされたんだ。ドキドキ飯いい倉くら大作戦同様、こなしてみせるさ！

【利用規約違反者：飯倉レナ（代理人：矢内総そう流りゆう）】

【利用規約違反裁定者：中なか島じま耕こう哉や（生徒会運営チーム）】

【利用規約違反裁定者：勅て使し河原がわら和かず樹き（生徒会運営チーム）】

【利用規約違反裁定者：増ます田だ正しよう一いち（生徒会運営チーム）】

【利用規約違反裁定者：橋はし本もと雄ゆう介すけ（生徒会運営チーム）】

【利用規約違反裁定者：北きた見み洋よう二じ（生徒会運営チーム）】

【利用規約違反裁定者：大おお田た原わら宏ひろし（生徒会運営チーム）】

「でも幸こう田だくん、これで矢や内ないくんがもし勝ったとしても、矢内くん自身は……」

「大丈夫だよ華か恋れん。あいつの無駄な幸運は、きっと面白い結果を呼び寄せてくれる」

　好き勝手言ってる外野と違い、俺と向き合う生徒会運営チームの目はマジだ。

　わりかし全員が全員、「高レアの面汚し」が気に入らないらしい。

　罰則ガチャを引くつもりはさらさらねーし、ここはいっちょ頑張りますか。ＳＳＲスペシヤルスーパーレア処分免除を引けばいい、っていうのは自信ないけど……きっと余計な幸運が余計なことをしてくれるはずだ。それが俺の味方してくれる運であれば！　あれば！

　問題は連中の中に変に偏った運を持ってる奴やつが居るかどうか。

　あとは、スピード勝負だ。

「メンテが明けた。これから、運試しを行う」

「よっしゃこい」

　ガチャポイントが何に変わったのか。和かず光みつがあれだけ言ってくれてんだから、それ相応にポイントとして有利なもんにしてくれたはずだが──

【本日のガチャポイント「性欲」貴方あなたのポイントは『１２３８Ｐ』】

「和光くううううぅうううぅうううぅうううぅうううぅうううぅうううぅうううん！」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　最高のリアクションをありがとう！」

「なんつーもんをポイントにしやがってるの!?　つかこれ多いの少ないの!?」

「多いよ」

「それはそれで複雑だなあチクショウが！」

「どうせ童貞だろ？」

「童貞関係ねえだろ!?　こいつほんと、こいつほんとぶっ殺してやる……！」

「安心しろよ総流。あいつらはイケメン揃ぞろい、性欲の消化だって土日にしっぽりやってるだろう連中だ。お前よりも多いなんてことはまず無い。ついでに、さっき女と二人で閉じ込められてタマってないなんて言わせないぜ？」

　飯いい倉くらが顔を真っ赤にしてそっぽを向いた。華恋は楽しそうに微笑ほほえんでるし、みらいはなんだか小バカにしたような顔を向けてくる。童貞バカにされたなこれ。

「どうしたらそんな悪魔的な発想が出てくるんだよ……物もの凄すごく礼を言いたくねえよ……」

　仕方なしに、俺は携帯端末ＰＧＴを立ち上げる。

　そして、準備はいいかどうか生徒会運営チームに確認を……うん？

【利用規約違反裁定者：中なか島じま耕こう哉や（生徒会運営チーム）】『２４７６Ｐ』

【利用規約違反裁定者：勅て使し河原がわら和かず樹き（生徒会運営チーム）】『１３１２Ｐ』

【利用規約違反裁定者：増ます田だ正しよう一いち（生徒会運営チーム）】『１３３２Ｐ』

【利用規約違反裁定者：橋はし本もと雄ゆう介すけ（生徒会運営チーム）】『１３５０Ｐ』

【利用規約違反裁定者：北きた見み洋よう二じ（生徒会運営チーム）】『１３８２Ｐ』

【利用規約違反裁定者：大おお田た原わら宏ひろし（生徒会運営チーム）】『１３６３Ｐ』

「ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　こいつら全員童貞かよォ！」

「笑ってる場合じゃねえよ和かず光みつ！　どうすんだよ！　こいつらイケメン気取っておいて全員童貞だよきっと！　性欲丸出しだよ！　なんだこの恥ずかしい連中！」

「このタイミングで総流より性欲ポイント高いとかほんとキミら恥を知り給たまえよ！」

「これでもかというほど僕たちのプライドを傷つけたな貴様らぁあああ！」

　中なか島じま童貞がぶちきれた。

「もう許さない、絶対に許さん！　絶対に罰則ガチャ引かせてやるからなあ！」

「よっしゃ受けて立つ、俺のくだらない幸運をなめんなよ！」

　十連、スタート！

「これ、一回の十連で何ポイント消費するんだ？」

「２００だね」

「思ったよりもっていかれるな」

【矢や内ない総流　裁定十連ガチャ結果】


　　　　Ｃ『トイレットペーパーの芯』

　　　ＵＣ『赤あか荻おぎ翔しよう太たのペアルックキーホルダー』

　　　　Ｒ『木刀』

　　　　Ｒ『長巻』

　　　ＳＲ『銘菓：とり饅まん頭じゆう』

　　ＳＳＲ『菅かん野の・Ｕ・Ｒ・英ひで明あきのパンツ』

　　　ＳＲ『ヘラジカの角』

　　ＳＳＲ『月の砂』

　　　　Ｃ『路傍の石』

　　　ＵＣ『昆布茶の素』



「こんなもの今出てきてもむかつくだけだァ！」

　とりあえず赤荻くんのキーホルダーは投げ捨てた。

　それにしても。

「恒常十連なみに混こん沌とんとしてやがる」

「むしろ恒常ガチャにＳＳＲエスエスレア『処分免除』が紛れてるようなものでしょ」

　しかし本当に要らない高レアを引くな俺ってヤツは。

　とっとと処分免除を引きたいところなんだが。

「でもでも、向こうのチームも大苦戦しているようですね。矢内くんの比じゃないほどドブってますよ！」

「あの調子だと、変な運の持ち主は居なさそうだな！」

　妙な緊迫感に包まれていく。なんだかこう、ごっそりと精力が持っていかれたような気がするが、ここで止まってなんかられねえんだ。引いてやるさ！

【矢や内ない総そう流りゆう　裁定十連ガチャ結果】

【矢内総流　裁定十連ガチャ結果】

【矢内総流　裁定十連ガチャ結果】

「まずい！　総流のポイントが尽きる！　かくなるうえは……！」

「幸こう田だ！」

「どうしたよ飯いい倉くら」

「……あいつに、なんかしてやれないの」

「なんだ、げっそりしていくあいつを見てるのは楽しくないのかい？」

「楽しいわけないじゃん！　……あたし、この学園入ってからさんざんあいつに嫌なことしたのに、……今、あたしのためにわざわざあんな」

「まあ、お前が何をしたところでドブだし。仕方ないんじゃない？」

「そんな訳に行くか！　あたしのためにあいつが泥被かぶる理由なんかないじゃん！」

「……なんだ、飯倉。もう許したのか、あいつのこと」

「許すわけない。許すわけ、ないよ。でも、……あいつがあの時も、今も、あたしのこと守ってくれてることは分かったから。って何恥ずかしいこと言わせてんのぶっ殺すよ!?」

「ゲラゲラ大爆笑だよ飯倉チャン、いいぜ乗ってやる。元々、これはお前らの仲直りが前提の話だったんだ。ちょっと手伝え」

「分かった、なんでもやる」

「……ほぉう？」

　後ろで……なんか……飯倉と、和かず光みつが話してるのは、分かるが……。

　目がちかちかするぞこの野郎……なんつーガチャポイントにしやがった……。

「え、こんな……」「大丈夫大丈夫、見てないから」「そういう問題!?」

　なんか背後で和光と飯倉がごそごそやってる気がするが、なんだ……？

「おい総流！」

「なん、だ……」

「や、矢内、ちょっと、こっち、みて……」

　呼ばれて、振り向いてみると。

　なぜかそこには、飯倉がぽつんと立っていた。体育着の下が何な故ぜかブルマーになっていて、あと手にバカでかいにくきゅう付きの手袋。そして、猫耳カチューシャ。……は？

「えっと……た、食べちゃうぞっ？」

　空気が死んだ。

「こ、こここここ幸こう田だ!?　本当にこれでいいの!?」

「いや、まだだ。次はこれに着替えろ」

「ええ!?　こんなものに!?」

「総そう流りゆうのためだ」

「うううううう……！」

　次に出てきた時の飯いい倉くらは、なぜかふりふりのミニスカートに淡い色のパーカー、そしてランドセルを背負っていた。ご丁寧にリコーダーまで刺ささっている。

「そ、そーりゅーくん、がんばれぇ……」

　な、なに、を。

「飯倉、次だ」

「いっそころして」

「いいや、ダメだね！　総流の為ためだ！　次は水着だ！」

　……あいつら本当に何をしてるんだ。やたらと飯倉に変な服を着せて。メイド服があった、スクール水着があった、ナース服があった。まるでコスプレショーだ。

「幸田くんやりましたよ！　矢や内ないくんの性欲ポイントがどんどん戻ってきています！」

「そんな恥ずかしいことのために飯倉にコスプレさせてたのかアアアア！」

「よ、良かったぁ。も、もういいよね？」












「いいや、次はセーラー服を」

「どっから出てきてんの!?」

「僕の妹のを借りてきたよ。ガチャで引こうとしても、この手のは引けなくてね」

「どういうこと!?」

「僕は基本、我欲のためにしか欲しいものは引けないんだよ」

「うわぁ……」

　ドン引きしながら、渋々セーラー服を受け取る飯いい倉くら。あいつ大変だなあ。

「ってちょっと待て。じゃあドキドキ飯倉大作戦始める前に、俺が仲直りできるかどうかで賭かけた〝勝ったら和かず光みつの携帯端末ＰＧＴで十連引ける〟って条件は……まったくの無意味じゃねえかチクショウ！」

　しかし悲しきは男の性さが。飯倉のコスプレで、俺のポイントは見事に数百も回復していた。

「ちなみにやっぱり小学生ルックが今んとこ一番総そう流りゆうのポイント上がったね。ロリコンか」

「違いますよ幸こう田だくん。あれは初恋をぶり返して」

「ウオアアアアァアアアァアアアァアアアァアアアァアアアァアアアァアアア！」

　俺のメンタルが死ぬからぁ！　本当にい！　と、そこでセーラー服を着て出てきた飯倉が、和光から手渡されたテキストを、恥ずかしそうに、

「せんぱい、あたし、ずっとせんぱいのことが」

　と言った瞬間のことだった。和光の形相が変わる。

「待て！　やっぱり制服に戻せ飯倉！」

「はあ!?　何をいまさら!?」

「僕の目測は正しかった、確かに総流の性欲ポイントは上がった」

　やめろ恥ずかしい。

「だが！」

「だが？」

「生徒会運営チームの方が飯倉のエロい恰かつ好こう見て性欲ポイント爆上がりしている！」

「このむっつり共がァ！」

　なんて奴やつ等らだ生徒会運営チーム！

「ご、ごご、誤解だ！　僕らはそんなコスプレなどという低俗なものに」

「飯倉のセーラー服見た瞬間に２００は数字跳ねただろう中なか島じま。さてはセーラー服萌もえか。いいこと聞いちゃったなあ。中々やるね、想像を超えてくるヤツは好きだよ。見直した」

「違う！　後輩萌えだ！　……って何を言わせるんだ幸田和光ううううぅううう！」

　それにしても、和光の策略と飯倉の尽力があっても、俺は中々目当てのものを引けずにいた。これ以上はこう、周りにはあんまり言えないんだけど、こ、股こ間かんが持たねえ。

　超痛いてぇ。なんで痛ぇんだ。どうなってんだよこの学園のシステム。

「総そう流りゆうどん！　大丈夫でごわすか！」

「大丈夫だ、倒れてたまるか」

　おう、そうだ。どうってことねえよ。あんだけ飯いい倉くらに悪いことしたんだ。このくらいのことはちゃんとテメエでケツ拭ふいて、きっちりあいつを学園生活に送り返してやらねえと。

「……望まない幸運が降りかかるのが俺ってやつだ。そうかもしれねえ。けど、それで目的のものが引けませんでした、じゃ済まされねえことをやってんだ」

　思い出せ。俺と違って一生懸命努力していたあいつのことを。

『勉強も、運動も、練習したら上達した。ならやれないことはないんじゃないのって……勝手に思ってるだけ』

　そう言って頑張っていた。だから、俺も運をどうにかしたいって思えたんだ。

【中なか島じま耕こう哉や　裁定十連ガチャ結果】

【勅て使し河原がわら和かず樹き　裁定十連ガチャ結果】

【増ます田だ正しよう一いち　裁定十連ガチャ結果】

【橋はし本もと雄ゆう介すけ　裁定十連ガチャ結果】

【北きた見み洋よう二じ　裁定十連ガチャ結果】

【大おお田た原わら宏ひろし　裁定十連ガチャ結果】

　連中もひたすらドブり続けているけれど、いつ引かれたっておかしくねえ状況。

　特に中島くんはまだまだ性欲ポイントが有り余ってやがる。なんだよあいつマジで。

【中島耕哉　裁定十連ガチャ結果】


　　　ＳＲ『いい匂においのする香水』

　　　　Ｒ『いい匂いのする林檎』

　　　ＵＣ『いい匂いのする消しゴム』

　　　　Ｃ『いい匂いのするマニキュア』

　　　　Ｃ『いい匂いのする芳香剤』

　　　　Ｃ『いい匂いのするボールペン』

　　　ＵＣ『いい匂いのする靴下』

　　ＳＳＲ『いい匂いのする菅かん野の・Ｕ・Ｒ・英ひで明あきのパンツ』

　　　ＵＣ『いい匂いのする紅茶』

　　　　Ｃ『香ばしい黒歴史ノート』



　なんなんだよあいつマジで！

「飯倉が中島くんにガチャで引かれた時、『いい匂いのする飯倉レナ』とかだったのかな」

「やめて」

　飯倉がマジトーンで和かず光みつを睨にらみつけていた。そうでなくても不安そうだ。

　中島くんはともかく、いい加減さっさと片づけねえとな！

　思い出せ。欲しいものを引いていたダチ公の言葉を。

『欲望に正直になれ。それはつまり、他を忘れるということだ』

【矢や内ない総そう流りゆう　裁定十連ガチャ結果】

　思い出せ！　欲しいものをいつでも引けるバカしんゆうの言葉を！

『要らない幸運でも、結局幸運ではある。なら、ガチャを回す前に要らない幸運を不幸だと思う心構えが必要だ。頑張りなよ、総流』

【矢内総流　裁定十連ガチャ結果】

　思い出せ。運が足りないと努力していた女の子を、守ろうとしている自分自身の初心を。

【矢内総流　裁定十連ガチャ結果】

「……残りポイントは２２３Ｐ。十連一回と単発一回」

「なに、総流なら面白いことをしてくれるさ」

「……面白いことしたら、ちゃんとフォローしやがれよ」

「もちろん」

　随分と軽い調子で和かず光みつは頷うなずいた。まるで俺が引き当てるのを確信しているかのように。周囲を見れば、三箱目の連中も随分と楽観視しているようだった。何な故ぜか分からないが、少なくとも。無理だと思ってるようなヤツは、この箱には誰も居なくて。

「矢内……大丈夫……？」

「……任せろ飯いい倉くら。全部俺が引き受けるからよ」

【矢内総流　裁定十連ガチャ結果】


　　　ＳＲ『自習チケット』

　　　　Ｒ『シュールストレミング』

　　　　Ｒ『自販機』

　　　ＵＣ『体育倉庫の鍵かぎ』

　　　　Ｒ『注し連め縄なわ』

　　　　Ｒ『たこ焼き機』

　　　ＵＣ『食券：味み噌そ煮に込こみうどん』

　　ＳＳＲ『電子顕微鏡』

　　　　Ｃ『鉄パイプ』

　　　ＳＲ『中なか島じまマツコ』



　なんか引いちゃったわマジで。

「あらやだ、お夕飯の買い物中だったんざますが」

　紫髪のパーマかかった、虎とら柄がらワンピのおばちゃんが俺の目の前にいた。

　誰だよ。

「あ」

「どうしたみらい」

「中なか島じまの性欲ポイントがみるみる減ってゼロになった」

「なにそれ超面白い」

　きょろきょろとあたりを見渡していた中島マツコ氏（？）は、体育倉庫の中に見知った相手を見つけると。

「あらやだこうちゃん！　なんでアテクシがこんなところにいるんざます!?」

「僕が聞きてえよ母ちゃん！」

　ぶっ。か、母ちゃんかよ。中島の母ちゃんかよ。

「なんか引きやがったああああ！　げ、げらっげごほ、げっほ。ゲラゲラ大爆笑だよ総そう流りゆうクン！　き、きみは本当にもう、本当になんて面白いことをしやがるんだ！」

　ひいひい言いながら地面を叩たたいて過呼吸になっている和かず光みつはさておき。

　こうちゃんって。と、そこにてこてこと再起動した和光が近づいていく。

　……よし、もうどうにでもなるだろう。

「はいどーもー。耕こう哉やくんと仲良くさせて貰もらってる幸こう田だって言います」

「あらお友達～？　まあまあかっこいいざますねえ」

「幸田!?　お前ちょっと何するつもりだっ」

「こうちゃん！　お友達になんてことを言うざます！」

「ええええええええ!?」

　あかん。なんかとたんに中島くんが不ふ憫びんになってきた。

「やー、実はですね。耕哉くん。惚ほれた相手に告白しようとして体育倉庫に連れ込んだものの、僕らが授業で体育倉庫を使うんでばったり出くわしちゃいまして。慌てたのかガチャを回して、お母さんを呼んでしまったとそういうわけです」

「まあまあこうちゃん、変わってないのねえ」

「もともとそんなことしたことねえよ！　なんだこの公開羞しゆう恥ちプレイ！　おかあさんとい〇しょか！」

「何歳までお世話になってたのその番組」

「え、小五……って何言わせてくれてんの!?　ねえ何言わせてくれてんの!?」

「あらこうちゃん、中学生まで一緒に見てたの忘れたざますか？」

「もう黙れこのババアああああぁあああ！」

　中島くんが発狂した。……なんだろう、俺が飯いい倉くらにした過去話の数百倍くらい恥ずかしい話を、数十倍の人口の前でさせられてる中島くんって……。

「その、なんだ。ドンマイ、中島くん」

「お前に励まされる筋合いはないんだよ矢や内ない総流！」

「ところでこうちゃん、この性欲ゼロっていうのは……」

「何見てんだよ母ちゃん！　やめろよ！　かわいそうなものを見る目で僕を──違う！　性欲がないわけじゃないんだ母ちゃんって何を言わせてるんだよウォアアアア！」

　プライドずたずたかよ。あ、中なか島じまくん放心した。

　三箱目の連中が「かわいそう」とか「哀れな」とか色々囁ささやく中、和かず光みつは一ひと頻しきり満足したのか中島くんの母ちゃんの方を振り返って。

「そんなわけでまあ、連れてってあげてください。かわいそうなんで」

「そうざますね。いきましょ、こうちゃん」

　母ちゃんに連れられて、中島くんは出て行った。仲間の生徒会運営チームも、どうすりゃいいのかよくわからん顔でついていく。……これは、どうなるんだ。

「さて、告発側のポイントがなくなったんだからこっちの勝ちでいいんじゃない？」

　し、しまらねええええええええ！

「どうした総そう流りゆう、アホ面引っ提げて。勝ったよ？」

「え、いや、どうしようもねえなと……あ」

　20ポイント、そういや残ってるんだった。

「……ちぇいっと」

　おもむろに、残っていた20Ｐを使って単発を回す。

　ちょっとした、予感があったのだ。

　和光が、徳とく盛もりが、華か恋れんが、みらいが、飯いい倉くらが、覗のぞき込こむ中で回り始めた俺のガチャは。

　あっさりと虹にじ色の演出を吐き出して。

「……もういらねえ、ってなると、来るんだよなあ」

【矢や内ない総流　裁定単発ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『処分免除』



　まあでもこれで名実ともに、処分は免れた。





　†　†






　さて、球技大会の方だが。結果から言おう。俺たち一年三箱目は、トラブルに見舞われたにも拘かかわらず、なんと一年生どころか二年生も卑劣な脅しによって打ち破り、決勝にコマを進めた。

　しかし俺たちの姑こ息そくな裏工作もむなしく、三年生には真正面から敗れてしまい、最終的には球技大会準優勝という結果に相成った。準優勝というのは名誉なんだが……その。

　現在、三箱目のメンバーは、誰がＭＶＰに選ばれるのかを爛らん々らんとした目で見張ってます。

「誰になろうと討ち取って見せます……！」

「まあ、僕になったらさっさと引いてやるさ。ＵＲウルトラレア間違いなしだ」

「延々とごはんを食べるのでごわす……！」

　やだこいつら怖い。でもまあ、みんな薄々感じ取っていると思う。

「……なに？」

　不機嫌そうに俺を睨にらみつけたのは、園庭のど真ん中でぼうっと空を見上げている飯いい倉くらだった。閉会式の挨あい拶さつを口にする教師の話などまるで聞かず、心ここにあらずといった調子でたたずんでいた彼女こそ、うちのクラスのＭＶＰに相応ふさわしい。

　そんなこと、誰に聞くまでもなかった。

　というのも、だ。同学年との最終試合である五箱目とのバスケットボールも、二年生代表とのパドルテニスも、ほとんど彼女の無双に終わったのだ。流石さすがは運以外は文武両道のＳＳＲスペシヤルスーパーレア。その肩書がダテではないことを、俺たちに見せつけてくれたわけだ。

　罰則ガチャ騒ぎの直後からびっくりするくらいに気合が入っていた彼女は、そうやってまるで何かを発散するように球技で暴れて暴れて暴れきった後、特に何をするでもなくずっとこうしてぼうっとしていた。

「いやまあ、ＭＶＰのＵＲウルトラレア優待ガチャ引けるといいな」

「あたしって決まったわけじゃないんだけど」

「ほぼほぼお前だろ」

　そうかな……？　と首をかしげる彼女は毒気が抜けたような、妙な爽さわやかささえあった。

　なんつーか新鮮だ。そうか、とだけ返して、俺は閉会式の壇上に視線を投げた。

『準優勝、一年三箱目！　……不本意ながら！』

　包帯ぐるぐる巻きの教師──ああ、一年一箱目の贔ひい屓き教師か。が、準優勝盾をみらいに手渡していた。なぜ彼女が代表になっているのかはよく分からないが。

　いえーい、と手を振るみらいに、三箱目のみんなもいえーいと応こたえる。だが、ＭＶＰのことで全員頭がいっぱいなのか目が笑っていない。怖い。

『そして、準優勝である一年三箱目のＭＶＰを発表します！』

　固唾かたずをのむ空気が周囲に満ち満ち、教師は溜ために溜め──るようなことはしなかった。

『はーいＳＳＲエスエスレアの飯倉レナさんでーっす。はい終わり、─お前らの出番おしまーい！　そして優勝は──』

「よしカメムシを投とう擲てきしろ」

　なんつー教師だ。

　盛大な三箱目からのブーイングを背に受けて、しかし教師はめげずに怒鳴り返す。

『もうカメムシなんかこわくないもんねー！　これでも食らえ！　牛の糞ふんだ！』

「それでも教師か！　こっちは腐った生卵で対抗だあああ！」

「ぶっ殺せ！　戦争だ！　ひゃっはー！」

「戦いくさと言えばこの私！　先陣はこの霞かすみヶが浦うら華か恋れんにお任せを！」

　バカどもが壇上の教師と戦争をし始めた。それを遠巻きに眺める徳とく盛もりは、カレーまみれの手で教師を指さし、珍しいことに屈託なく大声で笑っていた。

「漆うるし原はら先生、これはもう名めい誉よ挽ばん回かいは無理そうですよ。三箱目はクズです」

「そうは言うがな、幸こう田だ和かず光みつ。流石さすがに学園長からにらまれるわけには──」

「せっかくなんで一箱目の教師で打ち上げ花火やろうと思うんですがご一緒します？」

「やろう」

　教諭も和光も……楽しそうで、なによりだ。

「……ねえ、矢や内ない」

　振り向けば、髪をくるくると弄いじりながら、飯いい倉くらが自らの携帯端末ＰＧＴを見せつけてきた。そこには、【期間限定ＵＲピックアップガチャ】の文字が躍っている。なるほど、

「当てつけのつもりか」

「そんなんじゃないってば。……そんなんじゃなくって。ほら、あたしってドブ姫とか言われてるじゃん？　──だから、矢内が引いてよ」

「俺が？」

　自らを指させば、飯倉は小さく頷うなずいた。

「ＵＲウルトラレアは引きたいけど……なんだろう。お前の望まない幸運で、あたしのガチャから何が出るのか……ちょっと見てみたい」

「信用あるんだかないんだか」

　思えば、俺は人の携帯端末でガチャを引いたことはなかった。飯倉の端末で俺が引くと、どうなるのだろうか。確かにちょっと興味はある。

「いいのか？」

「うん。そう言ってる」

　そうか。

　……じゃあまあ、特に遠慮する理由もなし。

　携帯端末から浮き出た最終確認に『はい』を選び、ガチャを回す。

　二人して小さな画面をのぞき込めば、見慣れた虹にじ色演出が画面を躍った。

「わ、わわ！　な、なになになに!?」

　……見慣れていないらしい女の子いいくらが隣ではしゃいでいた。そうか、ＳＳＲスペシヤルスーパーレア確定演出なんて、こいつが目にすることはほとんどないのかもしれないな。

　……やめろよ、純粋無む垢くにはしゃぐなよ可愛かわいいじゃねえか。

　と、そんなドキドキタイムもすぐに終わり。

　現れたのは、一つのアクセサリー。ロケット、だろうか。

【飯倉レナ　ＵＲ優待単発ガチャ結果】


　　ＳＳＲ『飯倉レナのロケット』



「……あ、これ」

　俺の手元に現れたそれは、よくよく見ると物もの凄すごい見覚えのあるものだった。

「この前、話したアレか。お前んちの棚かなんかから出てきちまったのかね」

「ううん……失なくしたと思ってた」

「それは重ちよう畳じよう」

　失うせものが見つかって、何より。しかしロケットか。どんな写真が入ってんのか──

「開くな殺すぞ」

「目がマジなんで勘弁してください」

　じゃあまあ。

　ほい、と手渡せば。やけに大事そうに彼女はそれを抱いて。

　いつかのように見み惚ほれるような、可愛かわいらしい笑顔を見せてくれた。

　と。ドーン、と耳にクる破裂音が、飯いい倉くらの声に重なるように響き渡る。

「ありがと……そーりゅーくん」

　たーまやー！　という声からして打ち上げ花火を始めたのだろうか。

　ロケットを渡して、その瞬間に打ち上げ花火、か。飯倉以外の誰も、俺たちの過去は知らないはず。それは超人じみた和かず光みつだって変わらない。なら、これは〝偶然〟。俺にとっちゃ望んでない幸運なのかもしれない。

　現に飯倉は不幸が起きた時特有の気落ちした感じで、背を向けて走り出してしまった。

　……あいつ、最後なんて言ったんだろうな。





　†　†






　……ぱかり、と開くお守りのロケット。

　自分の不運で失くしたと思っていたそれは、想像しなかったタイミングで突然手元に戻ってきた。それを運命的だと思えるほど、あたしは自分の運ってものを信用していないし信頼もしていない。だからあれは、たまたまあいつが持ってた望まない幸運の中に紛れていたものだと思う。

　望んでいない幸運が、あいつにとって余計なお世話だというのなら、うん。

　確かにコレは、本当に余計なお世話だとあたしも思う。

「……あの頃から、ずっと、ずっと。ちっとも変わってなかったのに」

　ぶらぶらと、中身の開いたロケットをぶら下げて。

　一人暮らしの部屋の中、ベッドに転がって、時折表通りを通る車の音を聞きながら。

　スタンドランプの灯あかりの下で、小さくため息を吐ついた。

「勘違いして、こんなことになって、高校でようやく、全部が分かって」

　幼少期を思い出すと、あたしは引っ込み思案で物語を読むことだけが好きな、大人しい子供だった。自分から人にものも言えず、ただただ不運におびえるだけの、暗い女の子。

　そんなあたしのたった一人のお友達は、底抜けに明るくて、基本的に外道で、よく周りと喧けん嘩かをしていた。あたしが虐いじめられていた時も、腐った紙パックの牛乳をその子のランドセルにしみこませたりと、問題行動ばかり。でも、あたしのことを守ってくれた。

　物語に出てくる、粗暴で優しい騎士のようで。あたしはバカだったから、そんな関係に憧あこがれてしまって。それでまあ、あの年頃の子どもといえば、ついつい自分を物語の登場人物と重ねて、夢想に浸ってしまうもので。

　だから、自然と初恋になった。その恋は、四年生の時に起きた事件のせいでぷつんと切れてしまったものだったけれど。

　今更それが誤解で、……相手はあのころと変わらず、好き勝手やって楽しそうに生きている。たまらなく、眩まぶしくて、そして、どうしようもなく悔しい。

　あの誤解さえなければ、じゃあ、今頃、きっと。

「はあ」

　思わず、嘆息した。

　あれだけ悪く言って、自分は随分と変わってしまって。解ほつれた糸を──今更戻したいと思ったところで、意味がない。だってもうあたしはレナちゃんじゃないから。

　スタンドライトの灯あかりを落として、ベッドに入る。もう、寝てしまおう。

　楽しい明日が、くるといいな。

「お前が好きだった大人しくて可愛かわいいレナちゃんは、お前のせいで性格歪ゆがんじゃったよ。ほんと、もう、どうしてくれんだよぅ……」

　いまさら、戻せないよ、そーりゅーくん。

　首飾りを、最近我が家の仲間になったとあるクマのぬいぐるみにかけてあげる。

　開いたロケットの中で小学生の男の子と女の子が、二人並んで仲良く笑っていた。



















　球技大会から休みを挟んで、また新しい登校日がやってきた。

　俺はいつものようにみらいを運び、時間割ガチャではほとんどまともな授業を受けさせてもらえず、食券ガチャでは無駄な高レアを引いている。

　つまりはまあ、いつも通りだ。

　球技大会イベントがあってからというもの、なんだか不思議と箱クラスの雰囲気が明るくなった。その理由っていうのはきっと幾つかあって、でも最たるものっていうのがきっと──

「なにその顔、キモいんだけど」

「うるせえよ浸ってんだよほっとけ」

「浸るって何に？　酸？」

「死ぬわ！」

　ふ、と俺を鼻で笑って、二房の髪を靡なびかせながら彼女は教室に入っていった。

　もう帰りのホームルームが始まるし、俺も戻った方がいいか。

　……ああそうだ、飯いい倉くらの様子が目に見えて気楽そうになったんだ。

　相変わらず当たりは強いし、俺は的当て宜よろしく好き放題言われるままなんだが。

　でも、よく笑うし和かず光みつや徳とく盛もりとの悪ふざけにも乗ってくるようになった。

　本当に、活発な悪戯いたずらっ子こだったんだな。

　華か恋れんが飯倉にいじられるなんてところ、初めて見たし。

　まあそんな訳で、無事にこのバカな学園の日常を取り戻せたというか、さらに楽しくなったというか。俺はこう、望まない幸運を引くことしかないけれど、それで引いたものが要らないかって言われたらそうでもないというか、それはそれでいいものなんじゃないかと思えるようになったというか。

　だからなんだって話か。うまく言えねえや。

　教室内で固まっている五人組が俺の方を振り返って。

　飯倉が睨にらむように俺を見据えて、言った。

「早く入れよコモン野郎」

「お前までそれを言うのかよ！」

　あいつはそのまま小バカにしたように一笑を交えてグループの会話に戻っていく。仕方ないから俺もさっさと教室に入る。だいたいの生徒は教室内でぎゃーぎゃーとまた騒ぎを起こしていて、原因がチンチロだっていうから笑えない。本当にクズばっかだこの箱。

「お、戻ってきたな矢や内ない初恋拗こじらせ総そう流りゆう」

「それほんとやめてくれませんかねえ!?」

「ねぇねぇれなちぃ、そういえばさー。あの中なか島じまって人に告白されてたってほんと？」

「ぶっ」

　飯倉がお茶を吹いた。

「まあいっか……中学ん時に他校の部活との交流試合でね……あいつに何度か絡まれてた。高校入って突然口説き始めたからもう、さすがに引いたというか」

「それで告白して撃沈して逆恨みって中なか島じまくん本当にやばいね！　今度遊びに行こう！」

「やめてやれよ和かず光みつ……」

　性欲ポイントのことで想像の斜め上を行かれて気に入ったのか。

「あらあら。楽しそうですね」

「お兄ちゃん、中島？　好きだもんね」

「誤解を招く発言はやめてください」

「総そう流りゆうどん総流どん、お代わり」

「何で俺が給仕になってんだよ！」

「ゲラゲラ大爆笑だよ総流クン！　キミはそっちの道に走ったのかい！」

「その手の恋愛ネタで俺を弄いじるのもうやめてくんねえかなあ！」

　初恋拗こじらせた相手がここに居るんだからさあ！

　と、何の気なしについ隣に居た飯いい倉くらを見てしまった。彼女は周囲のボケの連発に楽しそうに笑っていたようだったが。くるりと俺の方に振り返ると、潤んだ瞳ひとみとセットで昔のようにきゅっとスカートのすそを摑つかみながら、

「れなさびしいよ、そーりゅーくん」












「ほんっっっと良い性格になりやがられましたねえ!?」

　ああチクショウ！

「ふ、あはは」

　けらけらと、楽しそうに笑う飯いい倉くらにつられて全員が俺を指さして笑いだす。

　あーもう、ほんと。

　たった数日の間にこの苛か烈れつな態度の少女とまともに話が出来る仲に戻れるということなんて、想像していなかった。

「ところで総そう流りゆう、助ける代わりにポエムを書く話はどうなったんだい？」

「お前それ今言うの!?」

「え……矢や内ない、ポエムとか書くの……？」

「そのドン引き顔本当にやめてくれませんかねえ!?」

　ああ、まったく。

　自分で言うことじゃないけれど、望まない幸運なんてよく言ったもんだ。

　ほんと、望外の幸運だよ！　このクズどもが！




　幸運なバカたちが学園を回す１～豪運ザコとカワイイ幼おさな馴な染じみ～


おしまい。















作者から読者の皆さんへ






　幼おさな馴な染じみ系メインヒロイン。こいつを一度、貫いてやってみたかった────！

　藍あい藤ふじは今日も元気です。

　まさかまさかのＭＦ文庫Ｊさまから、しかもこんなよく分からないラノベ（？）を出版させていただくことになりました。担当編集のＫさん、Ｏさん（二人がかり！）本当にありがとうございます。ええ、ございましたではありません。今後とも宜よろしくどうぞ！

　えー、さて。よう太たさんの美麗にして可憐、レナのインパクトあるアップなイラストを目印に、ページを開けばバカ騒ぎ。読者の皆さんも、混乱したかもしれません。

　それでもここまで読んでいただけたことに感謝します。

　本当に、ありがとうございます。楽しんでいただけたなら、最高に嬉うれしいです。

　この作品は何というか、ボクのエゴといいますか。この学園での高校生活ってこんなに面白いんだぜ！　という願望のようなものから始まりました。

　皆さんは、学生生活楽しいですか？　或いは楽しかったですか？

　ボクは正直、全然楽しくなかったです。

　一番の理由はやっぱり、結局のところ。どれだけ面白いことをしたとしても、共に面白いことを出来る相手、笑いあえる相手がいなければ意味がないという一点に尽きます。

　特にそれを感じたのが高校時代で、その時のしこりは今もボクの中にずっとある。

　だから、面白い奴やつらの面白い学生生活を見てみたかった、感じてみたかった。

　その思いを原動力に、この物語を綴つづっています。

　それも含めて、個人的なスタンスの話をさせてください。

　作品のキャラクターとは、自分（作者）にとって何なのか。ボクの場合は、

『友達（キャラクター）の話を、読者さんに語っている』

　喫茶店かファミレスか、はたまたバーかは分かりませんが、バカをやらかす矢や内ないくんたちから聞いた体験談を皆さんにしている気分といいますか。

　だから、どうか。

　もし２巻３巻とこの作品が続いていくのを、書店やオンラインで見かけたら、

「またあいつら何かやったのか。聞いてやるか」と、手に取ってくれると嬉しいです。

　残りわずかとなりましたので、今回はこれくらいで筆をおかせていただきますね。

　ああそうそう。ボクもしょせんは一人の語り部。もしこのお話を好きになってくれたなら、今度は貴方あなたが誰かにあいつらの話をしてくれたら。それ以上の幸いはありません。

　それではまた次巻でお会いできますよう。

　連中から聞いた話を用意してお待ちしております。

２０１７年８月吉日　行きつけの喫茶店で、矢内くんの愚ぐ痴ちを紡つむぎながら。


藍藤　遊ゆう











　著者
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　　作家
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　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　猫とひとつ屋根の下暮らすお絵かき屋さん。

　　今回ガチャで召喚されて本作のイラストを担当することに。

　　マスターマスター！あたいのレアリティはどれくらい？

　　はうっ！その渋柿を食べたような表情は…（察し）
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